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【事業の概要】

事業名 ごみ減量推進費（ごみ減量普及啓発事業）　※旧２Ｒ推進費

事業の目的・目標

指標１ 生ごみの減量・リサイクルに取り組んでいる世帯の割合 目標 95%

指標２ 目標

所管課 循環型社会推進課 関係課 －

【新スリム計画との関わり】

対応するスリム目標 ごみ排出量の減量目標

（最大２つまで） 家庭から出る生ごみ量の減量目標

対応するモニター指標 家庭から出る食品ロス量

対応施策：大 施策１

　　　施策：中 １－１ ごみ発生・排出抑制のための行動の実践

　　　　施策：小 (1) 発生・排出抑制行動の習慣化の促進

他の施策（番号のみ）

【各年度における具体的な取組内容とその実績】　数値で示せるものは数値も記載すること

Ｒ３ 　　 　 　

　 事業費

全 27,194千円

内 (22,741)千円 　

Ｒ４ 　　 　 　

　 事業費

全 28,316千円

内 (22,956)千円 　

Ｒ５　　　 　 　

　 事業費

全 15,886千円

内 (11,656)千円 　

Ｒ６　　　 　

　 事業費

全 16,406千円

内 (12,806)千円 　

※事業費　上段：小事業全体　　下段：実際の事業費　　小事業内に関係のない予算がある場合、違う数値となる

１　事業評価シートの読み方
　　事業評価シートの読み方は次のとおり。

事業内容
（取組内容）

ごみの減量を進める上で特に重要なリデュースとリユースの推進を行う。
・ごみ減量実践事業の実施

２Ｒに重点を置き、事業者や若者と行政が一体となってごみ減量に取り組むことができる
実践的な事業を行い、市民のごみ減量行動促進を図る。

事業の指
標 家庭から出る生ごみの減量（平成28年度比） 1万ｔ以上

２Rを推進するためのしくみづくり

1-2-⑴、⑵　1-3-⑴、⑵　2-1-⑴、⑵　4-3-⑴

・啓発冊子配布：リユース促進2,600部、食品ロス削減啓発19,438部、期限表示情報提
供・水切り啓発16,972部、使い捨てプラスチック削減2,466部。
・イベント（企画）：SNSハッシュタグキャンペーンの実施。48人の参加。
・使用媒体：テレビ、ラジオ、インターネット広告、交通広告、地下歩行空間壁面広告、
Facebook等（20～30代世帯をメインターゲットに選定）

・啓発冊子配布：リユース促進85部、食品ロス削減啓発15,520部、期限表示情報提供・水
切り啓発14,860部、使い捨てプラスチック削減680部。
・イベント：商業施設にてフードロスミュージアムの開催。来場者数不明、アンケート回
答数192件。
・使用媒体：テレビ、インターネット広告、交通広告、地下歩行空間壁面広告、　
Facebook等（20～30代世帯をメインターゲットに選定）

・啓発冊子配布：リユース促進100部、食品ロス削減啓発12,106部、期限表示情報提供・
水切り啓発11,903部、使い捨てプラスチック削減203部。
・イベント：チカホにて、衣類等のリユース・小型家電回収イベントの開催。来場者数
721名
・使用媒体：テレビ、インターネット広告、交通広告、雑誌・広報誌、市公式X、
Facebook等（20～30代世帯をメインターゲットに選定）

・啓発冊子配布：リユース促進270部、食品ロス削減啓発8,300部、期限表示情報提供・水
切り啓発8,300部。
・イベント：チカホにて、衣類等のリユース・小型家電回収や、食ロス削減レシピコンテ
スト、ごみ分別ゲーム等を開催。来場者数3,506名
・使用媒体：テレビ、インターネット広告、交通広告、雑誌・広報誌、市公式X、
Facebook等（幅広い世帯に周知）

＜事業評価シートとは＞
　新スリムシティさっぽろ計画の目標達成に向けた具体的な施策（計画本書P61～82に記載）に基づく各事業につ
いて、計画前半期の取組内容やその結果、事業の評価や課題などを整理し、計画後半期の方針を記載したも
の。
　各事業について、懇話会の中で委員から意見・提案があったものについては、【懇話会の意見等】に記載してい

＜事業名＞
新スリム計画の施策に基づく各種事業は、市役所の予算を管理している「小事業」の中で実施されているため、事業
名はその小事業名を記載しています。ただし、以下の例外があります。
例外１：小事業内で複数の事業があり、スペースの関係から記載しきれない場合は、事業名のあとにかっこ書きを追
記し、分割して記載しています。
例外２：計画に基づく一つの事業が複数の小事業に分かれていて、小事業ごとに分けて書くと分かりにくい場合は、複
数の小事業をまとめて記載します。その場合は「○○費、○○費」などと記載しています。

＜事業内容＞
事業の内容を記
載。
複数の事業がある
場合は、①、②など
番号で分けて記載
します。
なお、小事業の中
には、新スリム計
画に関係のない事
業もありますが、そ
の事業は記載して
いません。

＜事業の指標＞
事業の進捗状況や
成果を測るために
有効な指標があれ
ば記載しています。
なお、目標を定めら
れない、定めてい
ない指標は、目標
欄は「-」が記載さ
れます。

＜対応するスリム
目標＞
事業が新スリム計
画のスリム目標に
関係がある場合
は、そのスリム目
標を記載します。
対応するスリム目
標がない場合は、
「-」が記載されま
す。

＜対応施策＞
事業について、新スリム計画のどの施策に対応
しているかを記載しています。
なお、事業によっては、複数の施策に対応した
ものがあり、ここは一番関連の深い施策を記載
しています。

＜他の施策（番号のみ）＞
対応する施策が複数ある場合
は、その他の施策を施策にふら
れた番号で記載しています。
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定量的評価（数値あり） 定性的評価（数値なし）

達成状況 －

事業の評価・課題

【懇話会の意見等】　懇話会で意見があった場合のみ記載する

意見・提案等

【自己評価】　※R3～R6を通して

スリム目標への貢献
度

家庭から出る食品ロス量が、計画期間中で
過去最少となり（R6：11,607 t）、生ごみ
の減量・リサイクルに取り組んでいる世帯
の割合も高い水準を維持していることか
ら、本事業がごみの排出量や生ごみの減量
に一定程度寄与していると考える。

事業の実施結果
（目的・目標の達成
状況など）

（◎：達成　○：75％以上　▲：50％以上　×：50％未満　－：他

・啓発中心の事業から、市民により実践的な取組を提供し、行動変容を促す事業へと転換
した。
・指標１は、R3は93.0％、R4は93.1％、R5は94.8％、R6は94.8％と高い割合を維持してお
り、指標２についても、本事業だけの目標ではないが、計画の基準年度であるH28の
95,756トンからR6で85,641トンと減少傾向にあり、本事業の効果は出ていると考える。
※指標１は「指標達成度調査業務（事業の効果に関する市民意識調査）報告書」より

・従前の啓発中心の事業では、事業の効果が必ずしもごみ減量には繋がっておらず、効果
測定の方法も確立されていないという課題があったため、実践的な取組を市民に示し、行
動変容を促すことでごみ減量に繋げる事業に転換した。
・チカホのイベントにて、衣類のリユース（民間事業者の協力）や小型家電の回収を実施
したほか、その場で参加できるごみ分別ゲーム等を実施したことから、3,500名以上の参
加があった。各種メディアでも多数紹介され、多くの市民にごみ減量の取組への意識付け
を行うことができた。
・イベントで実施したごみ分別ゲームが好評であり、適切なごみの分別について、多くの
市民に気付きを与えるコンテンツとして有効であった。

今後の事業方針
（課題への対応や事
業目標の設置）

・引き続き、過年度の実施結果や課題を踏まえ、仕様等をブラッシュアップのうえ、企画
提案型の業務により、実践的でごみ減量効果の高い取組の把握を行い、今後のごみ減量施
策の検討につなげていく。
・令和６年度の結果より、来場者が期待できる会場で、その場で参加できる企画を実施す
ることや、市の既存の制度やコンテンツを親しみやすい形で提供し、気付きの場を提供す
ることが効果的であったため、次年度以降の内容に反映していく。

・　札幌市はびん・缶・ペットが多く、更なるマイボトルの普及啓発が必要。
・　京都市の祇園祭と同様、札幌市の大規模イベントでもリユース品を使えないか。
・　評価指標にリユースの指標も設定すべき。
・　若者に訴えるパンフレットなどは、若者にデザインや企画の段階から関わらせるべき。
・　キャンペーンの効果の定量的検証（ランダム化比較試験・ABテスト等）が必要。
・　行動経済学の観点から、ナッジを活用すべき。
・　年代・世帯構成によって生活様式が違うので、ターゲットを絞りアプローチを変えるべき。
・　区域別のごみ排出量の平均値を周知するなど、同調性を喚起するような手法も考えられる。
・　啓発には、学校教育を活用すべき。

＜スリム目標への貢献度＞
スリム目標について、数値でその効果を示せる場合は、＜定量的評価＞に記載、数値で示せない場合は、＜定性的評価＞に
記載しています。
数値で示せるとは、例えば廃棄ごみ量6万トンの減量という目標に対し、ある事業で0.5万トンの減量の効果が出たなど具体的
に示せる場合は、定量的評価に記載となります。

＜今後の事業
方針＞
事業の評価・
課題を受け
て、今後、ど
のように事業
を進めていく
かを記載して
います。

＜意見・提案
等＞
懇話会の中で
委員から意
見・提案が
あったものを
記載していま
す。

＜達成状況＞
当該事業の目
的や目標をど
れほど達成で
きたかを右の
選択肢から選
び記載していま
す。選ぶことが
困難な場合は
「-」を記載して
います。
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ス
チ

ッ
ク
削
減
2
,
4
6
6
部
。

・
イ
ベ
ン
ト
（
企
画
）
：
S
N
S
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
。
4
8
人
の
参
加
。

・
使
用
媒
体
：
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
、
交
通
広
告
、
地
下
歩
行
空
間
壁
面
広
告
、

F
a
c
e
b
o
o
k
等
（
2
0
～
3
0
代
世
帯
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
選
定
）

今
後
の
事
業
方

針
（
課
題
へ
の
対
応
や

事
業
目

標
の
設
置
）

・
引
き
続
き
、
過
年
度
の
実
施
結
果
や
課
題
を
踏
ま
え
、
仕
様
等
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
う
え
、
企

画
提
案
型
の
業
務
に
よ
り
、
実
践
的
で
ご
み
減
量
効
果
の
高
い
取
組
の
把
握
を
行
い
、
今
後
の
ご
み
減

量
施
策
の
検
討
に
つ
な
げ
て
い
く
。

・
令
和
６
年
度
の
結
果
よ
り
、
来
場
者
が
期
待
で
き
る
会
場
で
、
そ
の
場
で
参
加
で
き
る
企
画
を
実
施

す
る
こ
と
や
、
市
の
既
存
の
制
度
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
親
し
み
や
す
い
形
で
提
供
し
、
気
付
き
の
場
を
提

供
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
っ
た
た
め
、
次
年
度
以
降
の
内
容
に
反
映
し
て
い
く
。

・
啓
発
冊
子
配
布
：
リ
ユ
ー
ス
促
進
8
5
部
、
食
品
ロ
ス
削
減
啓
発
1
5
,
5
2
0
部
、
期
限
表
示
情
報
提
供
・
水

切
り
啓
発
1
4
,
8
6
0
部
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
6
8
0
部
。

・
イ
ベ
ン
ト
：
商
業
施
設
に
て
フ
ー
ド
ロ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開
催
。
来
場
者
数
不
明
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
数
1
9
2
件
。

・
使
用
媒
体
：
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
、
交
通
広
告
、
地
下
歩
行
空
間
壁
面
広
告
、
　

F
a
c
e
b
o
o
k
等
（
2
0
～
3
0
代
世
帯
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
選
定
）

・
啓
発
冊
子
配
布
：
リ
ユ
ー
ス
促
進
1
0
0
部
、
食
品
ロ
ス
削
減
啓
発
1
2
,
1
0
6
部
、
期
限
表
示
情
報
提
供
・

水
切
り
啓
発
1
1
,
9
0
3
部
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
2
0
3
部
。

・
イ
ベ
ン
ト
：
チ
カ
ホ
に
て
、
衣
類
等
の
リ
ユ
ー
ス
・
小
型
家
電
回
収
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
。
来
場
者
数

7
2
1
名

・
使
用
媒
体
：
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
、
交
通
広
告
、
雑
誌
・
広
報
誌
、
市
公
式
X
、

F
a
c
e
b
o
o
k
等
（
2
0
～
3
0
代
世
帯
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
選
定
）

・
　
札
幌
市
は
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
が
多
く
、
更
な
る
マ
イ
ボ
ト
ル
の
普
及
啓
発
が
必
要
。

・
　
京
都
市
の
祇
園
祭
と
同
様
、
札
幌
市
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
で
も
リ
ユ
ー
ス
品
を
使
え
な
い
か
。

・
　
評
価
指
標
に
リ
ユ
ー
ス
の
指
標
も
設
定
す
べ
き
。

・
　
若
者
に
訴
え
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
は
、
若
者
に
デ
ザ
イ
ン
や
企
画
の
段
階
か
ら
関
わ
ら
せ
る
べ
き
。

・
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効
果
の
定
量
的
検
証
（
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
・
A
Bテ

ス
ト
等
）
が
必
要
。

・
　
行
動
経
済
学
の
観
点
か
ら
、
ナ
ッ
ジ
を
活
用
す
べ
き
。

・
　
年
代
・
世
帯
構
成
に
よ
っ
て
生
活
様
式
が
違
う
の
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
ア
プ
ロ
ー
チ
を
変
え
る
べ
き
。

・
　
区
域
別
の
ご
み
排
出
量
の
平
均
値
を
周
知
す
る
な
ど
、
同
調
性
を
喚
起
す
る
よ
う
な
手
法
も
考
え
ら
れ
る
。

・
　
啓
発
に
は
、
学
校
教
育
を
活
用
す
べ
き
。

・
啓
発
冊
子
配
布
：
リ
ユ
ー
ス
促
進
2
7
0
部
、
食
品
ロ
ス
削
減
啓
発
8
,
3
0
0
部
、
期
限
表
示
情
報
提
供
・
水

切
り
啓
発
8
,
3
0
0
部
。

・
イ
ベ
ン
ト
：
チ
カ
ホ
に
て
、
衣
類
等
の
リ
ユ
ー
ス
・
小
型
家
電
回
収
や
、
食
ロ
ス
削
減
レ
シ
ピ
コ
ン
テ

ス
ト
、
ご
み
分
別
ゲ
ー
ム
等
を
開
催
。
来
場
者
数
3
,
5
0
6
名

・
使
用
媒
体
：
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
、
交
通
広
告
、
雑
誌
・
広
報
誌
、
市
公
式
X
、

F
a
c
e
b
o
o
k
等
（
幅
広
い
世
帯
に
周
知
）
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【
事
業
の
概
要
】

N
o.
2

事
業
名

家
庭
の
生
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

生
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
世
帯
の
割
合

目
標

指
標
２

目
標

達
成
状
況

－

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
２

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

　
　
　
施
策
：
中

２
－
３

生
ご
み
資
源
化
の
促
進
に
向
け
た
支
援

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

家
庭
に
お
け
る
自
主
的
な
生
ご
み
資
源
化
の
支
援

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

　
　

　
　

　
事
業
費

全
1
4
,
4
2
9
千
円

内
(
1
4
,
4
2
9
)
千
円

　

Ｒ
４

　
　

　
　

　
事
業
費

全
1
5
,
8
7
3
千
円

内
(
1
5
,
8
7
3
)
千
円

　

Ｒ
５

　
　

　
　

　
事
業
費

全
1
4
,
0
9
8
千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
1
4
,
0
9
8
)
千
円

　

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

　
　

　

　
事
業
費

全
1
4
,
6
1
9
千
円

内
(
1
4
,
6
1
9
)
千
円

　

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
減
量
の
た
め
の
取
組
を
行
う
。

①
生
ご
み
堆
肥
化
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
　
　
②
生
ご
み
堆
肥
化
相
談
窓
口
の
開
設

③
電
動
生
ご
み
処
理
機
購
入
助
成
　
　
　
④
生
ご
み
堆
肥
化
器
材
購
入
助
成

⑤
生
ご
み
減
量
・
資
源
化
に
関
す
る
関
心
度
・
実
践
度
等
調
査
の
実
施
（
隔
年
）

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

生
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い

る
世
帯
の
割
合
は
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
ご
み
堆
肥
化
器
材
購
入
助
成
利
用
者
の

8
9
％
が
生
ご
み
堆
肥
化
を
継
続
し
て
お
り
、
市
民

の
生
ご
み
減
量
の
取
組
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

生
ご
み
の
減
量
に
効
果
的
で
あ
る
堆
肥
化
が
各
家
庭
で
定
着
を
図
る
こ
と
に
加
え
、
新
た
に
生
ご
み
堆
肥

化
に
取
り
組
む
世
帯
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
減
量
に
つ
な
げ
る
。

事
業
の
指

標

9
5
％

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量
（
平
成
2
8
年
度
比
）

1万
ｔ
以
上

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5％

以
上
　
▲
：
5
0％

以
上
　
×
：
5
0％

未
満
　
－
：
他

・
指
標
１
は
、
R
3
は
9
3
.
0
％
、
R
4
は
9
3
.
1
％
、
R
5
は
9
4
.
8
％
、
R
6
は
94
.
8
％
と
高
い
割
合

を
維
持
し

て
お
り
、
指
標
２
に
つ
い
て
も
、
本
事
業
だ
け
の
目
標
で
は
な
い
が
、
計
画
の
基
準
年
度
で
あ
る
H
2
8
の

9
5
,
7
5
6
ト
ン
か
ら
R
6
で
8
5
,
6
4
1
ト
ン
と
減
少
傾
向
に
あ
り
、
本
事
業
の
効
果
は
出
て
い
る
と
考
え
る
。

・
生
ご
み
堆
肥
化
セ
ミ
ナ
ー
：
生
ご
み
堆
肥
化
の
作
り
方
と
作
っ
た
堆
肥
の
活
用
方
法
を
教
え
る
講
座

を
実
施
。
参
加
し
た
市
民
の
満
足
度
は
高
く
、
生
ご
み
の
減
量
に
貢
献
し
て
い
る
。

・
生
ご
み
堆
肥
化
相
談
窓
口
：
近
年
は
2
0
0
件
前
後
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
堆
肥
化
の
取
組
継
続

支
援
に
貢
献
し
て
い
る
。

・
電
動
生
ご
み
処
理
機
・
生
ご
み
堆
肥
化
器
材
購
入
助
成
：
予
算
額
の
８
～
９
割
程
度
の
助
成
金
を
交

付
で
き
て
お
り
、
生
ご
み
の
減
量
に
貢
献
し
て
い
る
。

※
指
標
１
は
「
指
標
達
成
度
調
査
業
務
（
事
業
の
効
果
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
）
報
告
書
」
よ
り

・
生
ご
み
堆
肥
化
セ
ミ
ナ
ー
：
参
加
者
の
う
ち
、
約
7
割
が
6
0
代
以
上
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
家
庭
で
の
堆

肥
化
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
幅
広
い
世
代
の
参
加
者
を
増
加
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま

た
、
現
在
は
取
り
組
ん
で
い
な
い
も
の
の
「
過
去
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ
る
」
「
今
後
取
り
組
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
」
市
民
が
全
体
の
３
割
以
上
い
る
（
R
6
年
度
生
ご
み
減
量
・
資
源
化
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
よ
り
）
た
め
、
堆
肥
化
に
取
り
組
む
世
帯
の
増
加
に
向
け
、
更
な
る
浸
透
を
図
る
必
要
が

あ
る
。

・
電
動
生
ご
み
処
理
機
：
生
ご
み
堆
肥
化
器
材
に
比
べ
助
成
者
の
継
続
率
が
低
い
こ
と
が
課
題
と
考
え

る
。

・
集
合
住
宅
の
居
住
者
な
ど
、
堆
肥
化
が
難
し
い
世
帯
が
実
践
で
き
る
ご
み
減
量
の
取
組
が
十
分
に
紹

介
で
き
て
い
な
い
。

・
助
成
制
度
の
予
算
執
行
率
が
８
～
９
割
程
度
の
た
め
、
よ
り
執
行
率
を
高
め
、
助
成
数
を
増
や
し
て

行
く
必
要
が
あ
る
。

①
「
生
ご
み
堆
肥
化
セ
ミ
ナ
ー
」
を
2
9
回
実
施
し
、
計
4
1
5
人
の
参
加
。
ま
た
、
1
0
名
以
上
の
団
体
に
講

師
を
派
遣
す
る
「
生
ご
み
堆
肥
化
講
師
派
遣
」
は
5
団
体
、
計
7
6
名
か
ら
申
込
。

②
生
ご
み
堆
肥
化
相
談
窓
口
で
は
計
2
3
7
件
の
相
談
。

③
電
動
生
ご
み
処
理
機
は
3
6
1
個
、
④
生
ご
み
堆
肥
化
器
材
は
4
6
1
台
の
助
成
。

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

・
生
ご
み
堆
肥
化
セ
ミ
ナ
ー
：
講
座
の
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
や
若
い
世
代
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
広
報

媒
体
の
活
用
に
よ
り
、
5
0
代
以
下
を
中
心
に
新
規
参
加
者
増
加
を
図
る
。

・
電
動
生
ご
み
処
理
機
：
助
成
が
出
る
た
め
購
入
し
た
も
の
の
、
イ
メ
ー
ジ
と
違
い
使
用
を
や
め
て
し

ま
う
申
請
者
を
減
ら
す
た
め
、
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
周
知
し
て
い
く
。

・
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
よ
る
堆
肥
化
や
堆
肥
の
回
収
事
業
な
ど
、
集
合
住
宅
で
も
取
り
組
め
る
事
業
を
案

内
し
て
い
く
。

・
助
成
受
付
の
運
用
方
法
の
工
夫
等
に
よ
り
、
助
成
の
予
算
執
行
率
向
上
を
図
る
。

①
「
生
ご
み
堆
肥
化
セ
ミ
ナ
ー
」
を
3
6
回
実
施
し
、
計
5
8
4
人
の
参
加
。
ま
た
、
1
0
名
以
上
の
団
体
に
講

師
を
派
遣
す
る
「
生
ご
み
堆
肥
化
講
師
派
遣
」
は
1
2
団
体
、
計
1
4
0
名
か
ら
申
込
。

②
生
ご
み
堆
肥
化
相
談
窓
口
で
は
計
3
0
2
件
の
相
談
。

③
電
動
生
ご
み
処
理
機
は
3
5
7
個
、
④
生
ご
み
堆
肥
化
器
材
は
5
2
3
台
の
助
成
。

①
「
生
ご
み
堆
肥
化
セ
ミ
ナ
ー
」
を
3
3
回
実
施
し
、
計
7
2
9
人
の
参
加
（
う
ち
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
６

回
）
。
ま
た
、
1
0
名
以
上
の
団
体
に
講
師
を
派
遣
す
る
「
生
ご
み
堆
肥
化
講
師
派
遣
」
は
1
2
団
体
、
計

2
3
2
名
か
ら
申
込
。

②
生
ご
み
堆
肥
化
相
談
窓
口
で
は
計
1
5
8
件
の
相
談
。

③
電
動
生
ご
み
処
理
機
は
3
2
6
個
、
④
生
ご
み
堆
肥
化
器
材
は
5
0
2
台
の
助
成
。

・
 ト

ー
ト
バ
ッ
グ
型
の
コ
ン
ポ
ス
ト
は
見
た
目
も
よ
く
、
素
材
も
再
生
素
材
・
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
で
で
き
て
い
る
の
で
、

　
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

・
　
た
い
肥
化
器
材
は
、
事
務
所
や
大
学
の
ゼ
ミ
室
な
ど
人
が
集
ま
る
場
所
に
置
く
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の

　
管
理
が
で
き
、
一
人
暮
ら
し
で
も
取
り
組
み
や
す
い
。

・
　
た
い
肥
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
、
企
業
や
団
体
単
位
で
農
家
と
つ
な
が
る
よ
う
に
で
き
る
と
良
い
。

・
　
生
ご
み
た
い
肥
化
の
回
収
拠
点
や
有
効
活
用
先
を
整
備
し
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
べ
き
。

・
　
た
い
肥
を
農
家
が
使
い
や
す
く
な
る
よ
う
な
札
幌
市
の
品
質
保
証
・
Ｐ
Ｒ
が
あ
る
と
取
組
が
進
む
の
で
は
。

・
　
た
い
肥
化
に
は
場
所
が
必
要
で
あ
り
、
集
合
住
宅
で
は
難
し
い
の
で
、
集
合
住
宅
向
け
の
何
か
が
あ
っ
て
も
い
い
。

①
「
生
ご
み
堆
肥
化
セ
ミ
ナ
ー
」
を
3
0
回
実
施
し
、
計
9
0
7
人
の
参
加
（
う
ち
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
６

回
）
。
ま
た
、
1
0
名
以
上
の
団
体
に
講
師
を
派
遣
す
る
「
生
ご
み
堆
肥
化
講
師
派
遣
」
は
1
5
団
体
、
計

2
7
1
名
か
ら
申
込
。

②
生
ご
み
堆
肥
化
相
談
窓
口
で
は
計
4
6
1
件
（
セ
ミ
ナ
ー
で
の
質
疑
応
答
の
件
数
も
計
上
）
の
相
談
。

③
電
動
生
ご
み
処
理
機
は
4
3
2
個
、
④
生
ご
み
堆
肥
化
器
材
は
4
6
5
台
の
助
成
。
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【
事
業
の
概
要
】

N
o.
3

事
業
名

集
団
資
源
回
収
奨
励
費
（
回
収
関
係
）

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

回
収
量

目
標

4
2
,
1
0
9
t

指
標
２

支
給
団
体
数

目
標

達
成
状
況

▲

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
紙
の
量

対
応
施
策
：
大

施
策
２

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

　
　
　
施
策
：
中

２
－
２

資
源
回
収
の
促
進
に
向
け
た
取
組

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

集
団
資
源
回
収
の
更
な
る
促
進

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

2
-
2
-
(
4
)

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
1
7
2
,
8
9
2

千
円

内
(
1
7
2
,
8
9
2
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
1
5
8
,
5
8
9

千
円

内
(
1
5
8
,
5
8
9
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
1
7
3
,
6
7
4

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
1
7
3
,
6
7
4
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
1
6
9
,
2
5
8

千
円

内
(
1
6
9
,
2
5
8
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

市
民
の
自
発
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
あ
る
集
団
資
源
回
収
の
実
施
団
体
及
び
回
収
業
者
に
対
し
奨
励
金

を
交
付
す
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

集
団
資
源
回
収
に
出
す
こ
と
で
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
排
出
が
減
少
す
る
た
め
、
市
の
ご
み

排
出
量
減
に
つ
な
が
る
。

H
2
8
年
5
4
,
1
0
2
t
、
H
2
9
年
5
1
,
9
9
0
t
、

H
3
0
年
4
8
,
5
8
7
t
、
R
0
1
年
4
5
,
3
9
0
t
、

R
0
2
年
4
1
,
2
5
5
t
、
R
0
3
年
3
9
,
7
6
0
t
、

R
0
4
年
3
7
,
7
2
6
t
、
R
0
5
年
3
4
,
4
0
1
t
、

R
0
6
年
3
1
,
5
1
0
t

市
民
の
自
発
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
へ
奨
励
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
古
紙
を
中
心
と
し
た
ご
み
の
減

量
・
資
源
化
を
促
進
す
る

事
業
の
指

標
4,
3
3
8
団
体

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5％

以
上
　
▲
：
5
0％

以
上
　
×
：
5
0％

未
満
　
－
：
他

集
団
資
源
回
収
の
回
収
量
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
新
聞
の
発
行
部
数
減
等
を
要
因
と
す
る
古
紙

の
全
体
量
減
少
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
新
築
に
伴
う
新
規
登
録
が
あ
る
一
方
で
、
団
体
構
成
員
の
高
齢
化
等
の
理
由
に
よ
る

活
動
中
止
も
み
ら
れ
る
た
め
、
支
給
団
体
数
は
横
ば
い
で
あ
る
。

集
団
資
源
回
収
で
排
出
さ
れ
た
資
源
物
は
、
行
政
を
介
す
る
こ
と
な
く
、
民
間
市
場
の
中
で
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
て
お
り
、
極
め
て
ご
み
減
量
に
効
果
的
な
取
組
と
言
え
、
行
政
収
集
と
比
較
し
経
費
も
低
廉
で

あ
る
。

一
方
、
燃
や
せ
る
ご
み
に
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
が
約
３
千
ト
ン
排
出
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
“
令
和
５
年
度
「
ご
み
減
量
・
資
源
化
に
対
す
る
行
動
・
意
識
等
」
に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
”
に
よ
る
と
、
チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
紙
パ
ッ
ク
は
「
雑
が
み
」
の
日
に
出
す
人
が
最
も
多

く
な
っ
て
い
る
な
ど
、
更
な
る
掘
り
起
こ
し
の
余
地
が
あ
る
。

ま
た
、
回
収
量
の
減
少
に
伴
い
、
回
収
業
者
の
回
収
効
率
の
悪
化
や
、
経
営
状
況
の
悪
化
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
推
計
値
・
・
・
4
,
7
8
8
t

（
R
0
3
組
成
調
査
よ
り
）

回
収
量
・
・
・
・
・
3
9
,
7
6
0
t

支
給
団
体
数
・
・
・
4
,
3
0
3
団
体

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

集
団
資
源
回
収
の
認
知
度
向
上
や
利
用
促
進
の
た
め
、
市
民
へ
の
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
町
内
会
等

の
実
施
団
体
へ
の
情
報
発
信
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

町
内
会
等
へ
の
実
施
団
体
に
対
し
て
は
、
回
収
量
が
多
い
団
体
の
要
因
分
析
を
行
っ
た
上
で
、
他
の
団

体
に
も
可
能
な
取
組
を
発
信
し
て
い
く
な
ど
、
回
収
増
に
つ
な
が
る
効
果
的
な
施
策
を
検
討
し
て
い

く
。
　

ま
た
、
古
紙
の
市
況
や
回
収
業
者
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
引
き
続
き
情
報
収
集
に
努
め
、
そ
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
推
計
値
・
・
・
4
,
8
5
2
t

（
R
0
4
組
成
調
査
よ
り
）

回
収
量
・
・
・
・
・
3
7
,
7
2
6
t

支
給
団
体
数
・
・
・
4
,
3
0
1
団
体

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
推
計
値
・
・
・
2
,
8
9
7
t

（
R
0
5
組
成
調
査
よ
り
）

回
収
量
・
・
・
・
・
3
4
,
4
1
9
t

支
給
団
体
数
・
・
・
4
,
3
6
6
団
体

・
集
団
資
源
回
収
量
を
増
や
す
た
め
に
は
、
紙
パ
ッ
ク
や
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
対
象
品
目
を
増
や

す
こ
と
も
一
つ
の
方
法
と
思
う
。

・
集
団
資
源
回
収
は
回
収
頻
度
が
低
く
利
用
し
に
く
い
た
め
、
回
収
拠
点
に
持
ち
込
む
人
が
い
る
。
回

収
拠
点
が
増
え
れ
ば
い
い
と
い
う
声
も
聞
こ
え
る
。
回
収
拠
点
の
広
報
に
も
っ
と
力
を
入
れ
て
い
い
と

思
う
。

・
奨
励
金
制
度
に
つ
い
て
、
以
前
と
は
新
聞
・
段
ボ
ー
ル
の
排
出
量
が
異
な
っ
て
お
り
、
回
収
業
者
が

経
営
的
に
厳
し
い
の
で
、
今
後
制
度
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
推
計
値
・
・
・
3
,
7
5
3
t

（
R
0
6
組
成
調
査
よ
り
）

回
収
量
・
・
・
・
・
3
1
,
5
1
0
t

支
給
団
体
数
・
・
・
4
,
3
2
6
団
体
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【
事
業
の
概
要
】

N
o.
4

事
業
名

雑
が
み
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

資
源
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
し
、
廃
棄
ご
み
の
減
量
を
図
る
。

指
標
１

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
雑
が
み
の
量

目
標

－

指
標
２

雑
が
み
・
主
要
古
紙
の
搬
出
量

目
標

1
7
,
9
6
2
t

達
成
状
況

▲

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

施
設
管
理
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
紙
の
量

対
応
施
策
：
大

施
策
２

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

　
　
　
施
策
：
中

２
－
１

分
別
・
排
出
ル
ー
ル
の
周
知
・
徹
底

　
　
　
　
施
策
：
小

(
2
)

紙
類
と
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
適
正
排
出
の
促
進

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
1
9
5
,
2
7
3

千
円

内
(
1
9
5
,
2
7
3
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
1
9
6
,
8
7
6

千
円

内
(
1
9
6
,
8
7
6
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
2
0
8
,
3
4
4

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
2
0
8
,
3
4
4
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
2
1
2
,
5
5
7

千
円

内
(
2
1
2
,
5
5
7
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
収
集
し
た
雑
が
み
を
、
民
間
古
紙
選
別
施
設
と
中
沼
雑
が
み
選
別
セ
ン
タ
ー
で
選

別
し
、
製
紙
原
料
や
固
形
燃
料
に
再
資
源
化
す
る
。
再
資
源
化
し
た
製
紙
原
料
は
、
民
間
古
紙
選
別
施
設

分
は
古
紙
問
屋
組
合
を
通
じ
て
製
紙
工
場
へ
売
却
、
中
沼
雑
が
み
選
別
セ
ン
タ
ー
分
は
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
輸
出
業
者
へ
売
却
し
て
い
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
雑
が
み
の
量
の
減
少

が
、
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
と
な
る
。

H
2
8
 
9
,
1
3
6
t
・
3
.
7
%
 
 
H
2
9
 
1
0
,
0
4
7
t
・
4
.
1
%

H
3
0
 
1
6
,
6
5
6
t
・
6
.
7
%
 
 
R
0
1
 
1
6
,
6
3
4
t
・
6
.
6
%

R
0
2
 
1
7
,
1
2
3
t
・
6
.
6
%
 
 
R
0
3
 
1
4
,
6
9
1
t
・
5
.
8
%

R
0
4
 
1
4
,
6
9
1
t
・
5
.
9
%
　
R
0
5
 
1
4
,
3
3
2
t
・
6
.
0
%
　

R
0
6
 
1
4
,
6
1
2
t
・
6
.
2
%

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5％

以
上
　
▲
：
5
0％

以
上
　
×
：
5
0％

未
満
　
－
：
他

市
民
が
資
源
物
と
し
て
排
出
し
た
雑
が
み
の
全
量
を
民
間
古
紙
選
別
施
設
及
び
中
沼
雑
が
み
選
別
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
選
別
処
分
・
売
却
し
、
再
資
源
化
し
て
い
る
。

民
間
古
紙
選
別
施
設
の
処
理
量
は
一
定
に
な
る
よ
う
調
整
を
し
て
い
る
た
め
雑
が
み
・
主
要
古
紙
の
搬

出
量
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。

分
別
協
力
率
は
約
6
0
％
で
他
の
資
源
物
と
比
べ
低
い
状
況
で
あ
り
、
排
出
機
会
が
２
週
間
に
１
度
と
少

な
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

雑
が
み
の
分
別
協
力
率
は
5
0
％
台
と
低
調
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、
適
正
排
出
に
誘
導
す
る
こ
と
で
廃

棄
ご
み
量
の
削
減
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
周
知
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
、
2
0
2
0
年
末
の
中
国
の
古
紙
輸
入
禁
止
措
置
に
伴
い
、
雑
が
み
の
ご
み
化
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
現

在
は
需
給
が
均
衡
し
、
安
定
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
“
令
和
５
年
度
「
ご
み
減
量
・
資
源
化
に
対
す
る
行
動
・
意
識
等
」
に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
”
に
よ
る
と
、
チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
紙
パ
ッ
ク
は
「
雑
が
み
」
の
日
に
出
す
人
が
最
も
多

く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
集
団
資
源
回
収
で
の
排
出
を
促
す
必
要
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
雑
が
み
の
量
・
・
・
1
4
,
6
9
1
t
（
R
0
3
組
成
調
査
よ
り
）

分
別
協
力
率
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
5
6
％

雑
が
み
の
搬
出
量
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
沼
6
,
4
1
8
t
　
民
間
8
,
1
1
0
t

主
要
古
紙
の
搬
出
量
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
沼
2
7
0
t
　
民
間
1
,
0
8
7
t

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

雑
が
み
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は
今
後
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。

雑
が
み
と
し
て
排
出
で
き
る
紙
類
を
分
か
り
や
す
く
周
知
す
る
た
め
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ご
み

分
け
ガ
イ
ド
、
ご
み
分
別
ア
プ
リ
等
の
媒
体
を
活
用
し
、
市
民
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い

く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
雑
が
み
の
量
・
・
・
1
4
,
6
9
1
t
（
R
0
4
組
成
調
査
よ
り
）

分
別
協
力
率
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
5
8
％

雑
が
み
の
搬
出
量
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
沼
6
,
5
2
6
t
　
民
間
8
,
0
3
4
t

主
要
古
紙
の
搬
出
量
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
沼
2
6
8
t
　
民
間
1
,
0
9
1
t

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
雑
が
み
の
量
・
・
・
1
4
,
3
3
2
t
（
R
0
5
組
成
調
査
よ
り
）

分
別
協
力
率
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
5
7
％

雑
が
み
の
搬
出
量
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
沼
5
,
5
2
2
t
　
民
間
8
,
3
3
5
t

主
要
古
紙
の
搬
出
量
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
沼
2
4
8
t
　
　
民
間
1
,
2
5
6
t

・
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
雑
が
み
の
分
別
は
特
に
難
し
い
が
、
繰
り
返
し
市
民
に
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
　
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
雑
が
み
の
分
別
協
力
率
に
つ
い
て
、
毎
年
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
が
横
ば

　
い
と
な
っ
て
お
り
、
認
知
度
と
し
て
こ
れ
く
ら
い
が
限
界
な
の
で
は
。
1
0
0
％
を
目
指
す
の
は
コ
ス
パ
が
悪
い
。

・
　
紙
類
と
い
っ
て
も
、
機
密
保
持
な
ど
の
理
由
で
燃
や
せ
る
ご
み
に
入
れ
た
い
も
の
も
あ
る
と
思
う
し
、
分

　
別
は
わ
か
っ
て
い
て
も
面
倒
だ
と
い
う
人
も
い
る
と
思
う
。

・
　
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
雑
が
み
、
あ
と
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
停
滞
し
て
い
る
古
着
な
ど
も
含
め
る
と
、

　
燃
や
せ
る
ご
み
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
が
2
0
％
く
ら
い
あ
る
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と

　
市
民
に
認
識
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
雑
が
み
の
量
・
・
・
1
4
,
6
1
2
t
（
R
0
6
組
成
調
査
よ
り
）

分
別
協
力
率
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
5
8
％

雑
が
み
の
搬
出
量
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
沼
4
,
8
9
5
t
　
民
間
8
,
0
5
5
t

主
要
古
紙
の
搬
出
量
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
沼
2
4
9
t
　
　
民
間
1
,
2
7
0
t

45



【
事
業
の
概
要
】

N
o
.
5

事
業
名

資
源
物
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

資
源
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
し
、
廃
棄
ご
み
の
減
量
を
図
る
。

指
標
１

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量

目
標

－

指
標
２

び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
製
容
器
包
装
再
商
品
化
量

目
標

達
成
状
況

○

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

施
設
管
理
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
紙
の
量

対
応
施
策
：
大

施
策
２

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

　
　
　
施
策
：
中

２
－
１

分
別
・
排
出
ル
ー
ル
の
周
知
・
徹
底

　
　
　
　
施
策
：
小

(
2
)

紙
類
と
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
適
正
排
出
の
促
進

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
8
9
3
,
4
7
9

千
円

内
(
8
9
3
,
4
7
9
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
9
0
3
,
5
7
0

千
円

内
(
9
0
3
,
5
7
0
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
8
9
1
,
9
3
5

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
8
9
1
,
9
3
5
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
9
1
7
,
7
9
8

千
円

内
(
9
1
7
,
7
9
8
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

分
別
収
集
し
た
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
適
切
に
選
別
し
、
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
及
び
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
選
別
セ
ン
タ
ー
で
選
別
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を
指
定
法
人
を
通
じ
て
再
商
品
化
事
業

者
に
、
缶
を
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
に
引
き
渡
し
再
資
源
化
す
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
量
の
減
少
が
、
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
と

な
っ
て
い
る
。

・
H
2
8
 
 
1
9
,
8
9
5
ｔ
（
8
.
1
％
）

・
R
3
　
 
1
9
,
5
0
2
ｔ
（
7
.
7
％
）

・
R
4
　
 
1
8
,
7
0
9
ｔ
（
7
.
5
％
）

・
R
5
　
 
2
0
,
1
8
0
ｔ
（
8
.
4
％
）

・
R
6
　
 
2
2
,
8
5
9
ｔ
（
9
.
7
％
）

事
業
の
指

標
4
7,
48
0
ｔ

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5％

以
上
　
▲
：
5
0％

以
上
　
×
：
5
0％

未
満
　
－
：
他

市
民
が
資
源
物
と
し
て
排
出
し
た
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
選
別
処

理
し
、
再
資
源
化
可
能
な
事
業
者
に
引
渡
し
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
。

指
標
１
に
つ
い
て
、
燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量
は
、
年
に
よ
っ
て
増

減
が
あ
る
も
の
の
、
大
き
く
減
少
は
し
て
お
ら
ず
、
分
別
協
力
率
に
つ
い
て
も
横
ば
い
と
な
っ
て
い

る
。

び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
9
5
％
程
度
の
分
別
協
力
率
で
推
移
し
て
お
り
、
廃
棄
ご
み

の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
容
プ
ラ
は
資
源
物
と
し
て
排
出
さ
れ
た
も
の
は
適
切
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
お
り
、
分
別
協
力

率
も
本
計
画
基
準
年
（
H
2
8
）
の
5
3
％
よ
り
上
昇
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
R
6
は
5
3
％
に
と
ど
ま
り
適
正
排

出
が
大
き
く
進
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、
よ
り
効
果
的
な
啓
発
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
容
プ
ラ
に
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
や
加
熱
式
た
ば
こ
な
ど
選
別
施
設
や
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で

の
火
災
事
故
の
原
因
と
な
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
小
型
充
電
式
電
池
を
内
蔵
す
る
製
品
の
混
入

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
適
正
な
排
出
を
促
す
た
め
の
取
組
み
も
必
要
で
あ
る
。

使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
原
料
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
製
造
す
る
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
事
業

者
や
自
治
体
が
全
国
的
に
増
え
て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量
　
1
9
,
5
0
2
ｔ
（
推
計
）

・
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
分
別
協
力
率
　
9
6
％

・
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
協
力
率
　
5
7
％

・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
再
商
品
化
量
　
4
7
,
1
7
1
ｔ

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事

業
目
標
の
設
置
）

引
き
続
き
、
市
民
が
資
源
物
と
し
て
排
出
し
た
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
容
プ
ラ
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
容
プ
ラ
の
分
別
協
力
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
民
へ
の
啓
発
を
進
め
て
い

く
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
も
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
混
入
防
止

の
啓
発
を
実
施
し
て
き
た
が
、
引
き
続
き
効
果
的
な
啓
発
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

水
平
リ
サ
イ
ク
ル
が
全
国
的
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
一
部
を
対

象
に
、
令
和
６
年
1
0
月
か
ら
令
和
７
年
９
月
の
間
、
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
の
試
行
事
業
を
実
施
し
、
環
境

負
荷
や
リ
サ
イ
ク
ル
効
率
な
ど
の
観
点
か
ら
検
証
を
行
う
。

・
燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量
　
1
8
,
7
0
9
ｔ
（
推
計
）

・
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
分
別
協
力
率
　
9
4
％

・
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
協
力
率
　
5
9
％

・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
再
商
品
化
量
　
4
7
,
3
3
3
ｔ

・
燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量
　
2
0
,
1
8
0
ｔ
（
推
計
）

・
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
分
別
協
力
率
　
9
7
％

・
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
協
力
率
　
5
6
％

・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
再
商
品
化
量
　
4
6
,
0
1
8
ｔ

・
　
札
幌
市
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
排
出
量
が
多
い
理
由
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
深
堀
す
べ
き

・
　
汚
れ
た
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分
別
す
る
際
に
、
汚
れ
を
す
す
ぐ
理
由
を
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

・
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
雑
が
み
の
分
別
は
特
に
難
し
い
が
、
繰
り
返
し
市
民
に
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

・
　
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
雑
が
み
の
分
別
協
力
率
に
つ
い
て
、
毎
年
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
が
横
ば

　
い
と
な
っ
て
お
り
、
認
知
度
と
し
て
こ
れ
く
ら
い
が
限
界
な
の
で
は
。
1
0
0
％
を
目
指
す
の
は
コ
ス
パ
が
悪
い
。

・
　
札
幌
市
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
の
用
途
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

　
ル
と
し
て
再
利
用
す
る
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
方
法
も
検
討
し
て
み
て
は
。

・
燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量
　
2
2
,
8
5
8
ｔ
（
推
計
）

・
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
分
別
協
力
率
　
9
7
％

・
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
協
力
率
　
5
3
％

・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
再
商
品
化
量
　
4
5
,
0
4
5
ｔ
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【
事
業
の
概
要
】

N
o
.
6

事
業
名

事
業
廃
棄
物
対
策
費
（
古
紙
を
中
心
と
し
た
事
業
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
）

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

大
規
模
事
業
所
に
お
け
る
一
般
廃
棄
物
に
占
め
る
焼
却
ご
み
量
の
割
合

目
標

－

指
標
２

目
標

－
達
成
状
況

－

所
管
課

事
業
廃
棄
物
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

リ
サ
イ
ク
ル
率

対
応
施
策
：
大

施
策
３

事
業
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

　
　
　
施
策
：
中

３
－
１

事
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
取
組
の
促
進

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

民
間
の
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の
把
握
・
活
用

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

3
-
1
-
(
2
)
 
3
-
2
-
(
1
)

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

　
　

　
　

　
事
業
費

全
2
4
,
9
4
5
千
円

内
0
千
円

　

Ｒ
４

　
　

　
　

　
事
業
費

全
2
9
,
1
3
7
千
円

内
0
千
円

　

Ｒ
５

　
　

　
　

　
事
業
費

全
2
7
,
9
8
9
千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
0
千
円

　

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

　
　

　
　

　
事
業
費

全
2
9
,
7
2
5
千
円

内
0
千
円

　

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

延
床
面
積
1
,
0
0
0
㎡
以
上
の
大
規
模
事
業
所
に
対
し
、
ご
み
排
出
量
の
年
間
実
績
と
予
定
量
の
報
告
を
義

務
付
け
し
、
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
の
余
地
と
経
済
的
効
果
を
解
析
・
見
え
る
化
し
て
事
業
者
に
示
す
こ
と
、

古
紙
排
出
量
の
少
な
い
中
小
規
模
事
業
者
に
対
し
、
古
紙
分
別
回
収
が
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
し
て
い
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

数
値
で
は
一
概
に
は
示
せ
な
い
が
、
本
事
業
に
よ

り
、
事
業
者
が
古
紙
を
一
般
ご
み
で
は
な
く
古
紙

回
収
に
排
出
す
る
こ
と
で
、
ご
み
排
出
量
・
廃
棄

ご
み
量
の
減
量
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

事
業
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、
そ
の
３
割
を
占
め
る
紙
ご
み
を
中
心
に
、
分
別
回

収
し
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
量
を
増
や
す
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5％

以
上
　
▲
：
5
0％

以
上
　
×
：
5
0％

未
満
　
－
：
他

報
告
書
の
提
出
率
は
9
0
％
以
上
と
高
く
、
ご
み
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
意
識
が
概
ね
浸
透
・
定
着

し
た
と
思
わ
れ
る
。
事
業
系
古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
（
ご
み
の
排
出
量
に
占
め
る
古
紙
量
の
割
合
）
に

つ
い
て
も
、
平
成
2
8
年
度
に
は
3
9
%
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
取
組
み
に
よ
っ
て
分
別
が
進
み
向
上
し

た
。
焼
却
ご
み
の
排
出
割
合
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
「
見
え
る
化
」
支
援
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
か
ら
の
希
望
に
よ
り
対
応
で
き
る
体
制
に
し
て
い

る
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
率
（
H
2
8
：
3
9
%
）
】

R
3
：
4
3
%
、
R
4
：
4
5
%
、
R
5
：
4
0
%
、
R
6
：
5
9
%

【
焼
却
ご
み
の
割
合
（
H
2
8
：
3
4
%
）
】

R
3
：
3
5
%
、
R
4
：
3
5
%
、
R
5
：
3
9
%
、
R
6
：
4
1
%

・
大
規
模
事
業
者
に
お
け
る
紙
ご
み
を
中
心
と
す
る
ご
み
の
分
別
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
は
概
ね
定
着

が
見
ら
れ
る
。

・
中
小
規
模
事
業
所
の
古
紙
分
別
回
収
で
は
、
商
店
街
等
で
の
回
収
体
制
が
概
ね
構
築
さ
れ
た
も
の

の
、
近
年
で
は
古
紙
買
取
価
格
の
低
迷
や
分
別
の
手
間
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
参
加
店
舗
数
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。
（
令
和
６
年
度
は
、
５
地
区
８
商
店
街
で
実
施
し
1
2
7
店
舗
が
参
加
。
）

・
更
な
る
取
組
を
推
進
す
る
に
は
、
古
紙
買
取
価
格
の
低
迷
や
従
業
員
の
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
意
識
の
低

さ
、
分
別
の
手
間
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
啓
発
対
象
の
拡
大
や
手
法
の
見
直
し
な
ど
、
現
在
の
事
業
手

法
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
事
業
系
廃
棄
物
減
量
計
画
書
・
処
理
実
績
報
告
書
　
提
出
件
数
：
4
,
2
9
4
件
（
提
出
割
合
：
9
2
.
3
％
）

・
大
規
模
事
業
所
へ
の
見
え
る
化
支
援
　
対
象
・
件
数
：
事
務
所
他
　
0
件

・
古
紙
分
別
回
収
ル
ー
ト
の
整
備
　
参
加
事
業
者
・
団
体
：
1
3
6
店
舗

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

・
よ
り
多
く
の
事
業
所
に
対
し
て
ご
み
減
量
を
働
き
か
け
ら
れ
る
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
ご
み
減

量
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
方
法
を
模
索
す
る
。

・
大
規
模
事
業
所
に
は
、
全
事
業
所
を
対
象
に
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
更
に
進
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、

書
面
で
の
啓
発
等
を
行
う
。

・
中
小
事
業
所
に
は
、
大
規
模
事
業
所
で
の
経
験
を
ベ
ー
ス
に
、
具
体
的
な
ご
み
減
量
方
法
と
そ
の
効

果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
す
る
。

・
事
業
系
廃
棄
物
減
量
計
画
書
・
処
理
実
績
報
告
書
　
提
出
件
数
：
4
,
2
9
5
件
（
提
出
割
合
：
9
3
.
1
％
）

・
大
規
模
事
業
所
へ
の
見
え
る
化
支
援
　
対
象
・
件
数
：
事
務
所
他
　
0
件

・
古
紙
分
別
回
収
ル
ー
ト
の
整
備
　
参
加
事
業
者
・
団
体
：
1
3
1
店
舗

・
事
業
系
廃
棄
物
減
量
計
画
書
・
処
理
実
績
報
告
書
　
提
出
件
数
：
4
,
2
4
2
件
（
提
出
割
合
：
9
2
.
4
％
）

・
大
規
模
事
業
所
へ
の
見
え
る
化
支
援
　
対
象
・
件
数
：
事
務
所
他
　
0
件

・
古
紙
分
別
回
収
ル
ー
ト
の
整
備
　
参
加
事
業
者
・
団
体
：
1
2
3
店
舗

・
　
テ
ナ
ン
ト
に
入
っ
て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
は
、
よ
り
啓
発
・
指
導
を
強
化
す
べ
き
。
テ
ナ
ン
ト
が
代
わ
り
に
ご
み

　
処
理
を
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
分
別
が
雑
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
。

・
　
紙
ご
み
に
つ
い
て
自
己
搬
入
を
禁
止
す
る
な
ど
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

・
　
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ご
み
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
周
知
啓
発
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
特
に
都
心
部
の
事
務
所
の
入
っ
て
い

　
る
ビ
ル
か
ら
出
る
紙
の
ご
み
に
つ
い
て
、
少
し
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
量
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

・
　
資
料
の
電
子
化
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
事
業
所
で
の
紙
の
使
用
量
を
減
ら
せ
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

・
　
紙
の
使
用
量
削
減
を
事
業
所
に
示
す
に
あ
た
り
、
市
役
所
自
ら
が
率
先
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

・
事
業
系
廃
棄
物
減
量
計
画
書
・
処
理
実
績
報
告
書
　
提
出
件
数
：
3
,
9
6
4
件
（
提
出
割
合
：
9
7
.
9
％
）

・
大
規
模
事
業
所
へ
の
見
え
る
化
支
援
　
対
象
・
件
数
：
事
務
所
他
　
0
件

・
古
紙
分
別
回
収
ル
ー
ト
の
整
備
　
参
加
事
業
者
・
団
体
：
1
2
7
店
舗
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【
事
業
の
概
要
】

N
o
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7

事
業
名

事
業
廃
棄
物
対
策
費
（
事
業
系
生
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
）

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

事
業
系
生
ご
み
の
処
理
量

目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

－

所
管
課

事
業
廃
棄
物
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
３

事
業
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

　
　
　
施
策
：
中

３
－
１

事
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
取
組
の
促
進

　
　
　
　
施
策
：
小

(
3
)

飲
食
店
等
と
連
携
し
た
食
品
ロ
ス
削
減
の
推
進

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

　
　

　
　

　
事
業
費

全
2
4
,
9
4
5
千
円

内
(
7
0
3
)
千
円

　

Ｒ
４

　
　

　
　

　
事
業
費

全
2
9
,
1
3
7
千
円

内
(
2
,
0
4
4
)
千
円

　

Ｒ
５

　
　
　

　
　

　
事
業
費

全
2
7
,
9
8
9
千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
1
,
9
8
1
)
千
円

　

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

　
　
　

　
　

　
事
業
費

全
2
9
,
7
2
5
千
円

内
(
1
,
6
8
4
)
千
円

　

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

事
業
所
か
ら
出
る
生
ご
み
に
つ
い
て
、
各
事
業
所
・
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
分
別
収
集
と
リ
サ
イ
ク
ル
処

理
へ
誘
導
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
を
通
じ
た
食
品
ロ
ス
削
減
の
具
体
的
な
行
動
に
つ
な
が
る
啓
発
を
行

う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

本
事
業
に
よ
り
、
事
業
者
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご

み
が
減
る
と
と
も
に
、
排
出
さ
れ
た
生
ご
み
も
一

部
が
飼
料
・
肥
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ご
み
排
出
量
・
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
に

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

事
業
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、
そ
の
３
割
を
占
め
る
生
ご
み
に
つ
い
て
、
リ
サ
イ

ク
ル
処
理
へ
の
誘
導
に
よ
る
ご
み
減
量
化
と
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
組
の
推
進
に
よ
る
ご
み
発
生
抑
制
を

図
る
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5％

以
上
　
▲
：
5
0％

以
上
　
×
：
5
0％

未
満
　
－
：
他

・
計
画
の
基
準
年
で
あ
る
平
成
2
8
年
度
か
ら
令
和
5
年
度
ま
で
の
事
業
系
生
ご
み
量
は
、
約
3
～
5
万
ト
ン
で
推
移
し

て
お
り
、
令
和
6
年
度
は
約
3
.
9
万
ト
ン
と
な
っ
た
。

【
事
業
系
生
ご
み
量
】
R
3
：
3
9
,
6
1
1
t
、
R
4
：
3
4
,
1
2
3
t
、
R
5
：
3
6
,
4
8
1
t
、
R
6
：
3
9
,
7
4
8
ｔ

・
令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
組
状
況
調
査
で
は
、
回
答
事
業
者
の
７
割
以
上
が
何
ら
か
の
食
品

ロ
ス
対
策
を
実
施
し
て
い
た
。
ま
た
、
取
組
方
法
の
例
示
を
求
め
る
声
が
多
く
あ
っ
た
た
め
、
令
和
３
年
度
に
は
食

品
ロ
ス
削
減
策
の
事
例
集
を
公
表
し
た
。

・
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
の
協
力
店
舗
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
事
業
者
の
意
識
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

・
学
校
給
食
フ
ー
ド
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
は
、
回
収
し
た
生
ご
み
で
で
き
た
堆
肥
の
活
用
校
も
増
え
て
お
り
、
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
生
ご
み
減
量
の
啓
発
も
効
果
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
（
平
成
2
8
年
1
7
8
校
⇒
令
和
6
年
2
0
3

校
）

・
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
お
り
、
分
別
に
手
間
が
か
か
り
、
処
理

費
用
の
軽
減
度
が
低
い
こ
と
等
か
ら
、
処
理
拡
大
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

・
食
品
ロ
ス
削
減
の
啓
発
と
と
も
に
、
事
業
者
の
取
組
も
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
生
ご
み
量
の
発
生
抑
制

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
食
品
ロ
ス
削
減
取
組
に
対
す
る
市
民
の
認
知
度
が
低
い
こ
と

や
、
食
中
毒
の
懸
念
等
か
ら
持
ち
帰
り
に
抵
抗
感
を
持
つ
飲
食
店
も
あ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

3
-
1
-
(
1
)
、
4
-
4
-
(
2
)

①
市
内
飲
食
店
に
お
け
る
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
の
試
行
導
入
（
4
6
店
舗
、
2
,
1
1
0
個
）

②
外
食
時
に
直
接
食
べ
き
り
を
啓
発
す
る
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
を
配
布
（
5
5
店
舗
、
1
0
2
,
1
5
0
個
）

③
学
校
給
食
フ
ー
ド
リ
サ
イ
ク
ル
：
2
9
7
校
、
2
,
2
0
0
ト
ン
の
生
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
啓
発

④
各
業
種
別
の
食
品
ロ
ス
削
減
策
を
事
例
集
と
し
て
ま
と
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

・
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
は
、
引
き
続
き
民
間
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
へ
誘
導
し
、
飼
・
肥
料
へ
の
再
生
処

理
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
増
強
更
新
（
6
8
t
/
日
⇒
1
0
0
t
/
日
）
に
合
わ
せ
、
関

係
す
る
事
業
者
と
連
携
し
て
処
理
拡
大
を
図
る
。

・
事
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
消
費
者
で
あ
る
市
民
と
事
業
者
双
方
の
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
意

識
の
醸
成
を
図
る
。
引
き
続
き
、
食
品
衛
生
協
会
を
通
じ
て
、
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
や
本
市
の
食
品
ロ
ス
削
減
取
組

に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
飲
食
店
に
配
布
し
、
周
知
拡
大
を
図
る
。

・
引
き
続
き
、
飲
食
店
で
の
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
の
試
行
導
入
を
行
う
。
ま
た
、
協
力
店
舗
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す

る
な
ど
、
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
利
用
拡
大
を
図
る
。

①
市
内
飲
食
店
に
お
け
る
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
の
試
行
導
入
（
3
0店

舗
、
1
,2
35
個
）

②
外
食
時
に
直
接
食
べ
き
り
を
啓
発
す
る
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
を
配
布
（
2
8店

舗
、
2
0,
80
0個

）
③
賞
味
期
限
の
近
い
商
品
の
積
極
的
購
入
を
街
頭
放
映
に
よ
り
啓
発

④
学
校
給
食
フ
ー
ド
リ
サ
イ
ク
ル
：
2
96
校
、
2,
24
0ト

ン
の
生
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
啓
発

⑤
食
品
衛
生
協
会
を
通
じ
て
、
市
内
飲
食
店
に
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
や
本
市
の
食
品
ロ
ス
削
減
取
組
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
（
9
,0
00
枚
）

①
市
内
飲
食
店
に
お
け
る
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
の
試
行
導
入
（
3
7
店
舗
、
2
,
7
0
5
個
）

②
会
食
等
で
の
食
べ
き
り
を
促
す
「
2
5
1
0
ス
マ
イ
ル
宴
」
の
実
施
や
、
賞
味
期
限
の
近
い
商
品
の
積
極
的

購
入
を
街
頭
放
映
に
よ
り
啓
発

③
学
校
給
食
フ
ー
ド
リ
サ
イ
ク
ル
：
2
9
5
校
、
2
,
1
9
4
ト
ン
の
生
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
啓
発

・
　
食
品
廃
棄
物
の
再
生
利
用
の
優
先
順
位
は
、
飼
料
化
、
た
い
肥
化
あ
る
い
は
メ
タ
ン
発
酵
、
焼
却
と
続
く
。
栄
養
素

　
の
循
環
や
窒
素
・
リ
ン
の
循
環
が
農
業
安
保
上
求
め
ら
れ
て
お
り
、
注
力
す
べ
き
。

・
　
企
業
向
け
の
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
補
助
な
ど
、
市
が
ご
み
と
し
て
処
理
す
る
量
を
減
ら
す
方
法
も
あ
る
と
思
う
。

①
市
内
飲
食
店
に
お
け
る
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
の
試
行
導
入
（
2
2
店
舗
、
7
3
0
個
）

②
食
べ
き
り
を
呼
び
か
け
る
文
言
の
入
っ
た
ポ
ケ
ッ
ト
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
市
内
飲
食
店
で
5
0
0
個
、
飲
食
出
店

の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
会
場
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ク
リ
ス
マ
ス
市
）
で
1
,
0
0
0
個
配
布

③
会
食
等
で
の
食
べ
き
り
を
促
す
「
2
5
1
0
ス
マ
イ
ル
宴
」
の
実
施
や
、
賞
味
期
限
の
近
い
商
品
の
積
極
的
購
入
を
街

頭
放
映
に
よ
り
啓
発

④
学
校
給
食
フ
ー
ド
リ
サ
イ
ク
ル
：
2
9
4
校
、
2
,
1
6
8
ト
ン
の
生
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
啓
発
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３
　
そ
の
他
の
事
業

【
事
業
の
概
要
】

№
8

事
業
名

ご
み
減
量
推
進
費
（
市
民
・
事
業
者
・
団
体
と
の
取
組
）
　
※
旧
２
Ｒ
推
進
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

生
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
世
帯
の
割
合

目
標

9
5
%

指
標
２

目
標

達
成
状
況

－

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

家
庭
か
ら
出
る
食
品
ロ
ス
量

対
応
施
策
：
大

施
策
１

　
　
　
施
策
：
中

１
－
１

ご
み
発
生
・
排
出
抑
制
の
た
め
の
行
動
の
実
践

　
　
　
　
施
策
：
小

(
3
)

市
民
・
事
業
者
・
関
係
団
体
と
の
協
働
に
よ
る
ご
み
発
生
・
排
出
抑
制
の
推
進

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

　
　

　
　

　
事
業
費

全
2
7
,
1
9
4
千
円

内
(
3
,
6
0
0
)
千
円

　

Ｒ
４

　
　

　
　

　
事
業
費

全
2
8
,
3
1
6
千
円

内
(
3
,
6
0
0
)
千
円

　

Ｒ
５

　
　

　
　

　
事
業
費

全
1
5
,
8
8
6
千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
3
,
6
0
0
)
千
円

　

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

　
　
　

　
　

　
事
業
費

全
1
6
,
4
0
6
千
円

内
(
3
,
6
0
0
)
千
円

　

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

ご
み
の

減
量
を
進

め
る
上
で

特
に
重
要

な
リ
デ

ュ
ー
ス
と

リ
ユ
ー
ス

の
推
進
を

行
う
。

①
ご
み

減
量
実
践

活
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

へ
の
負

担
金
　
　

②
資
源
回

収
ボ
ッ
ク

ス
設
置

助
成

金
　
　

　
　
　

③
古
着

拠
点
回
収

の
周
知
　

④
ス
ー
パ

ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
事

業
者
・
市

民
団
体
と

連
携
し

た
レ
ジ
袋

削
減
　
　

　
　
　
　

　
　
　

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

生
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い

る
世
帯
の
割
合
は
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
事
業
が
ご
み
の
排
出
量
や
生
ご
み
の

減
量
に
一
定
程
度
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
る
。

２
R
に
係

る
普
及
啓

発
事
業

を
行
い
、

市
民
の
ご

み
減
量
行

動
促
進

を
図
る
。

事
業
の
指

標
家
庭
か

ら
出
る
生

ご
み
の
減

量
（
平
成

28
年
度

比
）

1
万
ｔ
以

上

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
75
％
以
上
　
▲
：
50
％
以
上
　
×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

・
ご
み
減
量
実
践
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
：
市
民
、
事
業
者
と
協
力
し
、
ス
リ
ム
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
ロ

ビ
ー
展
の
実
施
な
ど
を
行
い
、
多
く
の
市
民
の
参
加
が
あ
っ
た
。

・
古
着
回
収
：
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・
清
掃
事
務
所
等
の
ほ
か
、
札
幌
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
協
同
組
合

の
協
力
に
よ
り
、
市
内
に
多
く
の
拠
点
を
設
置
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
令
和
2
年
5
月
か
ら
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
で
の
回
収
は
停
止
。

・
レ
ジ
袋
削
減
：
協
定
を
締
結
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
マ
イ
バ
ッ
グ
等
持
参
率
に
い
て
、

R4
は

85
%
、
R5
は
8
4
%
、
R
6
は
8
5
％
と
全
国
平
均
（
R
6
：
7
7
.
9
％
、
2
0
2
4
年
「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
年
次
統

計
調
査
報
告
書
」
P
9
3
）
と
比
べ
て
も
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

・
指
標
１
は
、
R
3
は
9
3
.
0
％
、
R
4
は
9
3
.
1
％
、
R
5
は
9
4
.
8
％
、
R
6
は
9
4
.
8
％
と
高
い
割
合
を
維
持
し
て
お

り
、
指
標
２
に
つ
い
て
も
、
本
事
業
だ
け
の
目
標
で
は
な
い
が
、
計
画
の
基
準
年
度
で
あ
る
H
2
8
の

9
5
,
7
5
6
ト
ン
か
ら
R
6
で

85
,
6
4
1
ト
ン
と
減
少
傾
向
に
あ
り
、
本
事
業
の
効
果
は
出
て
い
る
と
考
え
る
。

※
指
標
１
は
「
指
標
達
成
度
調
査
業
務
（
事
業
の
効
果
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
）
報
告
書
」
よ
り

２
R
を
推
進

す
る
た

め
の
し
く

み
づ
く
り

・
ご
み
減
量
実
践
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
：
団
体
設
立
当
初
（
H
1
7
設
立
）

の
ご
み
減

量
施
策
は

リ
サ
イ
ク

ル
（
再
生
利
用
）
中
心
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
よ
り
環
境
負
荷
の
少
な
い
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）
、

リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）
へ
シ
フ
ト
し
、
さ
ら
に
S
D
G
ｓ
の
視
点
も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
状
に

合
っ
た
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

・
古
着
回
収
：
コ
ロ
ナ
前
ま
で
は
市
内
多
く
の
拠
点
で
回
収
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
令
和
2
年

5
月
か
ら
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
で
の
回
収
が
停
止
し
、
回
収
可
能
な
拠
点
が
減
少
。

・
レ
ジ
袋
削
減
に
つ
い
て
は
、
協
定
を
締
結
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
持
参
率
は
高
い
水
準
を

維
持
し
て
お
り
、
協
定
の
効
果
が
出
て
い
る
。
更
な
る
ご
み
の
減
量
を
進
め
る
た
め
、
今
後
は
そ
の
他
の

取
組
に
つ
い
て
も
、
事
業
者
・
団
体
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

1-
1
-
⑴

、
1-
2
-
⑴

、
⑵
　
1
-
3
-
⑴
、
⑵
　
2
-
1
-
⑴
、
⑵
　
4
-
3
-
⑴

①
子
ど
も
向
け
環
境

教
育
出
張
講
座
を

４
回
実
施
し
、

10
6人

の
参
加
。
ス
リ
ム
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
し
、

25
人
の
参
加
。
簡
易
包

装
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
商

品
を
市
役
所
ロ
ビ
ー

展
示
で
紹
介
。
「

制
服
リ
ユ
ー
ス

活
動
」
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
周
知
。

②
資
源
回
収
ボ
ッ
ク

ス
は
助
成
実
績
な

し
。

③
古
着
回
収
量

18
.1
ｔ
。
子
ど
も
服
等
の

寄
付
を
受
け
る
「

福
服
ギ
フ
ト
」
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
。

④
マ
イ
バ
ッ
グ
等
持

参
率
:
86
%、

レ
ジ
袋
削
減
量
（
枚
数
）

:1
1
3,
12
6,
11
8
枚

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事

業
目
標
の
設
置
）

・
ご
み
減
量
実
践
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
：
令
和
4
年
に
新
設
し
た
、
ご
み
減
量
活
動
に
取
り
組
む
団
体
・

事
業
者
を
対
象
と
し
て
い
る
「
さ
っ
ぽ
ろ
ス
リ
ム
ネ
ッ
ト
３
Ｒ
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
登
録
団
体
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
積
極
的
に
新
た
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

・
古
着
回
収
：
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
で
の
回
収
再
開
の
可
否
に
つ
い
て
適
宜
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

回
収
拠
点
が
減
少
し
た
際
の
代
替
案
と
し
て
、
民
間
事
業
者
が
独
自
で
行
う
古
着
回
収
の
取
組
に
つ
い

て
、
本
市
媒
体
で
周
知
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

・
レ
ジ
袋
以
外
の
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
や
食
品
ロ
ス
な
ど
の
リ
デ
ュ
ー
ス
や
リ
ユ
ー
ス
に
つ
い

て
も
、
事
業
者
・
団
体
と
連
携
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

①
子
ど
も
向
け
環
境

教
育
出
張
講
座
を

５
回
実
施
し
、

18
3人

の
参
加
。
ス
リ
ム
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
し
、

44
人
の
参
加
。
簡
易
包

装
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
商

品
を
市
役
所
ロ
ビ
ー

展
示
で
紹
介
。
「

制
服
リ
ユ
ー
ス

活
動
」
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
周
知
。

②
資
源
回
収
ボ
ッ
ク

ス
は
助
成
実
績
な

し
。

③
古
着
回
収
量

80
.3
ｔ
。
子
ど
も
服
等
の

寄
付
を
受
け
る
「

福
服
ギ
フ
ト
」
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
。

④
マ
イ
バ
ッ
グ
等
持

参
率
:
85
%、

レ
ジ
袋
削
減
量
（
枚
数
）

:1
1
2,
19
6,
73
9
枚

①
子
ど
も
向
け
環
境

教
育
出
張
講
座
を

10
回
実
施
し
、

30
0人

の
参
加
。
ス
リ
ム
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
し
、

47
人
の
参
加
。
簡
易
包

装
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
商

品
を
市
役
所
ロ
ビ
ー

展
示
で
紹
介
。
「

制
服
リ
ユ
ー
ス

活
動
」
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
周
知
。
衣

類
の
リ
ペ
ア
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
。

②
資
源
回
収
ボ
ッ
ク

ス
は
助
成
実
績
な

し
。

③
古
着
回
収
量

83
.4
ｔ
。
子
ど
も
服
等
の

寄
付
を
受
け
る
「

福
服
ギ
フ
ト
」
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
。

④
マ
イ
バ
ッ
グ
等
持

参
率
:
84
%、

レ
ジ
袋
削
減
量
（
枚
数
）

:1
0
6,
12
0,
39
0
枚

・
　
啓
発
す
る
際
に
は
、
企
業
・
大
学
な
ど
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
置
き
、
従
業
員
・
学
生
等
に
拡
散
さ
せ
る
方
法
も
あ
る
。

・
　
何
か
を
市
民
に
伝
え
る
場
合
、
行
政
か
ら
市
民
に
伝
え
る
よ
り
市
民
か
ら
市
民
に
伝
え
る
方
法
が
伝
わ
り
や
す
い
の
で

　
は
。

①
子
ど
も
向
け
環
境

教
育
出
張
講
座
を

７
回
実
施
し
、

17
9人

の
参
加
。
ス
リ
ム
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
し
、

48
人
の
参
加
。
簡
易
包

装
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
商

品
を
市
役
所
ロ
ビ
ー

展
示
で
紹
介
。
「

制
服
リ
ユ
ー
ス

活
動
」
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
周
知
。

②
資
源
回
収
ボ
ッ
ク

ス
は
助
成
実
績
な

し
。

③
古
着
回
収
量

86
.6
ｔ
。
子
ど
も
服
等
の

寄
付
を
受
け
る
「

福
服
ギ
フ
ト
」
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
。

④
マ
イ
バ
ッ
グ
等
持

参
率
:
85
%、

レ
ジ
袋
削
減
量
（
枚
数
）

:9
8
,3
85
,1
70
枚
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【
事
業
の
概
要
】

№
9

事
業
名

ご
み
減
量
推
進
費
（
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
の
リ
ユ
ー
ス
）
　
※
旧
２
Ｒ
推
進
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量

目
標

指
標
２

目
標

達
成
状
況

－

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

－

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
１

　
　
　
施
策
：
中

１
－
３

リ
ユ
ー
ス
機
会
の
提
供

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

リ
ユ
ー
ス
の
促
進
に
向
け
た
取
組

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
-

千
円

内
-

千
円

令
和
２
年
で
事
業
終
了
。

Ｒ
４

事
業
費

全
-

千
円

内
-

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
-

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
-

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
-

千
円

内
-

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

ご
み
の
減
量
を
進
め
る
上
で
特
に

重
要
な
リ
デ
ュ
ー
ス
と
リ
ユ
ー
ス

の
推
進
を
行
う
。

・
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
の
リ
ユ
ー

ス
促
進

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

H
3
0
年
度
は
2
5
5
.
3
4
 
k
g
お
も
ち
ゃ
を
回
収
し
、
リ

ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
提
供
や
中
島

公
園
で
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
提
供
す
る

こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
に
貢
献
し
た
。

リ
ユ
ー
ス
の
啓
発
に
つ
い
て
、
数
値
で
は
示
せ
な

い
が
、
廃
棄
ご
み
量
の
削
減
に
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

２
Rに

係
る
普
及
啓
発
事
業
を
行
い
、
市
民
の
ご
み
減
量
行
動
促
進
を
図
る
。

事
業
の
指

標

1
人
一
日
あ
た
り

3
40
ｇ
以
下

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

H
3
0
年
度
に
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
市
立
幼
稚
園
９
園
、
市
立
保
育
園
３
園
、
保
健
セ
ン
タ
ー
１
カ
所
、

児
童
会
館
８
館
、
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
の
合
計
２
２
カ
所
で
、
１
か
月
間
お
も
ち
ゃ
（
ぬ
い
ぐ
る
み
、
知

育
玩
具
、
楽
器
、
ミ
ニ
カ
ー
、
T
V
ゲ
ー
ム
な
ど
）
の
無
料
回
収
を
実
施
。
計
2
5
5
.
3
4
 
k
g
回
収
し
、
リ

ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
提
供
や
中
島
公
園
で
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
提
供
し
た
。

２
R
を
推
進

す
る
た
め

の
し
く
み

づ
く
り

お
も
ち
ゃ
の
無
料
回
収
は
、
リ
ユ
ー
ス
促
進
の
点
か
ら
、
啓
発
効
果
は
一
定
程
度
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
恒
常
的
な
事
業
と
し
て
い
く
に
は
次
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
。

・
H
3
0
年
度
実
施
時
事
故
の
発
生
は
無
か
っ
た
が
、
ボ
ッ
ク
ス
投
函
に
よ
る
回
収
方
法
を
採
用
し
た
た

め
、
電
池
か
ら
の
発
火
の
危
険
等
の
安
全
面
の
問
題
が
あ
り
、
品
質
管
理
の
点
か
ら
検
品
可
能
な
対
面

回
収
が
求
め
ら
れ
る
が
、
ボ
ッ
ク
ス
設
置
施
設
側
の
更
な
る
協
力
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
直

営
で
の
検
品
は
困
難
。

・
啓
発
を
推
し
進
め
リ
ユ
ー
ス
品
の
量
を
確
保
・
維
持
し
て
い
く
に
は
、
回
収
・
提
供
と
も
に
全
市
的

に
事
業
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
状
の
直
営
方
式
で
は
マ
ン
パ
ワ
ー
的
に
困
難
。

1-
1
⑴

、
⑶
　
4
-
3
-
⑴

(令
和
２
年
で
事
業
終
了
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

(令
和
２
年
で
事
業
終
了
)

(令
和
２
年
で
事
業
終
了
)

(令
和
２
年
で
事
業
終
了
)
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【
事
業
の
概
要
】

№
1
0

事
業
名

清
掃
計
画
費
　
（
要
望
活
動
）

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

―
目
標

－

指
標
２

―
目
標

－
達
成
状
況

－

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

－

・
要
望
は
実
現
し
て
い
な
い
。

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
１

　
　
　
施
策
：
中

１
－
４

国
や
製
造
・
販
売
業
界
へ
の
働
き
か
け

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

1
-
4
-
(
2
)

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
2
5
,
6
6
8

千
円

内
(
0
)

千
円

他
都
市
と
協
力
し
な
が
ら
、
継
続
し
て
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

Ｒ
４

事
業
費

全
2
9
,
9
7
8

千
円

内
(
0
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
2
4
,
4
2
6

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
0
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
2
4
,
1
5
5

千
円

内
(
0
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

全
国
都
市
清
掃
会
議
、
大
都
市
清

掃
事
業
協
議
会
を
通
じ
て
、
循
環

型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
や
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
排
出
禁
止
物

に
関
す
る
事
業
等
に
関
し
て
、
国

へ
の
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
拡
大
生
産
者
責
任
の
原
則
に
基
づ

き
、
市
町
村
と
事
業
者
の
費
用
負

担
及
び
役
割
分
担
に
つ
い
て
明
確

に
す
る
こ
と
や
、
事
業
者
責
任
の
強

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

２
R
を
推
進

す
る
た
め

の
し
く
み

づ
く
り

拡
大

生
産
者
責

任
（
E
PR
）
の
徹

底

・
成
果
が
出
て
い
な
い
状
況
だ
が
、
国
や
事
業
者
等
が
一
体
と
な
り
制
度
設
計
す
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
簡
単
に
成
果
が
で
な
い
の
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
。

・
引
き
続
き
継
続
し
て
要
望
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

国
へ
要
望
し
た
主
な
内
容

・
循
環

型
社
会

形
成
推

進
交
付

金
等

の
財
政
措

置
に
つ

い
て

・
容
プ
ラ
の
事
業
者
責
任
の
拡
大

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
お
け
る

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
前
払
い
制
度

や
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
品
目
の
拡
大

・
適
正
処
理
困
難
物
の
指
定
の
拡

大
や
事
業
者
に
よ
る
自
主
回
収
の

推
進

・
プ
ラ
資
源
循
環
促
進
法
に
係
る

拡
大
生
産
者
責
任
の
促
進

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事

業
目
標
の
設
置
）

国
へ
要
望
し
た
主
な
内
容

・
循
環

型
社
会

形
成
推

進
交
付

金
等

の
財
政
措

置
に
つ

い
て

・
容
プ
ラ
の
事
業
者
責
任
の
拡
大

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
お
け
る

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
前
払
い
制
度

や
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
品
目
の
拡
大

・
適
正
処
理
困
難
物
の
指
定
の
拡

大
や
事
業
者
に
よ
る
自
主
回
収
の

推
進

・
プ
ラ
資
源
循
環
促
進
法
に
係
る

拡
大
生
産
者
責
任
の
促
進

国
へ
要
望
し
た
主
な
内
容

・
循
環

型
社
会

形
成
推

進
交
付

金
等

の
財
政
措

置
に
つ

い
て

・
容
プ
ラ
の
事
業
者
責
任
の
拡
大

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
お
け
る

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
前
払
い
制
度

や
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
品
目
の
拡
大

・
適
正
処
理
困
難
物
の
指
定
の
拡

大
や
事
業
者
に
よ
る
自
主
回
収
の

推
進

・
プ
ラ
資
源
循
環
促
進
法
に
係
る

拡
大
生
産
者
責
任
の
促
進

国
へ
要
望
し
た
主
な
内
容

・
循
環

型
社
会

形
成
推

進
交
付

金
等

の
財
政
措

置
に
つ

い
て

・
容
プ
ラ
の
事
業
者
責
任
の
拡
大

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
お
け
る

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
前
払
い
制
度

や
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
品
目
の
拡
大

・
適
正
処
理
困
難
物
の
指
定
の
拡

大
や
事
業
者
に
よ
る
自
主
回
収
の

推
進

・
プ
ラ
資
源
循
環
促
進
法
に
係
る

拡
大
生
産
者
責
任
の
促
進
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【
事
業
の
概
要
】

№
1
1

事
業
名

普
及
啓
発
費
（
環
境
広
場
出
展
）

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

ご
み
減
量
啓
発
イ
ベ
ン
ト
来
場
者
数

目
標

指
標
２

ご
み
減
量
啓
発
イ
ベ
ン
ト
実
施
回
数

目
標

達
成
状
況

○

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

環
境
政
策
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
４

市
民
に
対
す
る
支
援
と
普
及
啓
発

　
　
　
施
策
：
中

４
－
３

具
体
的
な
行
動
に
つ
な
げ
る
普
及
啓
発
の
実
施

　
　
　
　
施
策
：
小

(
4
)

イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

1
-
1
-
(
3
)

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
3
,
2
9
2

千
円

内
(
0
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
4
,
2
2
1

千
円

内
(
6
7
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
6
,
6
4
1

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
4
7
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
6
,
4
1
0

千
円

内
(
4
7
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

環
境
広
場
さ
っ
ぽ
ろ
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
出
展
し
、
家
庭
系
ご
み
の

減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
関

す
る
普
及
啓
発
を
行
う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

本
事
業
の
普
及
啓
発
を
通
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
来
場

者
の
行
動
変
容
に
よ
り
、
ご
み
排
出
量
や
家
庭
か

ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
に
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す

る
市
民
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
市

民
の
ご
み
減
量
行
動
を
促
進
し
、

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
量
を
減
量
す
る

。

事
業
の
指

標

2
,
0
0
0
人

1
回

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

年
1
回
開
催
さ
れ
る
環
境
広
場
に
お
い
て
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
パ
ネ
ル
展
示
や
ク
イ
ズ
、
啓
発
品
の
配
布

を
通
し
て
普
及
啓
発
を
行
っ
た
。

来
場
者
数
に
つ
い
て
は
、
R
2
・
R
3
年
度
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

イ
ベ
ン
ト
が
バ
ー
チ
ャ
ル
開
催
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
と
な
り
、
著
し
く
目
標
を
下
回
っ
て
し

ま
っ
た
。
R
4
年
度
は
3
年
ぶ
り
の
会
場
開
催
と
な
り
、
環
境
広
場
全
体
の
来
場
者
数
が
減
少
す
る
な
か
、

当
課
の
出
展
ブ
ー
ス
の
参
加
者
数
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
前
と
同
水
準
と
な
っ
た
。
R
5

年
度
は
「
G
7
札
幌
 
気
候
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
大
臣
会
合
」
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
通
常
よ
り
も

規
模
を
拡
大
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
き
く
目
標
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。
R
6
年
度
に

つ
い
て
も
、
規
模
を
拡
大
し
て
開
催
し
た
R
5
年
度
と
比
較
す
る
と
参
加
者
数
は
減
少
し
た
も
の
の
、
目

標
値
を
ほ
ぼ
達
成
し
た
。

子
ど
も
向
け
ク
イ
ズ
な
ど
、
来
場
者
の
年
齢
層
を
意
識
し
た
ブ
ー
ス
内
容
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く

の
参
加
者
を
集
め
、
効
果
的
な
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

市
民
の
ご
み
減
量
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、
ご
み
減
量
の
取
組
も
多
岐
に
渡
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に

応
じ
た
適
切
な
情
報
提
供
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

環
境
広
場
さ
っ
ぽ
ろ
（
バ
ー
チ
ャ

ル
ツ
ア
ー
）
に
て
パ
ネ
ル
・
動
画

の
展
示
や
ご
み
減
量
に
か
か
る
ク

イ
ズ
を
実
施

イ
ベ
ン
ト
実
施
回
数
1
回
、
参
加
者
数
4
9
9
人
（
重
複
を
含
む
2
ブ
ー
ス
分
の
ア
ク
セ
ス
数
）

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
を
推
進
し
、
市
民
が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
適
宜
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
内
容
・
広
報
手
法
を
見
直
し
な
が
ら
、
継
続
し
て
普
及
・
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

環
境
広
場
さ
っ
ぽ
ろ
に
て
パ
ネ
ル

等
の
展
示
や
ご
み
減
量
に
か
か
る

ク
イ
ズ
を
実
施

イ
ベ
ン
ト
実
施
回
数
1
回
、
参
加
者
数
1
,
7
0
7
人

環
境
広
場
ほ
っ
か
い
ど
う
に
て
パ

ネ
ル
等
の
展
示
や
ご
み
減
量
に
か

か
る
ク
イ
ズ
・
ゲ
ー
ム
を
実
施

イ
ベ
ン
ト
実
施
回
数
1
回
、
参
加
者
数
2
,
4
8
7
人

環
境
広
場
さ
っ
ぽ
ろ
に
て
パ
ネ
ル

等
の
展
示
や
ご
み
減
量
に
か
か
る

ク
イ
ズ
を
実
施

イ
ベ
ン
ト
実
施
回
数
1
回
、
参
加
者
数
1
,
9
9
7
人
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【
事
業
の
概
要
】

№
1
2

事
業
名

普
及
啓
発
費
（
家
庭
系
廃
食
油
資
源
化
促
進
事
業
）

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

ご
み
の
減
量
と
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
普
及
に
よ
る
資
源
の
有
効
活
用
の
促
進

指
標
１

廃
食
油
回
収
量

目
標

－

指
標
２

廃
食
油
回
収
拠
点
数

目
標

－
達
成
状
況

－

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

リ
サ
イ
ク
ル
率

対
応
施
策
：
大

施
策
２

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

　
　
　
施
策
：
中

２
－
２

資
源
回
収
の
促
進
に
向
け
た
取
組

　
　
　
　
施
策
：
小

(
2
)

回
収
拠
点
等
の
利
便
性
の
向
上

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

2
-
2
-
(
5
)

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
3
,
2
9
2

千
円

内
(
0
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
4
,
2
2
1

千
円

内
(
2
0
0
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
3
,
9
7
2

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
2
0
0
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
6
,
7
6
5

千
円

内
(
2
0
0
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

市
有
施
設
へ
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
や
市
民
へ
の
広
報
に
よ
り
廃

食
油
資
源
化
事
業
者
の
廃
食
油
回

収
を
支
援
す
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

廃
食
油
回
収
量
の
増
加
に
よ
り
、
ご
み
排
出
量
及

び
廃
棄
ご
み
量
が
減
少
し
て
い
る
。

・
H
2
8
 
 
2
0
9
,
6
8
3
.
5
Ｌ
(
1
8
8
.
7
ｔ
)

・
R
3
　
 
2
4
1
,
1
6
2
.
5
Ｌ
(
2
1
7
.
0
ｔ
)

・
R
4
　
 
1
9
2
,
1
8
1
.
5
Ｌ
(
1
7
2
.
9
ｔ
)

・
R
5
　
 
1
9
2
,
8
7
9
.
0
Ｌ
(
1
7
3
.
6
ｔ
)

・
R
6
　
 
2
0
8
,
8
4
0
.
0
Ｌ
(
1
8
8
.
0
ｔ
)

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

回
収
拠
点
数
は
増
加
し
て
お
り
、
主
要
な
ス
ー
パ
ー
や
市
有
施
設
は
回
収
拠
点
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
利
便
性
が
確

保
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
市
民
の
更
な
る
協
力
を
促
す
た
め
、
各
種
広
報
媒
体
（
ご
み
分
け
ガ
イ
ド
、
ご
み
分
別
ア
プ
リ
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
で
広
報
す
る
ほ
か
、
市
有
施
設
に
お
け
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
活
用
状
況
を
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
ご
み
収
集
車
両
で
の
B
5
軽
油
の
試
験
使
用
を
行
っ
て
き
た
が
、
燃

料
と
し
て
の
有
用
性
を
評
価
で
き
た
一
方
で
、
貯
蔵
・
給
油
施
設
の
整
備
や
危
険
物
取
扱
者
の
配
置
が
困
難
な
た
め

正
式
導
入
は
断
念
し
、
R
1
か
ら
は
環
境
局
所
管
施
設
（
山
本
処
理
場
）
の
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
と
し
て
B
1
0
重
油
の
試
験

使
用
と
検
証
を
進
め
て
い
る
（
R
4
、
R
5
に
つ
い
て
は
ボ
イ
ラ
ー
故
障
の
た
め
未
実
施
、
R
6
は
ボ
イ
ラ
ー
が
復
旧
し
た

た
め
再
開
）
。

な
お
、
民
間
事
業
者
の
回
収
量
は
、
事
業
者
か
ら
定
期
的
な
報
告
を
受
け
て
い
る
。
（
２
－
２
－
(
5
)
）

一
部
回
収
拠
点
に
て
、
よ
り
大
き
な
ボ
ト
ル
を
回
収
で
き
る
ボ
ッ
ク
ス
に
交
換
し
た
。

廃
食
油
回
収
量
は
、
本
計
画
基
準
年
（
H
2
8
）
の
回
収
量
と
比
較
し
、
R
3
ま
で
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
R
4
以

降
、
食
用
油
の
高
騰
に
よ
る
買
い
控
え
等
に
よ
り
、
基
準
年
程
度
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
ご
み
排
出
量
及
び
廃
棄

ご
み
量
の
減
量
に
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
も
の
の
、
札
幌
市
の
家
庭
か
ら
出
る
再
生
利
用
可
能
な
食
用
油
は
、

全
体
で
約
1
5
0
万
Ｌ
程
度
と
推
計
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
回
収
量
増
加
に
向
け
た
取
組
み
の
余
地
が
あ
る
。

ま
た
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
使
用
に
よ
る
機
器
故

障
に
対
し
て
は
機
器
メ
ー
カ
ー
の
保
証
対
象
外
と
な
る
こ
と
か
ら
、
活
用
拡
大
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

・
廃
食
油
回
収
量
　
2
4
1
,
1
6
2
.
5
Ｌ
(
2
1
7
.
0
ｔ
)

・
廃
食
油
回
収
拠
点
数
　

36
8
カ
所

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

更
な
る
回
収
促
進
に
向
け
た
市
民
へ
の
周
知
・
啓
発
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
「
燃
や
せ
る
ご
み
に
出
す
」
人
の
割
合

を
減
ら
し
、
廃
棄
ご
み
の
減
量
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
試
験
使
用
に
よ
る
機
器
へ
の

影
響
の
検
証
を
継
続
し
、
活
用
の
状
況
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
排
出
意
欲
を
促
し
、
事
業
者
に
利
用
に
向
け

た
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
進
め
る
。

大
き
い
サ
イ
ズ
の
ボ
ト
ル
に
対
応
し
た
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
の
交
換
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
適
宜
実
施
予
定
。

・
廃
食
油
回
収
量
　
1
9
2
,
1
8
1
.
5
Ｌ
(
1
7
2
.
9
ｔ
)

・
廃
食
油
回
収
拠
点
数
　

38
7
カ
所

・
廃
食
油
回
収
量
　
1
9
2
,
8
7
9
.
0
Ｌ
(
1
7
3
.
6
ｔ
)

・
廃
食
油
回
収
拠
点
数
　

40
6
カ
所

・
廃
食
油
回
収
量
　
2
0
8
,
8
4
0
.
0
Ｌ
(
1
8
8
.
0
ｔ
)

・
廃
食
油
回
収
拠
点
数
　

40
3
カ
所
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【
事
業
の
概
要
】

№
1
3

事
業
名

普
及
啓
発
費
（
古
紙
回
収
拠
点
関
連
）

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

古
紙
回
収
拠
点
数

目
標

-

指
標
２

古
紙
回
収
量

目
標

-
達
成
状
況

○

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
紙
の
量

対
応
施
策
：
大

施
策
２

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

　
　
　
施
策
：
中

２
－
１

分
別
・
排
出
ル
ー
ル
の
周
知
・
徹
底

　
　
　
　
施
策
：
小

(
2
)

紙
類
と
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
適
正
排
出
の
促
進

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
3
,
2
9
2

千
円

内
(
1
3
8
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
4
,
2
2
1

千
円

内
(
0
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
6
,
6
4
1

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
5
4
8
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
6
,
7
6
5

千
円

内
(
2
3
4
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

古
紙
回
収
ボ
ッ
ク
ス
や
エ
コ
ボ
ッ

ク
ス
、
古
紙
回
収
協
力
店
等
の
古

紙
回
収
拠
点
に
お
い
て
、
主
要
古

紙
（
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
）

を
回
収
し
再
資
源
化
す
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

古
紙
回
収
拠
点
に
排
出
さ
れ
た
古
紙
の
総
量
が
、

ご
み
排
出
量
の
減
量
と
な
っ
て
い
る
。

古
紙
回
収
拠
点
に
お
け
る
回
収
実
績

H
2
8
 
1
,
1
8
2
,
1
6
3
k
g
、
H
2
9
 
1
,
0
6
5
,
3
3
7
k
g
、

H
3
0
 
1
,
0
3
8
,
0
6
4
k
g
、
R
0
1
 
9
7
9
,
7
4
8
k
g
、

R
0
2
 
9
6
7
,
2
4
5
k
g
、
R
0
3
 
9
2
1
,
9
5
4
k
g
、

R
0
4
 
9
7
3
,
7
0
7
㎏
、
R
0
5
 
8
8
5
,
8
8
9
k
g

R
0
6
 
8
4
2
,
8
0
5
k
g

集
団
資
源
回
収
が
行
わ
れ
て
い
な

い
地
域
の
住
民
の
古
紙
排
出
機
会

の
創
出
や
、
市
民
の
利
便
性
向
上

の
た
め
に
、
無
料
で
古
紙
を
持
ち
込

む
こ
と
が
出
来
る
“
古
紙
回
収
拠

点
”
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

古
紙
回
収
拠
点
は
横
ば
い
で
あ
る
が
、
相
当
数
設
置
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の
利
便
性
は
十
分
確
保
さ
れ

て
い
る
と
言
え
る
。

古
紙
回
収
量
は
減
少
傾
向
だ
が
、
新
聞
の
購
読
数
減
等
を
要
因
と
し
た
古
紙
の
全
体
量
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
民
間
の
回
収
協
力
店
に
お
け
る
回
収
量
の
把
握
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

古
紙
回
収
拠
点
へ
の
古
紙
排
出
は
ご
み
排
出
量
の
減
量
に
直
接
結
び
つ
く
た
め
、
本
施
策
は
ご
み
減
量

に
有
効
で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
主
要
古
紙
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
排
出
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
市
民
の
利
便
性
確
保

の
た
め
に
も
古
紙
回
収
拠
点
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
で
あ
る
が
、
民
間
の
回
収
協
力
店
の
数

は
、
古
紙
の
保
管
場
所
や
採
算
性
等
の
問
題
も
あ
り
、
大
幅
な
増
加
の
見
通
し
は
無
い
。

一
方
、
主
要
古
紙
は
燃
や
せ
る
ご
み
や
雑
が
み
に
一
定
量
排
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
適
正

排
出
の
促
進
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
（
“
令
和
５
年
度
「
ご
み
減
量
・
資
源
化

に
対
す
る
行
動
・
意
識
等
」
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
”
に
よ
る
と
、
新
聞
・
雑
誌
を
「
雑
が
み
」
の

日
に
出
す
人
が
全
体
の
4
分
の
1
程
度
）
。

2-
2
-
(
2
)
、
2
-2
-
(5
)

回
収
量
・
拠
点
数

　
古
紙
回
収
ボ
ッ
ク
ス
・
・
・
・

・
48
8
,9
3
0
k
g　

19
箇
所

　
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
・
・
・
・
・
・

・
25
7
,1
2
7
k
g　

38
箇
所

　
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・

・
17
5
,8
9
7
k
g　

 
4
箇
所

　
そ
の
他
古
紙
回
収
協
力
店
等
・

・
・
・
・
・
・

4
95
箇
所

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

古
紙
の
適
正
排
出
を
促
す
べ
く
、
古
紙
回
収
拠
点
の
認
知
度
向
上
、
市
民
理
解
の
促
進
を
図
る
た
め
、

ご
み
分
け
ガ
イ
ド
や
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ご
み
分
別
ア
プ
リ
等
の
媒
体
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

効
果
的
な
普
及
啓
発
方
法
を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

回
収
量
・
拠
点
数

　
古
紙
回
収
ボ
ッ
ク
ス
・
・
・
・

・
49
2
,5
3
0
k
g　

19
箇
所

　
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
・
・
・
・
・
・

・
29
3
,8
1
0
k
g　

38
箇
所

　
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・

・
18
7
,3
6
7
k
g　

 
4
箇
所

　
そ
の
他
古
紙
回
収
協
力
店
等
・

・
・
・
・
・
・

4
97
箇
所

回
収
量
・
拠
点
数

　
古
紙
回
収
ボ
ッ
ク
ス
・
・
・
・

・
44
8
,3
9
0
k
g　

19
箇
所

　
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
・
・
・
・
・
・

・
23
7
,9
0
3
k
g　

39
箇
所

　
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・

・
19
9
,5
9
6
k
g　

 
4
箇
所

　
そ
の
他
古
紙
回
収
協
力
店
等
・

・
・
・
・
・
・

4
94
箇
所

・
　
マ
ン
シ
ョ
ン
に
投
函
さ
れ
る
チ
ラ
シ
が
各
家
庭
の
燃
や
せ
る
ご
み
に
入
れ
ら
れ
が
ち
だ
と
思
う
の
で
、
マ

　
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
会
社
な
ど
が
共
用
部
分
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
こ
と
を
促
す
施
策
も
考
え
ら
れ
る

・
　
集
団
資
源
回
収
は
回
収
頻
度
が
低
く
利
用
し
に
く
い
た
め
、
回
収
拠
点
に
持
ち
込
む
人
が
い
る
。
回
収
拠

　
点
が
増
え
れ
ば
い
い
と
い
う
声
も
聞
こ
え
る
。
回
収
拠
点
の
広
報
に
も
っ
と
力
を
入
れ
て
い
い
と
思
う
。

・
　
町
内
会
未
加
入
の
方
や
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
集
団
資
源
回
収
体
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
な
ど
、
個
々
で
集
団

　
資
源
回
収
を
利
用
し
づ
ら
い
場
合
の
方
法
と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
と
連
携
し
回
収
拠
点
と
す
る
と
い
い
。

・
　
古
紙
を
車
な
ど
で
自
分
で
運
べ
る
間
は
い
い
が
、
高
齢
な
ど
で
自
分
で
回
収
拠
点
に
行
け
な
く
な
っ
た
と

　
き
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
が
出
て
く
る
と
思
う
。

回
収
量
・
拠
点
数

　
古
紙
回
収
ボ
ッ
ク
ス
・
・
・
・

・
42
6
,9
2
0
k
g　

19
箇
所

　
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
・
・
・
・
・
・

・
24
3
,4
1
0
k
g　

39
箇
所

　
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・

・
17
2
,4
7
5
k
g　

 
4
箇
所

　
そ
の
他
古
紙
回
収
協
力
店
等
・

・
・
・
・
・
・

4
94
箇
所

54



【
事
業
の
概
要
】

№
1
4

事
業
名

集
団
資
源
回
収
奨
励
費
（
周
知
関
係
）

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

集
団
資
源
回
収
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
情
報
提
供
環
境
を
整
備
す
る
。

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

回
収
量

目
標

4
2
,
1
0
9
t

指
標
２

支
給
団
体
数

目
標

達
成
状
況

▲

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

業
務
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

燃
や
せ
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
紙
の
量

対
応
施
策
：
大

施
策
２

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

　
　
　
施
策
：
中

２
－
２

資
源
回
収
の
促
進
に
向
け
た
取
組

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

集
団
資
源
回
収
の
更
な
る
促
進

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
1
7
2
,
8
9
2

千
円

内
(
0
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
1
5
8
,
5
8
9

千
円

内
(
0
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
1
7
3
,
6
7
4

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
0
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
1
6
9
,
2
5
8

千
円

内
(
0
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

集
団
資
源
回
収
に
出
す
こ
と
で
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
排
出
が
減
少
す
る
た
め
、
市
の
ご
み

排
出
量
減
に
つ
な
が
る
。

H
2
8
年
5
4
,
1
0
2
t
、
H
2
9
年
5
1
,
9
9
0
t
、

H
3
0
年
4
8
,
5
8
7
t
、
R
0
1
年
4
5
,
3
9
0
t
、

R
0
2
年
4
1
,
2
5
5
t
、
R
0
3
年
3
9
,
7
6
0
t
、

R
0
4
年
3
7
,
7
2
6
t
、
R
0
5
年
3
4
,
4
1
9
t
、

R
0
6
年
3
1
,
5
1
0
t

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
排
出
さ
れ

て
い
る
資
源
物
を
集
団
資
源
回
収

に
排
出
す
る
よ
う
促
し
、
更
な
る

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
を
図
る
。

事
業
の
指

標
4
,
3
3
8
団
体

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

町
内
会
へ
の
未
加
入
者
が
多
く
、
集
団
資
源
回
収
の
情
報
が
行
き
届
き
づ
ら
い
共
同
住
宅
入
居
者
や
、

市
の
ご
み
出
し
ル
ー
ル
に
不
案
内
な
市
外
転
入
者
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
啓
発
の
実
施
や
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ア
プ
リ
の
改
修
に
よ
り
、
集
団
資
源
回
収
を
利
用
す
る
市
民
が
情
報
を
取
得
し
や
す
い
環

境
を
整
備
し
た
。

集
団
資
源
回
収
は
ご
み
排
出
量
の
減
少
に
直
結
す
る
た
め
、
ご
み
減
量
目
標
を
達
成
す
る
た
め
重
要
な

取
組
で
あ
る
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
周
知
啓
発
や
、
情
報
を
取
得
し
や
す
い
環
境
の
整
備
は
、
集
団
資
源
回
収
の
促

進
に
向
け
て
は
不
可
欠
な
取
組
で
あ
る
。

“
令
和
５
年
度
「
ご
み
減
量
・
資
源
化
に
対
す
る
行
動
・
意
識
等
」
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
”
に
よ

る
と
、
地
域
で
回
収
が
行
わ
れ
て
い
る
が
利
用
し
て
い
な
い
人
（
1
8
.
2
％
）
や
、
そ
も
そ
も
回
収
が
行

わ
れ
て
い
る
か
把
握
し
て
い
な
い
人
（
2
6
.
3
％
）
が
い
る
た
め
、
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
の
利
用
を
促
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
清
掃
事
務
所
に
よ

る
町
内
会
と
共
同
住
宅
入
居
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
実
施

　
（
実
施
町
内
会
数

：
1
2団

体
）
　
　
　
　
　
　
　

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事

業
目
標
の
設
置
）

利
用
し
て
い
な
い
市
民
、
回
収
が
行
わ
れ
て
い
る
か
把
握
し
て
い
な
い
市
民
が
一
定
数
い
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
周
知
啓
発
や
、
清
掃
事
務
所
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
を

行
い
、
集
団
資
源
回
収
の
浸
透
を
図
っ
て
い
く
。

・
清
掃
事
務
所
に
よ
る
町
内
会
と

共
同
住
宅
入
居
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
を
実
施

　
（
実
施
町
内
会
数
：

1団
体
）
　
　
　
　
　
　
　

・
清
掃
事
務
所
に
よ
る
町
内
会
と

共
同
住
宅
入
居
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
を
実
施

　
（
実
施
町
内
会
数
：

4団
体
）
　
　
　
　
　
　
　

・
清
掃
事
務
所
に
よ
る
町
内
会
と

共
同
住
宅
入
居
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
を
実
施

　
（
実
施
町
内
会
数
：

5団
体
）
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【
事
業
の
概
要
】

№
1
5

事
業
名

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
運
営
管
理
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

来
館
者
数
（
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
）

目
標

指
標
２

リ
ユ
ー
ス
家
具
等
の
販
売
数
、
教
室
イ
ベ
ン
ト
等
の
参
加
者
数

目
標

達
成
状
況

○

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

リ
サ
イ
ク
ル
率

対
応
施
策
：
大

施
策
４

市
民
に
対
す
る
支
援
と
普
及
啓
発

　
　
　
施
策
：
中

４
－
３

具
体
的
な
行
動
に
つ
な
げ
る
普
及
啓
発
の
実
施

　
　
　
　
施
策
：
小

(
3
)

普
及
啓
発
施
設
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
9
3
,
8
2
8

千
円

内
(
9
3
,
8
2
8
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
9
6
,
6
9
4

千
円

内
(
9
6
,
6
9
4
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
1
0
1
,
6
9
2

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
1
0
1
,
6
9
2
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
1
0
0
,
7
0
5

千
円

内
(
1
0
0
,
7
0
5
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
宮
の
沢
、
発

寒
工
房
・
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
で
、

①
リ
ユ
ー
ス
家
具
等
の
清
掃
・
整

備
・
保
管
・
展
示
提
供
②
教
室
・

講
座
・
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
る
普
及

啓
発
を
行
う
。

地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
、

新
聞
・
雑
誌
や
古
着
な
ど
、
2
2
品
目
の
資
源
物
等
を
持
ち
込
め
る
回
収

拠
点
の
運
営
を
行
う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

本
事
業
の
普
及
啓
発
を
通
し
て
、
来
館
者
や
イ
ベ

ン
ト
等
の
参
加
者
の
行
動
変
容
に
よ
り
、
ご
み
排

出
量
や
家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
に
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

市
民
が
廃
棄
物
の
減
量
及
び
資
源

の
有
効
活
用
に
関
す
る
知
識
と
理

解
を
深
め
、
自
主
的
に
活
動
す
る

こ
と
に
よ
り
、
家
庭
か
ら
出
る
廃
棄

ご
み
量
を
減
量
す
る
。

事
業
の
指

標

1
0
0
,
0
0
0
人

3
,
7
0
0
個
、
1
6
,
8
0
0
人

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

来
館
者
数
や
教
室
イ
ベ
ン
ト
等
の
参
加
者
数
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
前
は
概
ね
目
標
を
達

成
し
て
い
た
が
、
R
2
・
R
3
年
度
は
感
染
症
対
策
に
よ
る
施
設
の
休
館
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
に
よ
り
目
標
を
下

回
っ
た
。
R
4
年
度
以
降
は
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を
実
施
し
つ
つ
通
常
通
り
開
館
し
、
イ
ベ
ン
ト
等
が
再
開
し
た
こ

と
も
あ
り
、
目
標
を
達
成
し
た
。

リ
ユ
ー
ス
家
具
等
の
販
売
数
つ
い
て
は
、
R
6
年
度
は
家
具
の
展
示
数
が
例
年
よ
り
も
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
目

標
を
下
回
っ
た
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
家
庭
の
不
用
品
の
持
ち
込
み
・
無
償
提
供
を
行
う
リ
ユ
ー
ス

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
お
り
、
R
6
年
度
で
は
1
0
7
,
7
6
6
点
を
提
供
し
た
。

地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
来
館
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
R
2
・
R
3
年
度
は
感
染
症
対
策
に
よ
る

臨
時
休
館
や
古
着
・
古
布
の
回
収
停
止
期
間
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
通
常
通
り
の
運
営
と
な
っ
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
は
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
施
設
や
接
遇
の
満
足
度

に
お
い
て
7
割
以
上
の
高
評
価
を
得
て
い
る
が
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
普
及
啓
発
活
動
と
な
る
よ
う
、
事
業
内
容
を
適

宜
見
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

R
6
年
度
は
来
館
者
数
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
参
加
者
数
が
目
標
値
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
ご
み
排
出
量
や
廃
棄
ご
み

量
の
減
量
に
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
3
R
（
リ
デ
ュ
ー
ス
「
発
生
・
排
出
抑
制
」
、
リ
ユ
ー
ス
「
再
使
用
」
、
リ
サ
イ
ク
ル
「
再
生
利
用
」
）
の
中

で
も
特
に
2
R
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
）
を
推
進
す
る
た
め
に
、
施
設
に
お
け
る
展
示
手
法
の
見
直
し
な
ど
、
有

効
な
事
業
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
若
年
層
の
来
館
促
進
に
向
け
て
、
子
供
向
け
の
事
業
を
積
極
的
に
実
施

し
、
広
報
手
法
や
教
室
イ
ベ
ン
ト
等
の
内
容
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
市
民
意
識
調
査
（
R
5
）
で
は
、
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
知
ら
な
い
市
民
が
4
割
程
度
で
あ
り
、
認
知
度
向
上
が
課
題
で
あ
る
。

1-
3
-
(
1
)
、
2
-2
-
(2
)
、
4
-
3
-
(
4
)

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
：
来
館
者

数
14
,
3
4
7
人
、
家

具
等
の

販
売
数

43
7
点
、

教
室
・

講
座
等
の

参
加
者

数
4,
3
9
2

人
、
情
報
紙
発
行
部
数
3
6
,
1
0
0
部

・
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
：
来
館
者
数

29
,
5
9
9
人
、
家
具
等
の
販
売
数
2
,
0
8
0
点
、
教
室
・
講
座
等
の
参
加
者
数
3
1
人
、
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
数

91
7
人

・
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
：

回
収
量
7
9
9
ｔ

・
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
貸
し
出
し
（

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
事
業
）
：
1
件

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
は
、
特
に
若
年
層
の
来
館
促
進
に
向
け
て
、
来
館

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
教
室
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
S
N
S
を
活
用
す
る
な
ど
広
報
手
法
の
見
直
し
や
、

動
画
を
活
用
す
る
な
ど
教
室
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
方
法
の
検
討
を
行
う
。

ま
た
、
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
、
認
知
度
向
上
に
努
め
な
が
ら
、
資
源

物
の
受
け
入
れ
を
行
う
と
と
も
に
、
正
し
い
分
別
方
法
な
ど
の
周
知
を
図
る
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
：
来
館
者

数
75
,
9
6
8
人
、
家

具
等
の

販
売
数

84
8
点
、

教
室
・

講
座
等
の

参
加
者

数
16
,
5
3
2

人
、
情
報
紙
発
行
部
数
3
7
,
9
0
0
部

・
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
：
来
館
者
数

38
,
9
2
1
人
、
家
具
等
の
販
売
数
2
,
9
1
5
点
、
教
室
・
講
座
等
の
参
加
者
数
2
6
8
人
、

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
数

1,
3
7
0
人

・
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
：

回
収
量
1
,
0
9
5
ｔ

・
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
貸
し
出
し
（

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
事
業
）
：
0
件

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
：
来
館
者

数
74
,
7
1
6
人
、
家

具
等
の

販
売
数

85
3
点
、

教
室
・

講
座
等
の

参
加
者

数
18
,
4
0
5

人
、
情
報
紙
発
行
部
数
3
9
,
7
0
0
部

・
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
：
来
館
者
数

49
,
2
5
4
人
、
家
具
等
の
販
売
数
2
,
5
6
7
点
、
教
室
・
講
座
等
の
参
加
者
数
7
7
9
人
、

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
数

1,
7
4
2
人

・
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
：

回
収
量
1
,
0
8
2
ｔ

・
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
貸
し
出
し
（

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
事
業
）
：
4
件

・
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
収
納
ケ
ー
ス
な
ど
も
リ
ユ
ー
ス
品
に
加
え
る
な
ど
、
市
が
収
集
す
る
リ
ユ
ー
ス
品
に

　
つ
い
て
も
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
：
来
館
者

数
86
,
8
2
8
人
、
家

具
等
の

販
売
数

82
2
点
、

教
室
・

講
座
等
の

参
加
者

数
20
,
7
6
4

人
、
情
報
紙
発
行
部
数
3
4
,
6
0
0
部

・
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
：
来
館
者
数

51
,
6
8
5
人
、
家
具
等
の
販
売
数
1
,
9
5
0
点
、
教
室
・
講
座
等
の
参
加
者
数
5
2
0
人
、

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
数

2,
3
2
5
人

・
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
：

回
収
量
1
,
0
3
2
ｔ

・
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
貸
し
出
し
（

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
事
業
）
：
5
件
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【
事
業
の
概
要
】

№
1
6

事
業
名

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

廃
棄
ご
み
の
減
量
と
有
用
金
属
の
循
環
利
用

指
標
１

小
型
家
電
回
収
量

目
標

指
標
２

目
標

－
達
成
状
況

▲

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

施
設
管
理
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

リ
サ
イ
ク
ル
率

対
応
施
策
：
大

施
策
２

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

　
　
　
施
策
：
中

２
－
２

資
源
回
収
の
促
進
に
向
け
た
取
組

　
　
　
　
施
策
：
小

(
3
)

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
更
な
る
推
進

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

2
-
2
-
(
5
)

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
3
,
9
6
8

千
円

内
(
3
,
9
6
8
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
1
0
,
0
7
5

千
円

内
(
1
0
,
0
7
5
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
1
0
,
6
3
4

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
1
0
,
6
3
4
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
1
2
,
3
3
6

千
円

内
(
1
2
,
3
3
6
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

市
有
施
設
６
カ
所
に
て
対
面
回
収

を
行
う
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス

、
及
び
破
砕
工
場
で
の
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
に
よ
り
回
収
し
た
小
型
家
電
を

、
国
の
認
定
を
受
け
た
再
資
源
化

事
業
者
に
引
き
渡
し
、
有
用
金
属

を
再
資
源
化
す
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
た
廃
棄
ご
み
か
ら

の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
収
を
除
く
回
収
量
が
、
ご
み
排
出

量
及
び
家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
と
な
っ
て

い
る
。

・
R
3
　
 
1
,
3
6
3
.
5
ｔ
/
年

・
R
4
 
　
1
,
4
0
0
.
0
ｔ
/
年

・
R
5
 
　
1
,
2
3
4
.
6
ｔ
/
年

・
R
6
 
　
1
,
3
0
8
.
9
ｔ
/
年

事
業
の
指

標

1
.
0
k
g
/
人
･
年

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

令
和
4
年
1
0
月
か
ら
対
面
で
受
渡
し
が
可
能
な
市
有
施
設
6
カ
所
（
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
宮
の
沢
、
市
役
所
本
庁
舎
）
に
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
集
約
し
た
た
め
、
民
間
事

業
者
が
実
施
す
る
拠
点
回
収
や
家
電
量
販
店
で
の
対
面
回
収
・
商
品
配
送
時
回
収
、
宅
配
便
に
よ
る
回

収
を
積
極
的
に
周
知
す
る
こ
と
で
回
収
量
の
増
加
を
図
っ
た
。

新
た
に
令
和
7
年
3
月
か
ら
は
北
区
役
所
及
び
東
区
役
所
に
無
人
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
回
収
量
の

増
加
を
図
っ
た
。

一
方
で
、
指
標
１
（
国
の
基
本
方
針
：
R
5
ま
で
に
一
人
一
年
当
た
り
の
約
1
k
g
）
に
つ
い
て
は
、
R
6
実
績

で
0
.
7
0
k
g
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
目
標
達
成
の
た
め
に
は
回
収
量
増
加
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
民
間
事
業
者
の
回
収
量
は
、
事
業
者
か
ら
定
期
的
な
報
告
を
受
け
て
い
る
。
（
施
策
２
－
２
－

(
5
)
）

本
計
画
基
準
年
（
H
2
8
）
の
回
収
量
と
比
較
し
て
、
R
6
実
績
で
6
割
近
く

増
加
し
て

い
る
と
と
も

に
、
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
R
1
）
に
お
い
て
、
小
型
家
電
回
収
の
認
知
率
は
約
7
5
％
に
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
で
き
て
い
る
と
言
え
る
。

一
方
、
事
業
開
始
以
来
、
回
収
し
た
小
型
家
電
は
有
償
で
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
に
引
き
渡
し
て
き
た

が
、
処
理
施
設
な
ど
で
火
災
の
原
因
と
な
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
小
型
充
電
式
電
池
を
内
蔵
す

る
小
型
家
電
が
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
内
や
運
搬
途
中
で
の
発
煙
・
発
火
事
故
の
危

険
性
の
増
大
へ
の
対
応
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
か
ら
分
別
後
の
引
渡
し
や
引
渡
し
単
価
の
値
上
げ
の

要
請
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

※
R
3
か
ら
小

事
業
化

【
回
収
量
】

1,
3
71
.
6
ｔ
（

0
.
7
0
k
g
/
人
･
年
）

・
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
：
 
 
14
8
.
7
ｔ

・
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
収
　
　
：
 
 
  
8.
1
ｔ

・
民
間
事
業
者
に
よ
る
回
収
：
1
,
2
1
4
.
8
ｔ

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

新
た
に
区
役
所
等
に
も
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
安
全
な
回
収
及
び
適
切
な
分
別
を
確
保
し
つ
つ

も
、
回
収
量
の
増
加
を
図
る
。

事
業
開
始
当
初
に
比
べ
民
間
事
業
者
の
回
収
拠
点
が
2
倍
に
増
え
る
な
ど
民
間
事
業
者
の
取
組
み
が
拡
大

し
て
お
り
、
本
市
に
お
け
る
回
収
量
の
8
割
以
上
を
民
間
事
業
者
に
よ
る
回
収
が
占
め
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
チ
ラ
シ
配
布
や
札
幌
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ご
み
分
別
ア
プ
リ
な
ど
を
活
用
し
て
、
民
間
事

業
者
の
回
収
拠
点
の
利
用
を
促
す
と
と
も
に
、
市
有
施
設
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
も
同
様
に
情
報

発
信
す
る
。

【
回
収
量
】

1,
4
14
.
0
ｔ
（

0
.
7
2
k
g
/
人
･
年
）

・
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
：
 
 
11
7
.
3
ｔ
※

1
0
月
か
ら
回
収
ボ

ッ
ク
ス
集

約
・
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
収
　
　
：
 
 
 1
4
.
0
ｔ

・
民
間
事
業
者
に
よ
る
回
収
：
1
,
2
8
2
.
7
ｔ

【
回
収
量
】

1,
2
46
.
7
ｔ
（

0
.
6
3
k
g
/
人
･
年
）

・
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
：
 
 
 6
1
.
8
ｔ

・
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
収
　
　
：
 
 
 1
2
.
1
ｔ

・
民
間
事
業
者
に
よ
る
回
収
：
1
,
1
7
2
.
8
ｔ

【
回
収
量
】

1,
3
19
.
0
ｔ
（

0
.
7
0
k
g
/
人
･
年
）

・
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
：
 
 
 5
2
.
0
ｔ

・
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
収
　
　
：
 
 
 1
0
.
1
ｔ

・
民
間
事
業
者
に
よ
る
回
収
：
1
,
2
5
6
.
9
ｔ

57



【
事
業
の
概
要
】

№
1
7

事
業
名

蛍
光
管
・
乾
電
池
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
の
減
量
と
水
銀
含
有
製
品
の
適
正
処
理
に
よ
る
環
境
負
荷
の
低
減

指
標
１

蛍
光
管
回
収
量

目
標

指
標
２

乾
電
池
回
収
量

目
標

達
成
状
況

○

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

業
務
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

リ
サ
イ
ク
ル
率

対
応
施
策
：
大

施
策
２

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

　
　
　
施
策
：
中

２
－
２

資
源
回
収
の
促
進
に
向
け
た
取
組

　
　
　
　
施
策
：
小

(
2
)

回
収
拠
点
等
の
利
便
性
の
向
上

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
4
8
,
5
5
1

千
円

内
(
4
8
,
5
5
1
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
6
9
,
1
7
4

千
円

内
(
6
9
,
1
7
4
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
7
0
,
6
6
3

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
7
0
,
6
6
3
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
6
9
,
8
9
7

千
円

内
(
6
9
,
8
9
7
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

家
庭
で
使
用
済
み
と
な
っ
た
蛍
光

管
・
水
銀
使
用
廃
製
品
（
水
銀
体

温
計
・
温
度
計
・
湿
度
計
）
の
拠

点
回
収
及
び
筒
型
乾
電
池
の
分
別
収

集
を
実
施
し
、
こ
れ
ら
の
製
品
に

含
ま
れ
る
水
銀
の
適
正
処
理
及
び

金
属
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
す
る

。
ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

蛍
光
管
及
び
乾
電
池
の
回
収
量
の
増
加
に
よ
り
、

家
庭
ご
み
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
が
減
少
し
て
い

る
。

・
R
3
　
 
3
4
9
ｔ
（
蛍
:
1
2
9
ｔ
、
電
:
2
2
0
ｔ
）

・
R
4
　
 
4
7
6
ｔ
（
蛍
:
1
1
7
ｔ
、
電
:
3
5
9
ｔ
）

・
R
5
　
 
4
7
2
ｔ
（
蛍
:
1
0
6
ｔ
、
電
:
3
6
6
ｔ
）

・
R
6
　
 
5
1
7
ｔ
（
蛍
:
1
1
7
ｔ
、
電
:
4
0
0
ｔ
）

事
業
の
指

標

1
3
9
ｔ

1
4
7
ｔ

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

蛍
光
管
は
、
L
E
D
照
明
の
普
及
に
よ
り
回
収
量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
1
0
0
ｔ
超
で
推
移
し
て
お

り
、
ま
た
、
乾
電
池
に
つ
い
て
は
、
適
正
処
理
促
進
の
た
め
に
令
和
3
年
1
0
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
4
週
1

回
か
ら
週
1
回
に
排
出
機
会
を
拡
大
し
た
こ
と
で
大
幅
に
回
収
量
が
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
蛍
光
管
回
収
協
力
店
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
電
器
店
の
閉
店
な
ど
に
よ
り
本
計
画
当
初
よ
り
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
新
規
開
店
し
た
ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は
回
収
協
力
店
と
な
っ
て
お

り
、
市
民
意
識
調
査
(
R
5
)
で
は
、
蛍
光
管
を
回
収
拠
点
に
出
し
て
い
る
人
の
割
合
は
約
6
割
に
上
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
利
便
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

本
計
画
基
準
年
（
H
2
8
）
の
回
収
量
と
比
較
し
て
、
蛍
光
管
・
乾
電
池
の
回
収
量
は
増
加
し
て
お
り
、
ご

み
の
減
量
と
水
銀
含
有
製
品
の
適
正
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。

特
に
乾
電
池
に
つ
い
て
は
、
令
和
3
年
1
0
月
に
排
出
機
会
を
拡
大
し
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
た
こ

と
が
、
回
収
量
の
増
加
に
対
し
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
一
方
で
、
回
収
量
の
増
加
に
よ
る

選
別
費
用
や
処
理
費
用
の
増
嵩
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
電
池
の
種
類
に
よ
っ
て
排
出
方
法
が
異
な
り
市
民
に
と
っ
て
わ
か
り
づ
ら
い
こ
と
や
、
小
型
充

電
式
電
池
が
ご
み
や
資
源
物
に
混
入
す
る
と
、
収
集
車
両
や
選
別
施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
等
で
の
火

災
事
故
の
原
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
排
出
を
促
す
周
知
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。

・
蛍
光
管
回
収
量
　
1
2
9
ｔ

・
乾
電
池
回
収
量
　
2
2
0
ｔ

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

現
在
処
理
さ
れ
て
い
る
乾
電
池
か
ら
は
一
定
量
の
水
銀
が
回
収
さ
れ
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
適
正
処

理
の
促
進
を
図
る
が
、
水
銀
含
有
の
乾
電
池
は
今
後
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
状
況
の
変

化
が
あ
れ
ば
乾
電
池
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
特
に
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
へ
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
混
入
に
よ
る
発
煙
・
発
火
事
故
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
L
I
N
E
で
の
啓
発
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
不
動
産
業
者
と
連
携
し
た
市
内
転
入
者
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
や
、
よ
り
安
全
な
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
の
回
収
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

・
蛍
光
管
回
収
量
　
1
1
7
ｔ

・
乾
電
池
回
収
量
　
3
5
9
ｔ

・
蛍
光
管
回
収
量
　
1
0
6
ｔ

・
乾
電
池
回
収
量
　
3
6
6
ｔ

・
蛍
光
管
回
収
量
　
1
1
7
ｔ

・
乾
電
池
回
収
量
　
4
0
0
ｔ
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【
事
業
の
概
要
】

№
1
8

事
業
名

産
業
廃
棄
物
処
理
指
導
計
画
推
進
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

市
埋
立
地
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物
処
分
量
の
削
減

目
標

－

指
標
２

指
導
計
画
の
策
定
及
び
推
進

目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

事
業
廃
棄
物
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

埋
立
処
分
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
３

事
業
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

　
　
　
施
策
：
中

３
－
１

事
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
取
組
の
促
進

　
　
　
　
施
策
：
小

(
4
)

市
で
受
け
入
れ
て
い
る
産
業
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
更
な
る
推
進

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

3
-
1
-
1

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

　
　

　
　

　
事
業
費

全
2
,
9
7
7
千
円

内
(
2
,
9
7
7
)
千
円

　

Ｒ
４

　
　

　
　

　
事
業
費

全
4
2
3
千
円

内
(
4
2
3
)
千
円

　

Ｒ
５

　
　

　
　

　
事
業
費

全
4
3
4
千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
4
3
4
)
千
円

　

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

　
　

　
　

　
事
業
費

全
1
3
,
8
8
8
千
円

内
(
1
3
,
8
8
8
)
千
円

　

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

「
札
幌
市
産
業
廃
棄
物
処
理
指
導

計
画
」
に
基
づ
き
、
主
に
次
の
施

策
事
業
を
実
施
す
る
。

①
排
出
事
業
者
へ
の
立
入
指
導
、

②
処
理
業
者
へ
の
立
入
指
導
、
③

適
正
処
理
等
に
係
る
普
及
啓
発
、

④
指
導
計
画
の
策
定
と
推
進
、
⑤
札

幌
市
が
受
け
入
れ
て
い
る
産
業
廃

棄
物
の
見
直
し

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

埋
立
処
分
量
2
.
2
万
ト
ン
以
上
減
量
と
い
う
目
標

に
対
し
、
こ
の
事
業
で
約
1
.
2
万
ト
ン
（
約

5
5
％
）
の
削
減
に
貢
献
し
て
い
る
。

ま
た
、
ご
み
排
出
量
6
.
8
万
ト
ン
、
廃
棄
ご
み
量

6
.
0
万
ト
ン
以
上
減
量
と
い
う
目
標
に
対
し
、
同

じ
く
こ
の
事
業
で
約
1
.
4
万
ト
ン
の
削
減
に
貢
献

し
て
い
る
。

市
内
で
発
生
す
る
産
業
廃
棄
物
の

排
出
抑
制
、
リ
サ
イ
ク
ル
等
の
推

進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
循
環
型

社
会
の
構
築
を
目
指
す
。
産
業
廃
棄

物
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
更
な
る
推
進

の
た
め
、
民
間
処
理
施
設
の
受
入

状
況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
市
の
処

理
施
設
に
お
け
る
受
入
品
目
を
縮

小
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

　
産
業
廃
棄
物
の
廃
石
膏
ボ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
民
間
施
設
で
処
理
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
と
し

て
、
山
口
処
理
場
で
受
け
入
れ
て
埋
立
処
分
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
成
3
0
年
に
市
内
で
民

間
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
が
稼
働
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
札
幌
市
と
し
て
は
再
生
利
用
に
資
す
る
た
め
に
令
和
２
年
度
末
を
も
っ
て
山
口
処

理
場
で
の
廃
石
膏
ボ
ー
ド
の
受
入
を
停
止
し
た
。
こ
の
結
果
、
山
口
処
理
場
で
の
埋
立
処
分
量
は
年
間

約
1
.
4
万
ト
ン
（
総
埋
立
量
の
2
6
％
）
削
減
さ
れ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
産
業
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
更
な
る
推
進
の
た
め
、
市
の
処
理
施
設
に
お
け
る
受

入
品
目
を
縮
小
す
る
と
い
う
事
業
の
目
標
は
達
成
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
さ
ら
に
ご
み
排
出
量
と
廃
棄
ご
み
量
に
つ
い
て
も
年
間
約
1
.
4
万
ト
ン
の
減
量
と
な
っ
た
。

　
埋
立
処
分
量
2
.
2
万
ト
ン
以
上
減
量
と
い
う
ス
リ
ム
目
標
に
対
し
、
こ
の
事
業
で
約
1
.
2
万
ト
ン
（
約

5
5
％
）
の
削
減
に
繋
が
っ
て
お
り
、
十
分
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

　
ま
た
、
ご
み
排
出
量
6
.
8
万
ト
ン
、
廃
棄
ご
み
量
6
.
0
万
ト
ン
以
上
減
量
と
い
う
目
標
に
対
し
、
同
じ

く
こ
の
事
業
で
約
1
.
4
万
ト
ン
の
削
減
と
な
っ
た
た
め
、
十
分
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

①
建
設
系
廃
棄
物
排
出
事
業
場
等

へ
の
立
入
指
導
を
実
施
し
た
。
（

R3
年
度
実

績
:
　
５
件
）

②
産
業
廃
棄
物
処
理
業
許
可
施
設

へ
の
立
入
指
導
を
実
施
し
た
。
（

R3
年
度
実

績
:
　
4
2
件
）

③
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
排
出
事
業
者

へ
の
配
布
や
本
市

HP
へ
の

掲
載
等

を
通
じ
て

、
事
業

ご
み
の

適
正
処

理
等
に
つ

い
て
広
く
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

④
第
5
次
産
業
廃
棄
物
処
理
指
導
計
画
を
推
進
し
て
い
る
。

⑤
山
口
処
理
場
で
廃
石
膏
ボ
ー
ド

の
受
入
れ
を
停
止
し
た
。
（
年
間

約
1.
8
万
ト
ン
の
埋
立
削
減

）

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

　
市
内
で
発
生
す
る
産
業
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
適
正
処
理
等
の
推
進
に
向
け
た
事
業

者
へ
の
指
導
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
民
間
処
理
施
設
の
受
入
可
能
状
況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
、
市
の
処
理
施
設
に
お
け
る
受
入
品
目
の
縮
小
を
検
討
し
て
い
く
。

①
建
設
系
廃
棄
物
排
出
事
業
場
等

へ
の
立
入
指
導
を
実
施
し
た
。
（

R4
年
度
実

績
:
　
５
件
）

②
産
業
廃
棄
物
処
理
業
許
可
施
設

へ
の
立
入
指
導
を
実
施
し
た
。
（

R4
年
度
実

績
:
　
7
4
件
）

③
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
排
出
事
業
者

へ
の
配
布
や
本
市

HP
へ
の

掲
載
等

を
通
じ
て

、
事
業

ご
み
の

適
正
処

理
等
に
つ

い
て
広
く
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

④
第
5
次
産
業
廃
棄
物
処
理
指
導
計
画
を
推
進
し
て
い
る
。

⑤
産
業
廃
棄
物
ガ
イ
ド
の
全
面
的

な
改
訂
を
実
施
し
た
。

①
建
設
系
廃
棄
物
排
出
事
業
場
等

へ
の
立
入
指
導
を
実
施
し
た
。
（

R5
年
度
実

績
:
　
５
件
）

②
産
業
廃
棄
物
処
理
業
許
可
施
設

へ
の
立
入
指
導
を
実
施
し
た
。
（

R5
年
度
実

績
:
　
9
5
件
）

③
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
排
出
事
業
者

へ
の
配
布
や
本
市

HP
へ
の

掲
載
等

を
通
じ
て

、
事
業

ご
み
の

適
正
処

理
等
に
つ

い
て
広
く
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

④
第
5
次
産
業
廃
棄
物
処
理
指
導
計
画
を
推
進
し
て
い
る
。

①
建
設
系
廃
棄
物
排
出
事
業
場
等

へ
の
立
入
指
導
を
実
施
し
た
。
（

R6
年
度
実

績
:
　
2
7
件
）

②
産
業
廃
棄
物
処
理
業
許
可
施
設

へ
の
立
入
指
導
を
実
施
し
た
。
（

R6
年
度
実

績
:
　
9
0
件
）

③
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
排
出
事
業
者

へ
の
配
布
や
本
市

HP
へ
の

掲
載
等

を
通
じ
て

、
事
業

ご
み
の

適
正
処

理
等
に
つ

い
て
広
く
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

④
第
5
次
産
業
廃
棄
物
処
理
指
導
計
画
中
間
評
価
の
た
め
の
実
態
調
査
を
実
施
。

⑤
産
業
廃
棄
物
ガ
イ
ド
の
一
部
改

訂
を
実
施
し
た
。

59



【
事
業
の
概
要
】

№
1
9

事
業
名

不
法
投
棄
防
止
事
業
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

廃
棄
物
に
よ
る
生
活
環
境
保
全
上
の
支
障
を
生
ず
る
事
態
を
未
然
に
防
止
し
、
適
正
処
理
を
確
保
す
る
。

指
標
１

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
日
数
（
延
べ
）

目
標

指
標
２

不
法
投
棄
発
見
件
数

目
標

達
成
状
況

○

所
管
課

事
業
廃
棄
物
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
５

不
法
投
棄
対
策
の
強
化

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

不
法
投
棄
の
監
視

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

5
-
5
-
(
2
)

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

　
　

　
　

　
事
業
費

全
4
3
,
8
2
9
千
円

内
(
4
3
,
8
2
9
)
千
円

　

Ｒ
４

　
　

　
　

　
事
業
費

全
4
4
,
1
8
5
千
円

内
(
4
4
,
1
8
5
)
千
円

　

Ｒ
５

　
　

　
　

　
事
業
費

全
3
1
,
4
4
8
千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
3
1
,
4
4
8
)
千
円

　

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

　
　

　
　

　
事
業
費

全
3
6
,
1
0
3
千
円

内
(
3
6
,
1
0
3
)
千
円

　

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
未
然
に
防

止
し
、
良
好
な
環
境
を
維
持
す
る

た
め
、
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
、
監
視

カ
メ
ラ
の
設
置
、
市
民
や
事
業
者
等

の
協
働
に
よ
る
監
視
等
を
実
施
。

ま
た
、
不
法
投
棄
の
通
報
が
寄
せ

ら
れ
た
際
の
現
場
対
応
や
土
地
管
理

者
等
へ
の
連
絡
、
行
為
者
へ
の
指

導
等
を
実
施
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

本
事
業
に
よ
り
不
法
投
棄
が
未
然
に
防
止
さ
れ
、

ご
み
の
分
別
や
適
正
処
理
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
に
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

事
業
の
指

標

3
7
0
日

5
0
0
件

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

本
市
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
、
委
託
業
者
に
よ
る
休
日
を
含
め
た
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
、
市
民
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
監
視
、
事
業
者
と
の
不
法
投
棄
監
視
協
定
等
に
よ
り
、
不
法
投
棄
の
早
期
発
見
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
で
、
5
1
6
件
の
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
。

例
年
と
比
べ
て
、
お
よ
そ
半
減
し
て
い
る
が
、
ま
だ
多
く
の
不
法
投
棄
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

・
不
法
投
棄
発
見
件
数

　
H
2
8
：
7
9
3
件
、
H
2
9
：
9
0
8
件
、
H
3
0
：
8
6
9
件
、
R
1
：
9
9
9
件
、
R
2
：
1
,
1
5
7
件
、
R
3
：

88
4
件
、

R4
：

5
2
3
件
、
R
5
：
5
6
5
件
、
R
6
：
5
1
6
件

基
準
年
度
で
あ
る
平
成
2
8
年
度
と
比
較
す
る
と
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
家
電
の

台
数
が
減
少
し
て
お
り
、
事
業
に
よ
る
一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
が
、
依
然
と
し
て
2
0
0
台

程
度
の
不
法
投
棄
家
電
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
法
投
棄
を
減
少
さ
せ
る
対
策
を
引
き
続
き

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
不
法
投
棄
さ
れ
た
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
家
電
台
数

　
H
2
8
：
9
3
8
台
、
H
2
9
：
7
2
3
台
、
H
3
0
：
6
5
2
台
、
R
1
：
4
5
3
台
、
R
2
：
4
8
3
台
、
R
3
：
5
3
1
台
、

R4
：
2
35

台
、
R
5
：
1
9
4
台
、
R
6
：
2
3
3
台

①
専
任
の
指
導
員
に
よ
る
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
：
延
べ
3
8
4
日

②
委
託
に
よ
る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
：
2
7
2
日

③
不
法
投
棄
の
通
報
等
対
応
件
数

：
27
6
件

④
不
法
投
棄
防
止
啓
発
用
ス
テ
ッ

カ
ー
配
布
数
：

2
40
枚

⑤
不
法
投
棄
防
止
啓
発
用
の
ぼ
り

旗
配
布
数
：

72
7
枚

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

現
状
の
パ
ト
ロ
ー
ル
体
制
、
市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
監
視
員
、
事
業
者
と
の
不
法
投
棄
監
視
協
定

に
よ
る
監
視
等
に
よ
り
不
法
投
棄
が
さ
れ
に
く
い
環
境
づ
く
り
を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
加
え
、

適
正
処
理
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

①
専
任
の
指
導
員
に
よ
る
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
：
延
べ
3
5
1
日

②
委
託
に
よ
る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
：
2
7
2
日

③
不
法
投
棄
の
通
報
等
対
応
件
数

：
21
6
件

④
不
法
投
棄
防
止
啓
発
用
ス
テ
ッ

カ
ー
配
布
数
：

2
71
枚

⑤
不
法
投
棄
防
止
啓
発
用
の
ぼ
り

旗
配
布
数
：

67
1
枚

①
専
任
の
指
導
員
に
よ
る
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
：
延
べ
3
6
2
日

②
委
託
に
よ
る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
：
2
7
2
日

③
不
法
投
棄
の
通
報
等
対
応
件
数

：
21
9
件

④
不
法
投
棄
防
止
啓
発
用
ス
テ
ッ

カ
ー
配
布
数
：

2
36
枚

⑤
不
法
投
棄
防
止
啓
発
用
の
ぼ
り

旗
配
布
数
：

77
7
枚

①
専
任
の
指
導
員
に
よ
る
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
：
延
べ
3
5
6
日

②
委
託
に
よ
る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
：
2
7
2
日

③
不
法
投
棄
の
通
報
等
対
応
件
数

：
22
1
件

④
不
法
投
棄
防
止
啓
発
用
ス
テ
ッ

カ
ー
配
布
数
：

3
08
枚

⑤
不
法
投
棄
防
止
啓
発
用
の
ぼ
り

旗
配
布
数
：

70
4
枚
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【
事
業
の
概
要
】

№
2
0

事
業
名

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
器
材
等
助
成
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

管
理
器
材
の
購
入
助
成
件
数

目
標

5
,
0
7
9

指
標
２

清
掃
事
務
所
が
清
掃
を
行
っ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
延
べ
箇
所
数

目
標

1
3
8
,
0
0
0

達
成
状
況

◎

所
管
課

業
務
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
４

市
民
に
対
す
る
支
援
と
普
及
啓
発

　
　
　
施
策
：
中

４
－
１

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
問
題
の
改
善

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
支
援

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
3
5
,
8
1
7

千
円

内
(
3
5
,
8
1
7
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
7
1
,
3
3
9

千
円

内
(
7
1
,
3
3
9
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
4
8
,
9
7
4

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
4
8
,
9
7
4
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
4
6
,
9
3
9

千
円

内
(
4
6
,
9
3
9
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

地
域
で
取
り
組
む
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
管
理
支
援
、
管
理
す
る
市

民
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
器
材
（
ご
み
飛

散
防
止
ネ
ッ
ト
、
カ
ラ
ス
よ
け
サ

ー
ク
ル
、
折
り
た
た
み
式
箱
型
器

材
）
の
購
入
助
成
及
び
敷
地
内
箱

型
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
費
助

成
を
行
う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
器
材
及
び
箱
型
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、
風
や

小
動
物
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
防
止
及
び
共
同

住
宅
の
敷
地
内
専
用
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
環
境
美
化
を
推
進

し
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
す
る
市
民

の
負
担
を
軽
減
す
る
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
風
・
小
動
物
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
等
の
問
題
の
改
善
に
向
け
、
「
管

理
器
材
等
購
入
費
助
成
事
業
」
を
行
っ
た
結
果
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、

指
標
２
に
あ
る
、
清
掃
事
務
所
が
清
掃
を
行
っ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
延
べ
箇
所
数
は
減
少
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
言
え
る
。

・
指
標
１
に
あ
る
管
理
器
材
の
購
入
助
成
件
数
に
つ
い
て
は
、
目
標
値
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
目
標
値

と
は
当
該
年
度
に
購
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
器
材
の
予
測
数
で
あ
り
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
等
を
考
慮
し
た

購
買
予
測
を
実
購
買
数
が
下
回
っ
た
結
果
で
あ
る
。

管
理
器
材
は
ご
み
の
散
乱
防
止
及
び
地
域
の
環
境
美
化
に
寄
与
し
て
お
り
、
適
切
な
時
期
に
適
切
な
も

の
に
更
新
（
変
更
）
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
で
取
り
組
む
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
支

援
、
管
理
す
る
市
民
の
負
担
軽
減
に
寄
与
し
て
い
る
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
器
材
購

入
費
助
成
件
数
　
3
,
5
2
7
件

箱
型
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
敷
地
内

設
置
費
助
成
件
数
　
3
5
5
件

清
掃
事
務
所
が
清
掃
を
行
っ
た
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
延
べ
箇
所
数

　
10
6
,6
5
2
件

（
参
考
）
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数

　
56
,
76
7
か
所

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
小
規
模
化
の
推
進
に
伴
い
、
毎
年
一
定
数
が
新
規
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
管
理
器
材
は
定
期
的
に
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
す
る
市

民
の
経
済
的
・
人
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う
、
今
後
も
事
業
を
行
っ
て
い
く
。

　
令
和
４
年
度
よ
り
、
一
般
的
な
物
品
に
お
い
て
実
勢
価
格
の
1
/
2
の
助
成
と
な
る
よ
う
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
管
理
器
材
等
購
入
費
助
成
の
限
度
額
を
ネ
ッ
ト
5
千
円
→
1
1
千
円
、
サ
ー
ク
ル
7
千
円
→
1
6
千

円
、
折
り
た
た
み
式
箱
型
1
2
千
円
→
3
0
千
円
へ
見
直
し
、
箱
型
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
敷
地
内
設
置
費
助

成
の
限
度
額
に
つ
い
て
も
、
箱
型
・
物
置
型
1
2
千
円
→
5
0
千
円
、
一
部
開
放
型
7
千
円
→
1
6
千
円
へ
見
直

し
た
。

　
令
和
５
年
度
に
は
、
箱
型
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
敷
地
内
設
置
費
助
成
の
う
ち
、
町
内
会
が
民
有
地
等

に
共
用
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
器
材
を
設
置
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
助
成
率
を
本
体
価
格
の
1
/
2
か
ら

3
/
4
へ
、
限
度
額
を
5
0
千
円
か
ら
7
5
千
円
に
引
き
上
げ
た
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
器
材
購

入
費
助
成
件
数
　
3
,
1
7
3
件

箱
型
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
敷
地
内

設
置
費
助
成
件
数
　
4
4
0
件

清
掃
事
務
所
が
清
掃
を
行
っ
た
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
延
べ
箇
所
数

　
92
,
49
3
件

（
参
考
）
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数

　
56
,
76
7
か
所

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
器
材
購

入
費
助
成
件
数
　
2
,
0
0
0
件

箱
型
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
敷
地
内

設
置
費
助
成
件
数
　
3
0
5
件

清
掃
事
務
所
が
清
掃
を
行
っ
た
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
延
べ
箇
所
数

　
81
,
64
2
件

（
参
考
）
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数

　
58
,
37
0
か
所

・
　
町
内
会
未
加
入
の
人
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
器
材
の
費
用
を
負
担
せ
ず
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
た

め
、
少
し
違
和
感
が
あ
る
。
市
が
そ
の
あ
た
り
の
フ
ォ
ロ
ー
、
調
整
を
す
る
負
担
も
考
慮
し
て
、
よ
り
良
い
収
集
方

法
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
器
材
購

入
費
助
成
件
数
　
1
,
7
8
2
件

箱
型
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
敷
地
内

設
置
費
助
成
件
数
　
3
2
7
件

清
掃
事
務
所
が
清
掃
を
行
っ
た
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
延
べ
箇
所
数

　
88
,
50
9
件

（
参
考
）
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数

　
59
,
14
6
か
所
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【
事
業
の
概
要
】

№
2
1

事
業
名

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
支
援
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

清
掃
事
務
所
が
清
掃
を
行
っ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
延
べ
箇
所
数

目
標

1
3
8
,
0
0
0

指
標
２

不
適
正
排
出
開
封
調
査
実
施
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数

目
標

1
9
,
2
8
7

達
成
状
況

◎

所
管
課

業
務
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
４

市
民
に
対
す
る
支
援
と
普
及
啓
発

　
　
　
施
策
：
中

４
－
１

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
問
題
の
改
善

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
支
援

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
8
9
,
8
1
7

千
円

内
(
8
9
,
8
1
7
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
5
5
,
3
1
0

千
円

内
(
5
5
,
3
1
0
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
5
2
,
3
0
5

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
5
2
,
3
0
5
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
5
4
,
1
0
9

千
円

内
(
5
4
,
1
0
9
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

「
さ
っ
ぽ
ろ

ご
み
パ
ト
隊

」
に
よ
る
ご
み

の
適
正
排
出

指
導
に
よ
り
不

適
正
排
出
の

防
止
を
図
り
、

指
導
に
よ
り

改
善
し
な
い
ご

み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
問
題
に

つ
い
て
は
、
地

域
と
の
協
議

を
行
い
、
「
共

同
住
宅
の
敷

地
内
専
用
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
化
」
や
「
共

用
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の

分
散
化
」
な
ど

の
対
策
を
講

じ
て
改
善
を
図

る
。

ま
た
、
さ
わ

や
か
収
集
に

よ
り
、
要
介
護

者
等
の
ご
み

排
出
困
難
者
の

支
援
及
び
希

望
者
へ
の
安
否

確
認
を
行
う

と
と
も
に
、
地

域
清
掃
ご
み

の
収
集
な
ど

、
地
域
の
美
化

活
動
の
支
援

を
行
う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ

ン
を
管
理

す
る
方
々

の
支
援

を
行
う
と

と
も
に
、

高
齢
化
社

会
に
対

応
し
た
、

持
続
可

能
な
市

民
に
よ
る

管
理
の
仕

組
み
づ
く

り
を
支

援
す
る
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
75
％
以
上
　
▲
：
50
％
以
上
　
×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

・
ご
み
の
適
正
排
出
指
導
に
よ
り
不
適
正
排
出
の
防
止
を
図
っ
た
結
果
、
不
適
正
排
出
件
数
や
個
別
指
導

実
施
件
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
言
え
る
。

・
共
同
住
宅
の
専
用
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化
や
共
用
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
分
散
化
の
推
進
に
よ
り
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
総
数
は
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
１
か
所
当
た
り
の
平
均

利
用
世
帯
数
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
の
排
出
者
責
任
の
意
識
が
高
ま
り
、
不

適
正
排
出
件
数
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
。

・
さ
わ
や
か
収
集
に
つ
い
て
は
、
年
々
収
集
件
数
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
要
望
に
応
じ
た
対
応
が

で
き
て
い
る
。

・
不
適
正
排
出
件
数
や
個
別
指
導
実
施
件
数
は
年
々
減
少
傾
向
だ
が
、
依
然
と
し
て
一
定
数
生
じ
て
い

る
。
不
適
正
排
出
件
数
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
、
継
続
的
に
ご
み
の
適
正
排
出
指
導
の
取
組
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

・
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
さ
わ
や
か
収
集
の
対
象
者
は
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、

収
集
作
業
を
行
う
ご
み
パ
ト
隊
の
業
務
量
が
増
加
す
る
た
め
、
対
象
者
の
増
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

4-
1
-
(
2
)
、
4-
1
-
(
3
)
、
4-
1
-
(
4
)
、
4-
1
-
(
5
)
、
4
-
2
-
(
2
)

清
掃
事
務
所

が
清
掃
を
行

っ
た
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の

延
べ
箇
所
数
　

　
10
6
,6
52
か
所

不
適
正
排
出

開
封
調
査
実

施
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
数
　
　
4
,5
91
件

個
別
指
導
実

施
件
数
　
　

1,
4
01
件

早
期
啓
発
件

数
　

22
件

ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
設
置

数
　
　

56
,
76
7
か
所
（
う
ち

共
同
住
宅
専
用

の
も
の
　
3
0,
80
7か

所
）

さ
わ
や
か
収

集
件
数
　
　

5,
0
62
件

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

「
さ
っ
ぽ
ろ
ご
み
パ
ト
隊
」
に
よ
る
ご
み
の
適
正
排
出
指
導
に
よ
り
不
適
正
排
出
の
防
止
を
図
っ
て
い

く
。
ま
た
、
さ
わ
や
か
収
集
の
対
象
者
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
他
都
市
状
況
等
を
調
査
す
る
な
ど
、

効
率
的
な
運
用
や
手
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

清
掃
事
務
所

が
清
掃
を
行

っ
た
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の

延
べ
箇
所
数
　

　
92
,
49
3か

所
不
適
正
排
出

開
封
調
査
実

施
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
数
　
　
5
,4
94
件

個
別
指
導
実

施
件
数
　
　

1,
5
47
件

早
期
啓
発
件

数
　
　

44
件

ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
設
置

数
　
　

57
,
67
4
か
所
（
う
ち

共
同
住
宅
専
用

の
も
の
　
3
1,
52
8か

所
）

さ
わ
や
か
収

集
件
数
　
　

5,
1
76
件

清
掃
事
務
所

が
清
掃
を
行

っ
た
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の

延
べ
箇
所
数
　

　
81
,
64
2か

所
不
適
正
排
出

開
封
調
査
実

施
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
数
　
　
6
,0
86
件

個
別
指
導
実

施
件
数
　
　

1,
3
55
件

早
期
啓
発
件

数
　
　

65
件

ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
設
置

数
　
　

58
,
37
0
か
所
（
う
ち

共
同
住
宅
専
用

の
も
の
　
3
2,
11
0か

所
）

さ
わ
や
か
収

集
件
数
　
　

5,
0
60
件

清
掃
事
務
所

が
清
掃
を
行

っ
た
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の

延
べ
箇
所
数
　

　
88
,
50
9か

所
不
適
正
排
出

開
封
調
査
実

施
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
数
　
　
6
,5
14
件

個
別
指
導
実

施
件
数
　
　

1,
2
31
件

早
期
啓
発
件

数
　
　

47
件

ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
設
置

数
　
　

59
,
14
6
か
所
（
う
ち

共
同
住
宅
専
用

の
も
の
　
3
2,
78
7か

所
）

さ
わ
や
か
収

集
件
数
　
　

5,
4
92
件

62



【
事
業
の
概
要
】

№
2
2

事
業
名

ご
み
収
集
計
画
費
（
分
別
・
排
出
ル
ー
ル
の
普
及
啓
発
）

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

清
掃
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
件
数

目
標

6
6
,
0
0
0

指
標
２

不
適
正
排
出
開
封
調
査
実
施
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数

目
標

1
9
,
2
8
7

達
成
状
況

◎

所
管
課

業
務
課

関
係
課

循
環
型
社
会
推
進
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
４

市
民
に
対
す
る
支
援
と
普
及
啓
発

　
　
　
施
策
：
中

４
－
３

具
体
的
な
行
動
に
つ
な
げ
る
普
及
啓
発
の
実
施

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
た
普
及
啓
発

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
5
1
,
3
8
5

千
円

内
(
5
1
,
3
8
5
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
4
8
,
0
8
4

千
円

内
(
4
8
,
0
4
8
)

千
円

事
業
費

全
4
9
,
0
8
8

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
4
9
,
0
8
8
)

千
円

意
見
・
提
案
等

事
業
費

全
5
2
,
2
4
6

千
円

内
(
5
2
,
2
4
6
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

家
庭
系
ご
み
の
分
別
・
排
出
ル
ー
ル
等
の
普
及
啓
発
を
行
う
た
め
「
ご
み
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
」
や
「
ご
み
分
け
ガ
イ

ド
」
の
作
成
・
配
布
、
「
ご
み
分
別
ア
プ
リ
」
の
配
信
、
出
前
講
座
「
さ
っ
ぽ
ろ
ク
リ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。
外
国
人
に
対
し
て
は
外
国
語
の
ご
み
分
け
ガ
イ
ド
の
作
成
及
び
ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
配
信
等
を
行
っ
て
い

る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

啓
発
に
よ
り
正
し
い
ご
み
分
別
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
分
別
誤
り
に
よ

り
廃
棄
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
て
い
た
ご
み
が
資
源
ご
み
や
集
団
資
源

回
収
に
排
出
さ
れ
る
た
め
、
本
事
業
に
よ
り
、
ご
み
排
出
量
や
廃
棄
ご

み
量
の
減
量
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
は
、
ご
み
を
排
出
す
る
市
民
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
市

民
に
対
し
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
等
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

・
ご
み
の
適
正
排
出
及
び
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図
る
た
め
、
ご
み
分
け
ガ
イ
ド
、
ご
み
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ク

リ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
ご
み
分
別
ア
プ
リ
な
ど
様
々
な
媒
体
や
施
策
を
通
じ
て
、
普
及
啓
発
を
行
っ
た
。

・
若
い
世
代
に
向
け
て
は
、
令
和
元
年
度
に
、
ご
み
分
別
ア
プ
リ
に
お
い
て
、
集
団
資
源
回
収
の
検
索
画
面
追
加
や
、
分
別
の

検
索
機
能
を
充
実
す
る
改
善
を
行
っ
た
ほ
か
、
外
国
人
市
民
へ
対
応
と
し
て
、
既
存
の
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
に
加
え
て
、

令
和
元
年
度
に
新
た
に
ベ
ト
ナ
ム
語
対
応
の
ご
み
分
け
ガ
イ
ド
を
作
成
し
た
。

・
令
和
３
年
度
に
は
、
令
和
３
年
1
0
月
か
ら
加
熱
式
た
ば
こ
・
電
子
た
ば
こ
の
排
出
ル
ー
ル
の
変
更
に
伴
い
、
ご
み
分
け
ガ
イ

ド
の
改
訂
、
分
か
り
や
す
い
ご
み
分
け
ガ
イ
ド
の
改
訂
、
ご
み
分
別
ア
プ
リ
（
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
対
応
）
の
改
修
を

行
っ
た
。

・
令
和
４
年
度
に
は
、
令
和
４
年
1
0
月
か
ら
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
回
収
方
法
の
変
更
に
伴
い
、
ご
み
分
け
ガ
イ
ド
の
改

訂
、
ご
み
分
別
ア
プ
リ
（
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
対
応
）
の
改
修
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・
令
和
５
年
度
に
は
大
型
ご
み
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
開
始
に
伴
う
ガ
イ
ド
の
改
訂
、
ア
プ
リ
の
回
収
等
を
行
っ
た
。

・
こ
の
よ
う
な
啓
発
を
続
け
た
結
果
、
家
庭
ご
み
の
不
適
正
排
出
開
封
調
査
実
施
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
が
減
少
し
て
お
り
、
本
事

業
の
効
果
は
出
て
い
る
と
考
え
る
。

ご
み
排
出
マ
ナ
ー
改
善
に
向
け
て
市
の
取
組
の
一
つ
で
あ
る
出
前
講
座
（
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾝ
ﾐ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
）
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
多
人
数
が
集
ま
る
形
式
で
開
催
す
る
こ
と
を
避
け
る
町
内
会
が
多
く
、
開
催
回
数
が
減
少
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
、
徐
々
に
回
復
傾
向
に
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
比
べ
る
と
開
催
回
数
が
少
な
い
。

4
-
2
-
(
1
)
、
4
-
3
-
(
5
)

清
掃
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
件
数
　
6
7
,
4
0
4
件

（
主
な
問
い
合
わ
せ
内
容
及
び
件
数
：
分
別
に
関
す
る
こ
と
　
2
8
,
5
8
2
件
、
大
型
ご
み
に
関
す
る
こ
と
　

7
,
1
0
8
件
、
収
集
日
の
問
い
合
わ
せ
　
6
,
9
6
4
件
）

不
適
正
排
出
開
封
調
査
実
施
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
　
4
,
5
9
1
箇
所
（
※
）

ｸ
ﾘ
ｰ
ﾝ
ﾐ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
開
催
回
数
　
8
5
回
（
※
）
（
参
加
者
数
：
　
5
,
5
5
6
人
）

※
令
和
元
年
度
か
ら
数
値
が
減
少
し
た
理
由
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
伴
う
措
置
に
よ
る

も
の
。

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

・
引
き
続
き
、
市
民
に
分
か
り
や
す
い
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
等
の
周
知
方
法
の
検
討
を
行
い
、
現
在
の
事
業
内
容
を
継
続

す
る
。

・
ま
た
、
出
前
講
座
に
お
い
て
は
、
開
催
出
来
な
い
場
合
で
も
ご
み
排
出
マ
ナ
ー
が
認
知
さ
れ
る
よ
う
な
別
の
啓
発
手
法
を
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

清
掃
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
件
数
　
6
6
,
3
4
0
件

（
主
な
問
い
合
わ
せ
内
容
及
び
件
数
：
分
別
に
関
す
る
こ
と
　
3
0
,
9
3
9
件
、
大
型
ご
み
に
関
す
る
こ
と
　

7
,
5
3
1
件
、
収
集
日
の
問
い
合
わ
せ
　
6
,
8
6
7
件
）

不
適
正
排
出
開
封
調
査
実
施
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
　
5
,
4
9
4
箇
所

ｸ
ﾘ
ｰ
ﾝ
ﾐ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
開
催
回
数
　
1
3
4
回
（
参
加
者
数
：
　
7
,
7
6
5
人
）

Ｒ
5

清
掃
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
件
数
　
5
5
,
0
3
9
件

（
主
な
問
い
合
わ
せ
内
容
及
び
件
数
：
分
別
に
関
す
る
こ
と
　
2
4
,
6
1
6
件
、
大
型
ご
み
に
関
す
る
こ
と
　

5
,
9
7
3
件
、
収
集
日
の
問
い
合
わ
せ
　
5
,
1
8
2
件
）

不
適
正
排
出
開
封
調
査
実
施
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
　
6
,
0
8
6
箇
所

ｸ
ﾘ
ｰ
ﾝ
ﾐ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
開
催
回
数
　
2
0
0
回
（
参
加
者
数
：
　
1
1
,
7
3
8
人
）

・
　
多
様
な
価
値
観
を
有
す
る
人
々
と
ご
み
出
し
マ
ナ
ー
と
い
う
問
題
は
、
終
わ
り
の
な
い
問
題
と

　
言
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
継
続
的
に
、
我
慢
強
く
対
策
を
行
っ
て
い
く
他
、
若
者
の
意
見
を
反
映

　
さ
せ
た
よ
う
な
新
た
な
や
り
方
が
な
い
か
と
思
う
。

・
　
賃
貸
が
多
い
地
域
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
印
象
が
あ
り
、
引
き
続

　
き
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

・
　
ご
み
出
し
ル
ー
ル
の
向
上
の
た
め
に
、
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
を
持
た
せ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
や
人
の
顔
、
目
の
よ
う
な
も
の
を
掲
示
す
る
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ご
み
ス

　
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
掲
示
は
、
比
較
的
安
価
で
で
き
る
と
思
う
の
で
、
試
し
て
み
て
は
。

Ｒ
6

清
掃
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
件
数
　
5
1
,
4
4
9
件

（
主
な
問
い
合
わ
せ
内
容
及
び
件
数
：
分
別
に
関
す
る
こ
と
　
2
3
,
5
2
9
件
、
大
型
ご
み
に
関
す
る
こ
と
　

5
,
6
4
7
件
、
収
集
日
の
問
い
合
わ
せ
　
5
,
0
6
1
件
）

不
適
正
排
出
開
封
調
査
実
施
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
　
6
,
5
1
4
箇
所

ｸ
ﾘ
ｰ
ﾝ
ﾐ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
開
催
回
数
　
1
9
6
回
（
参
加
者
数
：
　
1
1
,
7
9
5
人
）
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【
事
業
の
概
要
】

№
23

事
業
名

ご
み
収
集
計
画
費
（
市
外
か
ら
の
転
入
者
等
へ
の
啓
発
）

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

－

所
管
課

業
務
課

関
係
課

循
環
型
社
会
推
進
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
４

市
民
に
対
す
る
支
援
と
普
及
啓
発

　
　
　
施
策
：
中

４
－
３

具
体
的
な
行
動
に
つ
な
げ
る
普
及
啓
発
の
実
施

　
　
　
　
施
策
：
小

(2
)

市
外
か
ら
の
転
入
者
に
対
す
る
普
及
啓
発

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

4-
1-
(3
)

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
51
,3
85

千
円

内
(5
1,
38
5)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
48
,0
48

千
円

内
(4
8,
04
8)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
49
,0
88

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(4
9,
08
8)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
52
,2
46

千
円

内
(5
2,
24
6)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R3
～
R6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

市
外
や
区
外
か
ら
転
入
す
る
市
民
へ
の
ご
み
排
出
ル
ー
ル
及
び
収
集
日
の
周
知
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
転
入
手
続
が
繁
忙

期
を
迎
え
る
３
月
末
に
、
各
区
役
所
に
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
。
ま
た
、
大
学
お
よ
び
専
門
学
校
の
新
入
学
時
期
に
合
わ

せ
て
、
ご
み
出
し
ル
ー
ル
等
の
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
う
。
併
せ
て
、
不
動
産
関
係
団
体
等
で
構
成
す
る
札
幌
市
共
同

住
宅
ご
み
排
出
マ
ナ
ー
改
善
対
策
連
絡
協
議
会
（
マ
ナ
ー
協
議
会
）
の
関
係
団
体
と
連
携
し
た
取
組
も
行
っ
て
い
く
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

啓
発
に
よ
り
正
し
い
ご
み
分
別
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
分
別
誤
り

に
よ
り
廃
棄
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
て
い
た
ご
み
が
資
源
ご
み
や

集
団
資
源
回
収
に
排
出
さ
れ
る
た
め
、
本
事
業
に
よ
り
、
ご
み
排

出
量
や
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。

区
役
所
で
の
ご
み
分
け
ガ
イ
ド
の
配
架
や
市
外
や
区
外
か
ら
転
入
す
る
市
民
向
け
に
臨
時
の
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
な
ど

の
取
組
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ご
み
排
出
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
ず
不
適
正
排
出
と
な
ら
な
い
よ
う
、
大
学
や
専
門
学

校
、
不
動
産
関
係
団
体
等
（
マ
ナ
ー
協
議
会
）
と
連
携
し
、
ご
み
排
出
マ
ナ
ー
改
善
に
向
け
た
取
組
も
継
続
し
て
い
く
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

市
外
や
区
外
か
ら
転
入
す
る
市
民
へ
の
ご
み
排
出
ル
ー
ル
及
び
収
集
日
の
周
知
な
ど
の
た
め
、
各
区
役
所
に
相
談
窓
口
を

開
設
を
し
た
。
な
お
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
か
ら
、
「
転

入
者
向
け
家
庭
ご
み
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
」
の
開
設
を
中
止
し
、
各
区
役
所
に
転
入
者
向
け
の
家
庭
ご
み
普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー

の
掲
出
を
行
い
、
啓
発
に
努
め
た
。

ま
た
、
転
出
入
者
の
多
い
共
同
住
宅
等
へ
の
対
応
と
し
て
、
集
団
資
源
回
収
に
共
同
住
宅
入
居
者
が
参
加
で
き
る
よ
う
、

平
成
3
0年

度
か
ら
清
掃
事
務
所
が
町
内
会
と
共
同
住
宅
所
有
者
等
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
中
で
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
違
反
排
出
抑
制
や
分
別
意
識
の
向
上
へ
つ
な
げ
る
取
組
を
始
め
た
こ
と
で
、
ご
み
の
排
出
マ
ナ
ー
改
善
に
寄
与
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

上
記
の
と
お
り
、
通
常
の
広
報
に
加
え
て
、
周
知
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
定
の
効
果
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
、
転
入
者
へ
の
普
及
啓
発
を
停
滞
さ
せ
な
い
効
果
的
な
手
法
を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

９
月
に
第
12
回
協
議
会

を
開
催

。
た
だ
し

、
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

感
染
症

の
感
染

拡
大
防
止

の
観
点

か
ら
、

郵
送
や
メ

ー
ル
に

て
情
報
を
提
供
す
る
非
対
面
式
で
の
書
面
開
催
。
情
報
提
供
の
内
容
と
し
て
、
10
月
か
ら
の
排
出
ル
ー
ル
の
変
更
（
筒
形
乾
電
池
、
加

熱
式
・
電
子
た
ば
こ
等
）
に
つ
い
て
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
る
マ
ス
ク
の
捨
て
方
に
関
す
る
資

料
等
に
つ
い
て
周
知
し
た
。

新
入
生
チ
ラ
シ
配
布
実
績
：
大
学
24
校
　
専
門
学
校
75
校
　
配
布

枚
数
17
,1
75
枚

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

毎
年
６
万
人
を
超
え
る
転
入
者
が
い
る
中
で
、
転
入
者
に
対
し
本
市
の
正
し
い
分
別
ル
ー
ル
を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

引
き
続
き
効
果
的
な
周
知
方
法
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
不
動
産
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
正
し
い
分
別
ル
ー
ル

の
周
知
、
ご
み
の
排
出
マ
ナ
ー
の
改
善
を
図
り
た
い
。

３
月
に
第
13
回
協
議
会

を
開
催

。
昨
年
度

に
引
き

続
き
、

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感

染
症
の
感

染
拡
大

防
止
の

観
点
か
ら

、
メ
ー

ル
に
て
情
報
を
提
供
す
る
非
対
面
式
で
の
書
面
開
催
。
情
報
提
供
の
内
容
と
し
て
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
使
用
し
た
家
電
製
品
の

排
出
方
法
、
集
団
資
源
回
収
の
利
用
促
進
等
に
つ
い
て
周
知
し
た
。

新
入
生
チ
ラ
シ
配
布
実
績
：
大
学
24
校
　
専
門
学
校
75
校
　
配
布

枚
数
17
,2
65
枚

令
和
６
年
３
月
に
第
１
４
回
協
議
会
を
開
催
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
書
面
開
催
。

集
団
資
源
回
収
の
利
用
方
法
等
に
係
る
資
料
、
共
同
住
宅
専
用
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
状
況
な
ど
を
メ
ー
ル
に
て
情
報
提
供
し

た
。

新
入
生
チ
ラ
シ
配
布
実
績
：
大
学
24
校
（
※
）
　
専
門
学
校
69
校
（
※
）
　
配
布
枚
数
15
,9
20
枚

※
う
ち
デ
ー
タ
で
の
提
供
大
学
2校

、
専
門
学
校
2
校

令
和
７
年
３
月
に
第
１
５
回
協
議
会
を
開
催
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
書
面
開
催
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
使
用
製
品
適
正
排
出
に
係
る
資
料
、
共
同
住
宅
専
用
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
状
況
な
ど
を
メ
ー
ル
に
て
情

報
提
供
し
た
。

新
入
生
チ
ラ
シ
配
布
実
績
：
大
学
23
校
（
※
）
　
専
門
学
校
70
校
（
※
）
　
配
布
枚
数
12
,3
80
枚

※
う
ち
デ
ー
タ
で
の
提
供
大
学
3校

、
専
門
学
校
3
校
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【
事
業
の
概
要
】

№
2
4

事
業
名

家
庭
ご
み
収
集
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

目
標

－

指
標
２

目
標

－
達
成
状
況

－

所
管
課

業
務
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
６

清
掃
事
業
の
最
適
化
と
安
全
・
安
心
な
体
制
の
構
築

　
　
　
施
策
：
中

６
－
１

収
集
・
処
理
業
務
の
最
適
化

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

効
率
的
な
収
集
業
務
の
推
進

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
4
,
1
2
4
,
3
3
7

千
円

内
(
4,
12
4,
33
7)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
4
,
2
8
8
,
2
6
9

千
円

内
(
4,
28
8,
26
9)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
4
,
3
3
6
,
1
0
5

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
4,
33
6,
10
5)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
4
,
4
2
8
,
6
1
8

千
円

内
(
4,
42
8,
61
8)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

分
別
区
分
に

従
っ
て
排

出
さ
れ
る
燃

や
せ
る
ご

み
、
燃
や
せ

な
い
ご
み

、
び
ん
・
缶

・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
容

器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク

、
雑
が
み

、
枝
・
葉
・
草

、
大
型
ご

み
を
収
集
す

る
。
ま
た

、
「
×
シ
ー
ル
」
が
貼
ら
れ
た
ま
ま
持
ち
帰
ら
れ
な
い
ご
み
や
町
内
清
掃
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た

ご
み
等
（
地

域
清
掃
ご

み
）
を
収
集

す
る
。
燃

や
せ
る
ご
み

等
は
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
収

集
を
実
施

し
て
い
る
が

、
「
大
型

ご
み
」
は
事

前
申
し
込

み
制
に
よ
る
戸

別
収
集
を

実
施
し
て
い

る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
市
民
の
生
活

環
境
を
維

持
す
る
た
め

、
一
般
家

庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
ご

み
を
分
別
区

分
に
応
じ

て
収
集
し
、

清
掃
工
場

や
選
別
施
設

に
搬
入
す

る
。
ま
た
、

災
害
時
の

収
集
体
制
も

踏
ま
え
た

安
定
的
な
収

集
体
制
を

確
保
す
る
一

方
で
、
よ

り
効
率
的
な

収
集
体
制

に
つ
い
て
も

検
討
し
て

い
く
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
75
％
以
上
　
▲
：
50
％
以
上
　
×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

収
集
作
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
半
年
ご
と
に
、
経
常
的
に
配
車
し
て
い
る
車
両
に
つ
い
て
台
数
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ご
み
量
や
処
理
施
設
へ
の
搬
入
時
間
を
考
慮
し
て
臨
時
に
委
託
の
車
両
を

借
り
上
げ
る
等
、
市
民
生
活
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
収
集
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

ご
み
量
や
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
の
変
動
に
応
じ
て
収
集
効
率
が
変
化
す
る
た
め
、
経
常
配
車
の
見
直
し
に
お

い
て
は
、
各
エ
リ
ア
の
分
別
区
分
ご
と
に
収
集
作
業
の
完
了
時
刻
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
効
率
的
な
配

車
台
数
に
な
る
よ
う
に
増
車
や
減
車
を
検
討
し
て
い
る
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
小
規
模
化
に
よ
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
増
加
や
狭
隘
路
に
面
し
た
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
増
加
に
よ
り
、
収
集
効
率
が
低
下
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
効
率
化
が
必
要
と
な
る
。

収
集
ご
み
量
：

38
9,
38
4.
0
5
ｔ

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

数
：
5
6,
76
7ヵ

所
大
型
ご
み
収
集
件
数

（
収
集
世
帯
数
）

：
35
3
,1
67
件

年
間
延
べ
稼
働
台
数

58
,6
4
6台

（
年
間
総
稼
働
日
数
2
59
日
、
一
日
あ
た
り
22
6.
4台

/
日
）
※
経
常
配
車
の
み

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

ご
み
量
や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
の
変
動
な
ど
、
家
庭
ご
み
の
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
効
率
的
な
収
集
を

行
う
た
め
に
、
定
期
的
な
配
車
台
数
の
見
直
し
等
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
い
方
法

を
目
指
す
た
め
に
、
今
後
の
技
術
革
新
や
他
都
市
の
事
例
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
う
な
ど
の
調
査
研
究

を
進
め
て
い
く
。

収
集
ご
み
量
：

38
1,
21
6.
0
7
ｔ

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

数
：
5
7,
67
4ヵ

所
大
型
ご
み
収
集
件
数

（
収
集
世
帯
数
）

：
36
9
,2
40
件

年
間
延
べ
稼
働
台
数

58
,2
1
6台

（
年
間
総
稼
働
日
数
2
59
日
、
一
日
あ
た
り
22
4.
7台

/
日
）
※
経
常
配
車
の
み

収
集
ご
み
量
：

36
6,
89
6.
2
5
ｔ

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

数
：
5
8,
37
0ヵ

所
大
型
ご
み
収
集
件
数

（
収
集
世
帯
数
）

：
35
9
,9
55
件

年
間
延
べ
稼
働
台
数

58
,4
3
3台

（
年
間
総
稼
働
日
数
2
59
日
、
一
日
あ
た
り
22
5.
6台

/
日
）
※
経
常
配
車
の
み

収
集
ご
み
量
：

35
8,
00
3.
1
ｔ

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

数
：
5
9,
14
6ヵ

所
大
型
ご
み
収
集
件
数

（
収
集
世
帯
数
）

：
40
8
,3
09
件

年
間
延
べ
稼
働
台
数

58
,9
7
3台

（
年
間
総
稼
働
日
数
2
59
日
、
一
日
あ
た
り
22
7.
7台

/
日
）
※
経
常
配
車
の
み
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【
事
業
の
概
要
】

№
2
5

事
業
名

清
掃
車
両
等
購
入
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

ご
み
収
集
車
両
更
新
台
数

目
標

－

指
標
２

そ
の
他
車
両
更
新
台
数

目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

業
務
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
４

収
集
・
処
理
に
お
け
る
環
境
へ
の
配
慮

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

ご
み
収
集
作
業
に
お
け
る
環
境
負
荷
の
低
減

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
1
1
6
,
0
0
0

千
円

内
(
1
1
6
,
0
0
0
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
1
2
5
,
0
0
0

千
円

内
(
1
2
5
,
0
0
0
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
4
2
,
0
0
0

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
4
2
,
0
0
0
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
2
1
3
,
0
0
0

千
円

内
(
2
1
3
,
0
0
0
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

ご
み
収
集
作
業
の
安
全
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
円
滑
な
作
業
を
推

進
す
る
た
め
、
ご
み
収
集
車
両
等

の
計
画
的
な
更
新
を
実
施
す
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
ご
み
収
集
作
業
を
安

全
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
清
掃
車
両
の
老
朽
化
の
度
合
い
や
購
入
費
用
の
平

準
化
を
勘
案
し
な
が

ら
安

定
的
か
つ
計
画
的
に

車
両
更
新
を
行
う
と
と
も
に
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
車
両
選
定
を
進
め
て
い
く
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

清
掃
車
両
の
老
朽
化
の
度
合
い
や
購
入
費
用
の
平
準
化
を
勘
案
し
な
が
ら
、
安
定
的
か
つ
計
画
的
に
車

両
更
新
を
行
う
と
と
も
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
車
両
の
更
新
を
進
め
て
い
る
。

計
画
的
な
車
両
更
新
の
実
施
に
よ
り
、
安
定
し
た
収
集
体
制
の
確
保
と
併
せ
て
環
境
に
配
慮
し
た
次
世

代
自
動
車
の
導
入
に
努
め
た
。

車
両
更
新
計
画
の
と
お
り
、
ご
み

収
集
車
６
台
（

4
WD
車
３
台
、

2W
D
車
３
台
）
、
そ
の
他
車
両
１
台
に

つ
い
て
更
新
を
行
っ
た
。
　

次
世
代
車
両
：

7
台
　
　
全
体
に
占
め
る
割
合
（
％

）
：

6
5

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事

業
目
標
の
設
置
）

今
後
も
引
き
続
き
、
収
集
体
制
の
確
保
及
び
環
境
に
配
慮
し
た
次
世
代
自
動
車
の
導
入
等
、
安
定
的
か

つ
計
画
的
に
車
両
更
新
を
進
め
て
い
く
。

車
両
更
新
計
画
の
と
お
り
、
ご
み

収
集
車
６
台
（

4
WD
車
６
台
）

、
そ
の
他

車
両
５
台

に
つ
い
て
更

新
を

行
っ
た
。
　

次
世
代
車
両
：

1
1
台
　

　
全
体
に

占
め
る
割
合

（
％
）
：

7
0

納
期
の
長
期
化
に
伴
い
、
年
度
内

に
納
車
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な

り
、
車
両
更
新
計
画
の
と
お
り
更

新
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ご
み
収
集

車
０
台
、
そ
の
他
車
両
１
台
に
つ

い
て
更
新
を
行
っ
た
。

次
世
代
車
両
：
１
台
　
　
全
体
に

占
め
る
割
合
（
％
）
：

70

前
年
度
予
算
を
繰
越
し
、
例
年
よ

り
多
い
台
数
を
更
新
し
た
が
、
車

両
価
格
の
高
騰
に
よ
り
車
両
更
新

計
画
の
と
お
り
更
新
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
ご
み
収
集
車
８
台
、
そ
の

他
車
両
６
台
に
つ
い
て
更
新
を
行

っ
た
。
次
世
代
車
両
：
８
台
　
全
体
に
占
め
る
割
合
（
％
）
：
8
8
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【
事
業
の
概
要
】

№
2
6

事
業
名

清
掃
計
画
費
　
（
一
時
多
量
ご
み
の
対
応
）

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

目
標

－

指
標
２

目
標

－
達
成
状
況

－

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

事
業
廃
棄
物
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
４

市
民
に
対
す
る
支
援
と
普
及
啓
発

　
　
　
施
策
：
中

４
－
２

高
齢
者
等
へ
の
対
応

　
　
　
　
施
策
：
小

(
3
)

大
量
に
排
出
さ
れ
る
ご
み
へ
の
対
応

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
2
5
,
6
8
8

千
円

内
(
0
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
2
9
,
9
7
8

千
円

内
(
0
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
2
4
,
4
2
6

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
0
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
2
4
,
1
5
5

千
円

内
(
0
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

・
家
庭
系
の
一
時
多
量
ご
み
の
収

集
運
搬
は
、
本
市
に
お
い
て
は
唯

一
の
許
可
業
者
で
あ
る
札
幌
市
環

境
事
業
公
社

（
以
下
「
公
社
」
と
い
う
）
し
か

行
え
な
い
。
今
後
、
超
高
齢
化
社

会
が
進
行
す
る
中
で
の
生
前
整
理

・
遺
品
整
理

に
伴
う
一
時
多
量
ご
み
の
件
数
増

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
対
応

を
調
査
・
研
究
す
る
。

・
高
齢
者
に
対
す
る
効
果
的
な
２

Ｒ
の
啓
発
方
法
を
検
討
す
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
・
整
理
を
す
る
物
が
必
要
以
上
に

増
え
な
い
よ
う
、
高
齢
者
の
２
Ｒ

の
意
識
向
上
を
図
る
。

・
一
時
多
量
ご
み
の
件
数
が
増
え

た
場
合
に
も
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
て
お
く
。

事
業
の
指

標

札
幌
市
環
境
事
業
公
社
に
お
け
る

対
応
件
数
（
件

/
年
）

大
量
ご
み
に
関
す
る
市
民
か
ら
の

苦
情
件
数
（
件

/
年
）

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

・
公
社
か
ら
の
聞
き
取
り
で
は
、
公
社
へ
の
依
頼
主
は
片
付
け
業
者
が
多
く
、
生
活
保
護
世
帯
分
も
含

め
る
と
約
8
割
強
と
な
っ
て
い
る
。
片
付
け
業
者
が
間
に
入
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
収
集
運
搬
が

で
き
て
お
り
、
引
越
し
シ
ー
ズ
ン
な
ど
の
繁
忙
期
を
除
き
、
収
集
日
が
特
別
に
遅
く
な
る
こ
と
は
な
い

状
況
。

・
公
社
も
依
頼
件
数
に
応
じ
て
、
収
集
体
制
を
強
化
し
て
お
り
、
ま
た
、
片
付
け
業
者
な
ど
の
紹
介
を

求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
対
応
で
き
る
業
者
を
紹
介
し
て
い
る
。

・
市
民
か
ら
の
苦
情
も
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
。

・
高
齢
者
に
対
す
る
２
Ｒ
の
啓
発
は
、
別
な
事
業
（
ご
み
減
量
推
進
推
進
費
）
で
実
施
。

・
一
時
多
量
ご
み
の
件
数
は
、
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
公
社
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
体
制
を
強
化
し
て

お
り
、
ま
た
、
す
で
に
片
付
け
業
者
な
ど
が
間
に
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
十
分
機
能
し
て
い
る
と
判
断

で
き
る
。

・
公
社
で
は
対
応
で
き
な
い
件
数
の
依
頼
が
集
中
し
た
場
合
の
収
集
体
制
を
ど
う
す
る
か
が
課
題
。

・
高
齢
者
に
対
す
る
２
Ｒ
の
啓
発
は
、
継
続
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
件
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら

公
社
に
収
集
体
制
の
強
化
と
市
民

に
分
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
を
依
頼
。

・
公
社
対
応
件
数
　
3
,
1
1
3
件

/年
・
ス
リ
ム
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

「
元
気
な
う
ち
に
３
Ｒ
で
お
片
付

け
」
を
開
催

　
※
別
の
事
業
（
ご
み
減
量
推
進

費
）
で
実
施

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

・
公
社
の
対
応
状
況
を
毎
年
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
公
社
に
体
制
強
化
を
依
頼
す
る
。

・
公
社
か
ら
体
制
強
化
が
難
し
い
と
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
他
の
収
集
方
法
な
ど
対
策
を
検
討
す

る
。

・
高
齢
者
の
ご
み
に
係
る
情
報
取
得
手
段
に
つ
い
て
は
、
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
・
ご
み
分
け
ガ
イ
ド
の

他
に
も
、
広
報
さ
っ
ぽ
ろ
・
ご
み
分
別
ア
プ
リ
を
用
い
て
い
る
場
合
が
比
較
的
多
い
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
広
報
手
段
も
含
め
て
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

・
件
数
増
加
の
た
め
、
令
和
４
年

12
月
に
収
集

車
を
増
車

（
約

4
台
→
約
5
台
/
平
日
）

・
公
社
対
応
件
数
　
4
,
0
4
9
件

/年
・
ス
リ
ム
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

「
元
気
な
う
ち
に
３
Ｒ
で
お
片
付

け
」
を
開
催

　
※
別
の
事
業
（
ご
み
減
量
推
進

費
）
で
実
施

・
収
集
業
者
（
札
幌
市
環
境
事
業

公
社
）
の
状
況
調
査

・
公
社
対
応
件
数
　
4
,
6
7
1
件

/年
・
ス
リ
ム
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

「
元
気
な
う
ち
に
３
Ｒ
で
お
片
付

け
」
を
開
催

　
※
別
の
事
業
（
ご
み
減
量
推
進

費
）
で
実
施

・
収
集
業
者
（
札
幌
市
環
境
事
業

公
社
）
の
状
況
調
査

・
公
社
対
応
件
数
　
4
,
7
5
8
件

/年
・
ス
リ
ム
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

「
元
気
な
う
ち
に
３
Ｒ
で
お
片
付

け
」
を
開
催

　
※
別
の
事
業
（
ご
み
減
量
推
進

費
）
で
実
施
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【
事
業
の
概
要
】

№
2
7

事
業
名

清
掃
計
画
費
（
市
役
所
に
お
け
る
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
）

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

ー
ー

事
業
の
目
的
・
目
標

市
が
率
先
し
て
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

○

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
３

事
業
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

　
　
　
施
策
：
中

３
－
３

市
に
よ
る
率
先
し
た
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
行
動

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

市
庁
舎
等
に
お
け
る
ご
み
減
量
化
運
動
の
推
進

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
2
5
,
6
6
8

千
円

内
(
0
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
2
9
,
9
7
8

千
円

内
(
0
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
2
4
,
4
2
6

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
0
)

千
円

意
見
・
提
案
等

・
紙
の
使
用
量
削
減
を
事
業
所
に
示
す
に
あ
た
り
、
市
役
所
が
率
先
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

Ｒ
６

事
業
費

全
2
4
,
1
5
5

千
円

内
(
0
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

市
役
所
も
１
つ
の
事
業
者
と
し
て

、
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に

取
り
組
む
た
め
の
活
動
を
行
う
。

①
市
役
所
本
庁
舎
の
ご
み
量
の
公

表
を
検
討

②
市
役
所
事
務
室
に
お
け
る
ご
み

減
量
に
つ
い
て
検
討

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

・
エ
コ
バ
ッ
グ
シ
ェ
ア
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に
よ
り
、
職
員
の
レ
ジ
袋
の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
が
、
そ
れ

以
外
に
は
大
き
な
取
組
は
で
き
て
い
な
い
。

・
市
役
所
の
多
く
の
部
署
で
紙
製
の
窓
付
き
封
筒
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
。

・
事
務
室
に
お
け
る
ご
み
減
量
の
取
組
は
難
し
い
が
、
エ
コ
バ
ッ
グ
シ
ェ
ア
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
紙
製

の
窓
付
き
封
筒
の
利
用
は
、
そ
の
第
一
歩
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
の

取
組
が
出
来
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
取
組
が
課
題
で
あ
る
。

・
市
役
所
本
庁
舎
の
ご
み
量
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
。

・
市
役
所
職
員
に
対
し
、
レ
ジ
袋

削
減
を
呼
び
か
け
、
か
つ
、
本
庁

舎
に
職
員
が
誰
で
も
利
用
で
き
る

エ
コ
バ
ッ
グ
シ
ェ
ア
コ
ー
ナ
ー
の
利

用
を
推
進
。

・
窓
部
分
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で

は
な
く
紙
製
の
窓
付
き
封
筒
の
利

用
を
推
進
。

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

・
市
役
所
本
庁
舎
の
ご
み
量
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
確
認
す
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
の
更
新
を
行
っ
て

い
く
。

・
事
務
室
に
お
け
る
ご
み
減
量
の
取
組
を
検
討
し
て
実
施
に
つ
な
げ
る
。

・
市
役
所
本
庁
舎
の
ご
み
量
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
。

・
市
役
所
職
員
に
対
し
、
レ
ジ
袋

削
減
を
呼
び
か
け
、
か
つ
、
本
庁

舎
に
職
員
が
誰
で
も
利
用
で
き
る

エ
コ
バ
ッ
グ
シ
ェ
ア
コ
ー
ナ
ー
の
利

用
を
推
進
。

・
窓
部
分
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で

は
な
く
紙
製
の
窓
付
き
封
筒
の
利

用
を
推
進
。

・
市
役
所
本
庁
舎
の
ご
み
量
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
。

・
市
役
所
職
員
に
対
し
、
レ
ジ
袋

削
減
を
呼
び
か
け
、
か
つ
、
本
庁

舎
に
職
員
が
誰
で
も
利
用
で
き
る

エ
コ
バ
ッ
グ
シ
ェ
ア
コ
ー
ナ
ー
の
利

用
を
推
進
。

・
窓
部
分
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で

は
な
く
紙
製
の
窓
付
き
封
筒
の
利

用
を
推
進
。

・
市
役
所
本
庁
舎
の
ご
み
量
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
。

・
市
役
所
職
員
に
対
し
、
レ
ジ
袋

削
減
を
呼
び
か
け
、
か
つ
、
本
庁

舎
に
職
員
が
誰
で
も
利
用
で
き
る

エ
コ
バ
ッ
グ
シ
ェ
ア
コ
ー
ナ
ー
の
利

用
を
推
進
。

・
窓
部
分
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で

は
な
く
紙
製
の
窓
付
き
封
筒
の
利

用
を
推
進
。
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【
事
業
の
概
要
】

№
2
8

事
業
名

家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
管
理
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

家
庭
用
指
定
ご
み
袋
製
造
枚
数
（
供
給
状
況
の
安
定
性
）

目
標

－

指
標
２

減
免
ご
み
袋
引
換
券
の
発
行
件
数

目
標

－
達
成
状
況

－

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

業
務
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
６

清
掃
事
業
の
最
適
化
と
安
全
・
安
心
な
体
制
の
構
築

　
　
　
施
策
：
中

６
－
２

ご
み
処
理
費
手
数
料
の
効
率
的
な
運
用

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

家
庭
ご
み
処
理
手
数
料

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３ 事

業
費

全
6
3
7
,
8
6
2

千
円

内
(
6
3
7
,
8
6
2
)

千
円

Ｒ
４ 事

業
費

全
6
2
6
,
9
3
3

千
円

内
(
6
2
6
,
9
3
3
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
6
9
8
,
9
2
0

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
6
9
8
,
9
2
0
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
6
9
9
,
2
6
2

千
円

内
(
6
9
9
,
2
6
2
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

①
有
料
指
定
ご
み
袋
の
管
理
と
家

庭
ご
み
処
理
手
数
料
の
収
納
管
理

②
家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
減
免
事

務
③
公
共
の
場
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
な
ど
で
使
用
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
袋
の
管
理

④
家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
の
調
査

研
究

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

燃
や
せ
る
ご
み
と
燃
や
せ
な
い
ご
み
は
有
料
で
あ

り
、
そ
の
他
資
源
物
は
無
料
に
な
る
こ
と
か
ら
、

ご
み
の
分
別
の
動
機
付
け
と
な
り
、
廃
棄
ご
み
量

の
減
量
に
寄
与
し
て
い
る
。

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進

や
ご
み
排
出
量
に
応
じ
た
手
数
料

負
担
の
公
平
化
を
目
的
に
導
入
さ

れ
た
家
庭
ご
み
有
料
化
制
度
の
安
定

的
な
運
営

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

・
指
定
ご
み
袋
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
の
安
定
供
給
は
、
問
題
な
く
実
施
で
き
た
。

・
家
庭
ご
み
有
料
化
（
H
2
1
）
で
減
量
し
た
ご
み
量
に
つ
い
て
、
大
き
く
増
え
る
こ
と
な
く
、
R
6
ま
で
ほ

ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
有
料
化
の
効
果
は
持
続
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

・
市
民
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
、
指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て
は
半
数
以
上
が
不
便
な
し
と
の
回
答
。
ま

た
、
１
か
月
あ
た
り
の
負
担
額
に
つ
い
て
も
制
度
開
始
当
初
に
想
定
し
て
い
た
金
額
（
5
0
0
円
未
満
）
と

な
っ
て
お
り
、
市
民
に
と
っ
て
過
度
な
負
担
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

・
定
期
的
に
他
自
治
体
の
状
況
を
調
査
し
、
近
隣
市
と
の
均
衡
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

・
指
定
ご
み
袋
の
安
定
供
給
は
出
来
た
が
、
今
後
、
石
油
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
製
造
価
格
の
上
昇

に
よ
り
、
経
費
が
増
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
H
2
1
に
開
始
し
た
家
庭
ご
み
有
料
化
制
度
に
よ
り
、
ご
み
減
量
が
進
み
、
そ
れ
以
後
、
H
2
2
か
ら
R
6
ま

で
の
1
人
1
日
当
た
り
の
廃
棄
ご
み
量
は
、
大
き
く
増
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
有
料
化
に
よ
る
減
量
の

効
果
は
持
続
し
て
い
る
と
考
え
る
。

○
市
民
意
識
調
査

・
家
庭
の
１
か
月
あ
た
り
の
ご
み

処
理
手
数
料
　
約
9
0
％
が

50
0
円
未
満

・
公
平
な
ル
ー
ル
か
ど
う
か
　
　

　
　
　
　
　
　
約
8
0
％
が
公
平
な
ル
ー
ル
と
思
う

・
指
定
ご
み
に
つ
い
て
不
便
を
感

じ
る
点
　
　
　
料
金
が
高
い
　
約

31
％
　
不
便

な
し
　
約

50
％

○
他
自
治
体
の
調
査
（

R4
.
4
か
ら

）
　
恵
庭
市
　
燃
や
せ
る
ご
み
　
　

2円
→

3円
/
L
　
室
蘭
市

可
燃
・
不

燃
共
通
　
2
円
→

3円
/
L

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事

業
目
標
の
設
置
）

・
引
き
続
き
指
定
ご
み
袋
の
安
定
供
給
に
努
め
る
。

・
道
内
他
自
治
体
に
お
い
て
は
、
R
7
年
度
に
指
定
ご
み
袋
の
料
金
改
定
を
行
う
予
定
の
自
治
体
や
、
従

前
か
ら
札
幌
市
よ
り
も
高
い
料
金
を
設
定
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
2
円
/
Ｌ
の

ご
み
減
量
効
果
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
。

○
他
自
治
体
の
調
査
（
R
6
.
4
か
ら
変
更
予
定
自
治
体
）

　
北
広
島
市
　
可
燃
・
不
燃
　
2
円
→
3
円
/
L

（
R6
に
収

集
を
週

2
回
→
5
回
へ
変

更
等
と
同
時
に
生
ご
み
以

外
の
可

燃
ご
み
を

3
円
に

値
上
げ
予

定
）

○
市
民
意
識
調
査

・
家
庭
の
１
か
月
あ

た
り
の
ご
み
処
理
手
数
料
　
約

90
％
が
50
0
円
未
満

・
公
平
な
ル
ー
ル
か

ど
う
か
　
　
　
　
　
　
　
　
約

80
％
が
公
平
な
ル
ー
ル

と
思
う

・
指
定
ご
み
に
つ
い

て
不
便
を
感
じ
る
点
　
　
　
料
金
が
高
い
　
約
3
0％

　
不
便
な
し
　
約
5
5％

○
他
自
治
体
の
調
査

（
R
6.
10
か
ら
変
更
予
定
自
治
体
）

　
江
別
市
　
可
燃
・

不
燃
　
2
円
→
3
円
/L

○
他
自
治
体
の
調
査

　
岩
見
沢
市
　
可
燃

・
不
燃
　

2円
→
3
円
/L
（
R7
.9
か
ら
変
更
予
定
）

　
北
見
市
　
　
可
燃

・
不
燃
　

2円
→
3
円
/L
（
R7
.1
0か

ら
変
更
予
定
）
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【
事
業
の
概
要
】

№
2
9

事
業
名

清
掃
計
画
費
（
事
業
ご
み
処
理
手
数
料
）

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

事
業
ご
み
処
理
手
数
料
を
適
切
な
水
準
に
保
つ
た
め
。

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
６

清
掃
事
業
の
最
適
化
と
安
全
・
安
心
な
体
制
の
構
築

　
　
　
施
策
：
中

６
－
２

ご
み
処
理
費
手
数
料
の
効
率
的
な
運
用

　
　
　
　
施
策
：
小

(
2
)

事
業
ご
み
処
分
手
数
料

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

－
事
業
費

全
1
0
,
6
2
1

千
円

内
(
0
)

千
円

Ｒ
４

－
事
業
費

全
2
5
,
6
8
3

千
円

内
(
0
)

千
円

Ｒ
５

－
事
業
費

全
2
5
,
1
2
3

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
0
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
2
4
,
4
3
0

千
円

内
(
0
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

４
年
に
１
度
、
事
業
ご
み
処
理
手

数
料
が
適
正
な
額
に
な
っ
て
い
る

か
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
処
理
原

価
及
び
受
益
者
負
担
率
を
も
と
に
現

在
の
手
数
料
額
と
乖
離
が
あ
る
場

合
は
手
数
料
の
改
定
を
行
う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

Ｒ
６
年
度
、
処
理
原
価
及
び
受
益
者
負
担
率
を
算
出
し
検
討
し
た
結
果
、
事
業
ご
み
処
理
手
数
料
に
つ

い
て
は
、
Ｒ
８
年
１
月
１
日
よ
り
原
価
相
当
額
に
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

清
掃
手
数
料
の
う
ち
、
事
業
系
一
般
廃
棄
物
を
収
集
し
、
運
搬
し
、
及
び
処
分
す
る
と
き
。

（
改
定
前
）

2
0
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
1
3
0
円
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
規
則

で
定
め
る
も
の
は
、
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
3
0
円

（
改
定
後
）

2
0
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
1
4
0
円
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
規
則

で
定
め
る
も
の
は
、
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
3
6
円

今
後
は
、
新
駒
岡
清
掃
工
場
の
建
設
等
に
よ
り
処
理
原
価
の
増
嵩
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
次
回
の
検
討

の
際
に
留
意
す
る
。

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

新
駒
岡
清
掃
工
場
の
建
設
等
に
よ
り
処
理
原
価
の
増
嵩
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
手
数
料
改
定
を
検
討
。

（
時
期
は
未
定
）

事
業
ご
み
処
理
手
数
料
が
適
正
な

額
に
な
っ
て
い
る
か
、
処
理
原
価

及
び
受
益
者
負
担
率
を
算
出
し
手

数
料
改
定
の
検
討
を
行
っ
た
結
果
、

R８
年
１
月
１
日
よ
り
手
数
料
を
改
定
す
る
。
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【
事
業
の
概
要
】

№
3
0

事
業
名

焼
却
灰
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

白
石
・
駒
岡
清
掃
工
場
か
ら
発
生
し
た
焼
却
灰
を
セ
メ
ン
ト
材
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
。

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

焼
却
灰
セ
メ
ン
ト
リ
サ
イ
ク
ル
量

目
標

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

埋
立
処
分
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
１

資
源
循
環
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
　
施
策
：
小

(
2
)

焼
却
灰
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

事
業
の
評
価
・
課
題

順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
5
0
2
,
5
9
8

千
円

内
(
5
0
2
,
5
9
8
)

千
円

事
業
を
継
続
拡
大
し
、
更
な
る
資
源
の
有
効
利
用
と
埋
立
地
の
延
命
化
に
寄
与
し
た
い
。

Ｒ
４

事
業
費

全
5
1
5
,
3
5
0

千
円

内
(
5
1
5
,
3
5
0
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
5
6
3
,
3
4
4

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
5
6
3
,
3
4
4
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
6
2
6
,
6
6
6

千
円

内
(
6
2
6
,
6
6
6
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

埋
立
処
分
量
の
基
準
年
度
H
2
8
が
8
7
,
1
5
1
ｔ

R
5
が
6
6
,
4
8
1
ｔ
と
2
0
,
6
7
0
ｔ
の
減
量
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
事
業
が
減
量
に
貢
献
し
て
い
る
。

最
終
処
分
場
の
延
命
化
及
び
循
環
型
社
会
の
構
築
を
図
る
た
め
。

（
リ
サ
イ
ク
ル
量
を
1
5
,
0
0
0
ｔ
か
ら
拡
大
す
る
）

事
業
の
指

標

1
5,
00
0ｔ

以
上

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

焼
却
灰
リ
サ
イ
ク
ル
量
の
実
績
と
し
て
、
R
4
は
1
7
,
9
3
7
ト
ン
、
R
5
は
1
7
,
5
2
5
ト
ン
、

R
6
は
1
9
,
4
1
1
ト
ン
と

な
り
、
目
標
を
達
成
し
た
。

計
画
1
8
,
1
0
0
ト
ン
に
対
し
1
7
,
5
1
2
ト
ン
　
約
9
6
.
8
％
を
達
成

白
石
及
び
駒
岡
清
掃
工
場
の
焼
却
灰
を
セ
メ
ン
ト
の
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
た
。

　
駒
岡
　
4
,
3
7
7
ト
ン

　
白
石
 
1
3
,
1
3
5
ト
ン

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

計
画
1
9
,
0
0
0
ト
ン
に
対
し
1
7
,
9
3
7
ト
ン
　
約
9
4
.
4
％
を
達
成

白
石
及
び
駒
岡
清
掃
工
場
の
焼
却
灰
を
セ
メ
ン
ト
の
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
た
。

　
駒
岡
　
4
,
5
2
5
ト
ン

　
白
石
 
1
3
,
4
1
2
ト
ン

計
画
1
9
,
0
0
0
ト
ン
に
対
し
1
7
,
5
2
5
ト
ン
　
約
9
2
.
2
％
を
達
成

白
石
及
び
駒
岡
清
掃
工
場
の
焼
却
灰
を
セ
メ
ン
ト
の
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
た
。

　
駒
岡
　
4
,
6
5
5
ト
ン

　
白
石
 
1
2
,
8
6
9
ト
ン

計
画
2
1
,
4
0
0
ト
ン
に
対
し
1
9
,
4
1
1
ト
ン
　
約
9
0
.
7
％
を
達
成

白
石
及
び
駒
岡
清
掃
工
場
の
焼
却
灰
を
セ
メ
ン
ト
の
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
た
。

　
駒
岡
　
4
,
5
3
9
ト
ン

　
白
石
 
1
4
,
6
9
1
ト
ン

 
 
発
寒
 
 
 
 
1
8
2
ト
ン
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【
事
業
の
概
要
】

№
3
1

事
業
名

駒
岡
清
掃
工
場
更
新
事
業

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

駒
岡
清
掃
工
場
の
更
新

目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

埋
立
処
分
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
１

資
源
循
環
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
　
施
策
：
小

(
4
)

駒
岡
清
掃
工
場
更
新
計
画

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

6
-
1
-
(
2
)

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
6
6
7
,
7
8
2

千
円

内
(
6
6
7
,
7
8
2
)

千
円

引
き
続
き
、
令
和
７
年
度
の
稼
働
に
向
け
て
、
新
工
場
の
建
設
工
事
を
進
め
て
い
く
。

Ｒ
４

事
業
費

全
3
,
9
3
7
,
3
8
1

千
円

内
(
3,
93
7,
38
1)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
1
8
,
3
0
2
,
4
8
3

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(1
8,
30
2,
48
3)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
1
8
,
9
5
5
,
6
3
7

千
円

内
(1
8,
95
5,
63
7)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

安
定
し
た
ご
み
処
理
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
駒
岡
清
掃
工
場
の
建
て
替
え
を
行
う
と
と
も

に
、
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
焼
却
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
更
な
る

活
用
を
図
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
老
朽
化
し
た
工
場
の
更
新
及
び
３
工
場
体
制
の
維
持
に
よ
る
効
率
的
な
収
集
体
制
や
安
定
的
な
ご
み
処
理
体

制
の
維
持
を
図
る
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

施
設
の
設
計
・
建
設
及
び
維
持
管
理
を
民
間
事
業
者
に
包
括
的
に
委
託
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
に
て
実
施
し
て

お
り
、
令
和
７
年
度
の
稼
働
に
向
け
て
新
工
場
の
建
設
工
事
を
進
め
て
い
る
。

事
業
手
法
に
つ
い
て
は
、
民
間
活
力
を
活
用
し
た
施
設
整
備
手
法
の
採
用
を
検
討
し
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
採

用
し
た
。

建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
に
土
木
建
築
工
事
に
着
工
、
令
和
４
年
度
に
プ
ラ
ン
ト
工
事
に
着

工
し
、
令
和
５
年
度
、
６
年
度
も
上
記
工
事
を
継
続
し
て
い
る
。
 

・
新
工
場
の
建
設
工
事

・
周
辺
道
路
の
整
備

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

・
新
工
場
の
建
設
工
事

・
周
辺
道
路
の
整
備

・
自
営
線
敷
設
工
事

・
新
工
場
の
建
設
工
事

・
周
辺
道
路
の
整
備

・
自
営
線
敷
設
工
事

・
　
冬
の
熱
源
の
確
保
と
い
う
観
点
で
、
清
掃
工
場
で
発
生
し
た
熱
を
地
域
供
給
し
て
い
る
こ
と
自
体
に
非
常
に
価
値

　
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の
一
方
、
そ
の
価
値
を
外
に
見
せ
ら
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。
駒
岡
清
掃
工
場
、
熱
供
給

　
公
社
、
地
域
ま
で
を
つ
な
ぐ
視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
見
せ
て
い
け
れ
ば
非
常
に
価
値
が
あ
る
と
思
う
。

・
　
駒
岡
清
掃
工
場
は
ア
ク
セ
ス
良
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
魅
力
的
。
修
学
旅
行
の
受
入
な
ど
色
々
な
方
面
に
期
待
で
き
る
。

・
　
最
新
の
清
掃
工
場
は
啓
発
に
も
の
す
ご
く
力
を
入
れ
て
い
る
。
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
温
水
プ
ー
ル
・
温
浴

　
施
設
を
併
設
し
て
い
る
な
ど
、
市
民
が
集
う
場
所
と
な
っ
て
き
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
札
幌
市
の
清
掃
工
場
も
、

　
そ
う
い
っ
た
市
民
が
集
う
、
ご
み
減
量
を
啓
発
す
る
場
所
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
。

・
　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
施
設
見
学
中
止
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
動
画
を
活
用
し
た
見
学
を
導
入
し
て
ほ
し
い
。
紙

　
な
ど
の
資
料
か
ら
見
た
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
、
目
で
見
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

・
新
工
場
の
建
設
工
事

・
周
辺
道
路
の
整
備

・
自
営
線
敷
設
工
事
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【
事
業
の
概
要
】

№
3
2

事
業
名

東
米
里
西
処
理
場
造
成
事
業

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
維
持
す
る
た
め
埋
立
地
容
量
を
確
保
す
る
。

指
標
１

盛
土
量

目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
２

埋
立
地
の
容
量
確
保

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

埋
立
地
の
容
量
確
保

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
6
6
,
9
6
3

千
円

内
(
6
6
,
9
6
3
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
6
7
,
3
4
7

千
円

内
(
6
7
,
3
4
7
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
7
1
,
9
6
6

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
7
1
,
9
6
6
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
7
2
,
0
4
0

千
円

0
(
7
2
,
0
4
0
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

ご
み
貯
留
施
設
造
成
の
基
盤
整
備
を
行
う
た
め
の
載
荷
盛
土
、
動
態
観
測
を
実
施
す
る
。

①
載
荷
盛
土
工
事

②
盛
土
動
態
観
測
業
務

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

本
市
発
注
工
事
の
建
設
発
生
土
を
盛
土
材
と
し
て
使
用
し
、
盛
土
工
事
を
進
め
た
。

周
辺
の
動
態
観
測
を
行
う
こ
と
で
、
工
事
に
よ
る
影
響
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

盛
土
工
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
市
発
注
工
事
の
建
設
発
生
土
を
盛
土
材
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
で

経
費
の
削
減
に
努
め
た
。

載
荷
盛
土
に
よ
る
地
盤
沈
下
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
追
加
の
載
荷
盛
土
に
よ
っ
て
沈
下
を
進
め
る
。

①
載
荷
盛
土
工
事
（
5
.
6
万
㎥
）

②
盛
土
動
態
観
測
業
務

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

引
き
続
き
、
本
市
発
注
工
事
の
建
設
発
生
土
の
受
入
れ
を
行
い
、
貯
留
施
設
造
成
に
向
け
て
計
画
的
に
盛

土
工
事
を
実
施
す
る
。

①
載
荷
盛
土
工
事
（
5
.
4
2
万
㎥
）

②
盛
土
動
態
観
測
業
務

①
載
荷
盛
土
工
事
（
5
.
2
万
㎥
）

②
盛
土
動
態
観
測
業
務

①
載
荷
盛
土
工
事
（
5
.
2
万
㎥
）

②
盛
土
動
態
観
測
業
務
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【
事
業
の
概
要
】

№
3
3

事
業
名

白
石
破
砕
工
場
更
新
事
業

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

篠
路
破
砕
工
場
を
更
新
し
、
適
正
な
ご
み
処
理
体
制
を
維
持
す
る
。

指
標
１

白
石
破
砕
工
場
の
更
新

目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

埋
立
処
分
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
１

資
源
循
環
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
　
施
策
：
小

(
3
)

計
画
的
な
処
理
施
設
の
整
備
等
の
検
討

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

6
-
1
-
(
2
)

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
6
,
4
9
0

千
円

内
(
6
,
4
9
0
)

千
円

引
き
続
き
、
令
和
１
０
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、
計
画
を
進
め
て
い
く
。

Ｒ
４

事
業
費

全
2
5
,
0
4
4

千
円

内
(
2
5
,
0
4
4
)

千
円

Ｒ
５

・
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務

事
業
費

全
1
7
,
3
8
0

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
1
7
,
3
8
0
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

・
建
設
工
事
（
実
施
設
計
）

事
業
費

全
0

千
円

内
(
0
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

安
定
し
た
ご
み
処
理
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
昭
和
5
5
年
度
か
ら
稼
働
開
始
し
老
朽
化
し
た
篠
路
破
砕
工
場

を
白
石
清
掃
工
場
敷
地
内
に
白
石
破
砕
工
場
と
し
て
更
新
す
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

施
設
の
設
計
・
建
設
及
び
維
持
管
理
を
民
間
事
業
者
に
包
括
的
に
委
託
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
採
用
し
、
令

和
６
年
２
月
に
特
定
事
業
契
約
を
締
結
し
た
。

建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
に
土
木
建
築
工
事
に
着
工
、
令
和
１
０
年
度
の
供
用
開
始
を
予
定

し
て
お
り
、
進
捗
と
し
て
は
計
画
通
り
で
あ
る
。

・
生
活
環
境
影
響
調
査

・
P
P
P
/
P
F
I
導
入
可
能
性
調
査

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

・
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務

・
測
量
業
務
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【
事
業
の
概
要
】

№
3
4

事
業
名

山
本
処
理
場
整
備
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

施
設
整
備
課

関
係
課

施
設
管
理
課
・
処
理
場
管
理
事
務
所

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
２

埋
立
地
の
容
量
確
保

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

埋
立
地
の
容
量
確
保

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

5
-
4
-
(
3
)

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
4
4
,
3
3
0
千
円

内
(
4
4
,
3
3
0
)
千
円

Ｒ
４

　
　
　

　

事
業
費

全
1
8
,
0
0
5
千
円

内
(
1
8
,
0
0
5
)
千
円

Ｒ
５

　
　
　

　

事
業
費

全
2
9
,
9
4
9
千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
2
9
,
9
4
9
)
千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

　
　
　

　

事
業
費

全
2
7
,
5
6
7
千
円

内
(
2
7
,
5
6
7
)
千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

山
本
処
理
場
の
機
能
維
持
及
び
埋
立
容
量
を
確
保
す
る
た
め
、
処
理
場
で
稼
働
す
る
機
器
の
整
備
や
築
堤
造

成
整
備
な
ど
を
行
う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
山
本
処
理
場
の
廃
棄
物
の
適
正
処
理
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
処
理
場
で
稼
働
す
る
機
器
を
維
持
す
る
と
と
も

に
、
埋
立
地
の
容
量
を
確
保
す
る
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

埋
立
地
の
容
量
に
つ
い
て
は
、
常
に
必
要
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
堰
堤
の
か
さ
上
げ

（
築
堤
）
を
計
画
的
に
実
施
し
た
。

ま
た
、
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
た
運
転
が
で
き
る
よ
う
に
、
処
理
場
で

稼
働
す
る
機
器
の
計
画
的
な
整
備
を
実
施
し
た
。

山
本
処
理
場
の
埋
立
処
理
が
滞
り
な
く
受
け
入
れ
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
埋
立
容
量
の
確
保
及
び
処
理

場
で
稼
働
す
る
機
器
の
計
画
的
な
整
備
が
行
え
た
と
考
え
る
。

山
本
処
理
場
の
下
記
の
整
備
を
実
施
。
　
　

・
築
堤
造
成
整
備

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

引
き
続
き
、
埋
立
地
の
容
量
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
処
理
場
で
稼
働
す
る
機
器
を
維
持
す
る
た
め
の
計

画
的
な
整
備
を
進
め
て
い
く
。

山
本
処
理
場
の
下
記
の
整
備
を
実
施
。
　
　

・
築
堤
造
成
整
備

山
本
処
理
場
の
下
記
の
整
備
を
実
施
。
　
　

・
伝
送
設
備
更
新
　
　
・
調
整
槽
防
水
塗
装
　
・
真
空
温
水
器
更
新

山
本
処
理
場
の
下
記
の
整
備
を
実
施
。
　
　

・
補
器
類
更
新

・
脱
窒
棟
屋
上
防
水
ほ
か
改
修
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【
事
業
の
概
要
】

№
3
5

事
業
名

山
口
処
理
場
整
備
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

施
設
整
備
課

関
係
課

施
設
管
理
課
・
処
理
場
管
理
事
務
所

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
２

埋
立
地
の
容
量
確
保

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

埋
立
地
の
容
量
確
保

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

5
-
4
-
(
3
)

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
1
5
0
,
9
8
2

千
円

内
(
1
5
0
,
9
8
2
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
7
,
8
8
7

千
円

内
(
7
,
8
8
7
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
2
7
,
4
8
1

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
2
7
,
4
8
1
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
2
4
,
8
0
3

千
円

内
(
2
4
,
8
0
3
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

山
口
処
理
場
の
機
能
維
持
及
び
埋
立
容
量
を
確
保
す
る
た
め
、
処
理
場
で
稼
働
す
る
機
器
の
更
新
や
築
堤
造

成
整
備
な
ど
を
行
う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
山
口
処
理
場
の
廃
棄
物
の
適
正
処
理
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
処
理
場
で
稼
働
す
る
機
器
を
維
持
す
る
と
と
も

に
、
埋
立
地
の
容
量
を
確
保
す
る
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

埋
立
地
の
容
量
に
つ
い
て
は
、
常
に
必
要
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
堰
堤
の
か
さ
上
げ

（
築
堤
）
を
計
画
的
に
実
施
し
た
。

ま
た
、
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
運
転
が
で
き
る
よ
う
に
、
処
理
場
で

稼
働
す
る
機
器
の
計
画
的
な
整
備
を
実
施
し
た
。

山
口
処
理
場
の
埋
立
処
理
が
滞
り
な
く
受
け
入
れ
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
埋
立
容
量
の
確
保
及
び
処
理

場
で
稼
働
す
る
機
器
の
計
画
的
な
整
備
が
行
え
た
と
考
え
る
。

山
口
処
理
場
の
下
記
の
整
備
を
実
施
。

・
陸
橋
橋
梁
補
修

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

引
き
続
き
、
埋
立
地
の
容
量
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
処
理
場
で
稼
働
す
る
機
器
を
維
持
す
る
た
め
の
計

画
的
な
整
備
を
進
め
て
い
く
。

山
口
処
理
場
の
下
記
の
整
備
を
実
施
。

・
受
電
盤
改
修

・
空
調
機
設
置

・
プ
ラ
ン
ト
設
備
改
修

山
口
処
理
場
の
下
記
の
整
備
を
実
施
。

・
受
電
盤
改
修
　
・
C
ブ
ロ
ッ
ク
集
水
ポ
ン
プ
現
場
盤
更
　
・
撹
拌
機
設
備
更

・
放
流
ゲ
ー
ト
更
新
　
・
１
系
N
o
.
１
・
２
回
転
円
盤
軸
受
改
修
　
・
築
堤
造
成

山
口
処
理
場
の
下
記
の
整
備
を
実
施
。

・
第
3
山
口
処
理
場
1
-
4
、
2
-
1
、
2
-
2
回
転
円
板
軸
受
交
換

・
第
3
山
口
処
理
場
受
変
電
設
備
更
新
　
高
圧
分

・
第
3
山
口
侵
入
防
止
柵
補
修
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【
事
業
の
概
要
】

№
3
6

事
業
名

枝
・
葉
・
草
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

枝
・
葉
・
草
処
理
量

目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

－

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

循
環
型
社
会
推
進
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

埋
立
処
分
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
３

未
利
用
資
源
の
活
用
の
検
討

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

廃
棄
物
の
資
源
化
等
に
向
け
た
調
査
・
研
究

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
1
9
4
,
9
2
9

千
円

内
(
1
9
4
,
9
2
9
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
1
9
9
,
3
7
6

千
円

内
(
1
9
9
,
3
7
6
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
2
1
3
,
9
2
7

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
2
1
3
,
9
2
7
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
2
3
2
,
0
6
0

千
円

内
(
2
3
2
,
0
6
0
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
枝
・
葉
・
草
を
原
料
に
資
源
化
を
行
い
、
ご
み
減
量
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

を
図
る
。

　
①
山
本
北
地
区
で
の
枝
・
葉
・
草
堆
肥
化
試
験
運
用
　
②
定
山
渓
堆
肥
化
施
設
で
の
資
源
化

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
枝
・
葉
・
草
を
資
源
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
焼
却
ご
み
の
減
量
に
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
①
②
市
域
内
一
般
家
庭
か
ら
発
生
す
る
枝
・
葉
・
草
を
原
料
と
し
て
堆
肥
等
を
生
産
し
、
市
域
内
に
還
元

す
る
こ
と
に
よ
り
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

 
山
本
北
地
区
枝
・
葉
・
草
資
源
化
ヤ
ー
ド
及
び
定
山
渓
の
堆
肥
化
施
設
で
、
札
幌
市
内
の
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
枝
・
葉
・
草
全
量
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
山
本
北
地
区
に
お
け
る
堆
肥
化
試
験
運
用
で
は
、
ご
み
減
量
に
関
す
る
定
性
的
評
価
を
実
施

し
て
い
た
が
、
今
後
は
事
業
再
構
築
を
行
い
目
標
を
数
値
化
し
た
上
で
定
量
的
評
価
を
行
う
こ
と
と
し
た

い
。

　
こ
れ
ま
で
の
山
本
北
地
区
で
の
試
験
運
用
に
お
い
て
、
当
初
の
課
題
で
あ
っ
た
堆
肥
の
品
質
不
安
定
、

排
出
時
に
使
用
さ
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
片
の
堆
肥
へ
の
混
入
に
つ
い
て
、
機
器
導
入
や
処
理
工
程
の
見
直
し
に

よ
り
、
堆
肥
の
品
質
改
善
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
堆
肥
の
外
部
利
活
用
が
可
能
に
な
り
、
平
成
2
8

年
か
ら
市
民
や
市
内
農
家
へ
試
験
配
布
を
実
施
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
堆
肥
中
の
除
去
し
き
れ
な
い
ビ
ニ
ー
ル
片
、
葉
・
草
と
異
な
る
組
成
の
た
め
堆
肥
化

に
長
期
時
間
要
す
る
枝
の
処
理
等
、
現
シ
ス
テ
ム
が
抱
え
て
い
る
課
題
が
判
明
し
て
い
る
。

枝
・
葉
・
草
資
源
化
処
理
に
係
る
施
設
搬
入
量

①
山
本
北
地
区
枝
・
葉
・
草
資
源
化
ヤ
ー
ド
　
1
7
,
9
6
9
t

②
定
山
渓
の
堆
肥
化
施
設
　
1
,
4
6
8
t

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

　
当
事
業
は
今
後
も
継
続
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
試
行
運
用
で
得
ら
れ
た
知
見
や
現
在
の
課
題
点
を
基
に

評
価
・
検
証
を
行
い
、
よ
り
効
果
的
な
資
源
循
環
を
実
現
で
き
る
よ
う
事
業
再
構
築
を
予
定
し
て
い
る
。

枝
・
葉
・
草
資
源
化
処
理
に
係
る
施
設
搬
入
量

①
山
本
北
地
区
枝
・
葉
・
草
資
源
化
ヤ
ー
ド
　
1
7
,
6
4
1
t

②
定
山
渓
の
堆
肥
化
施
設
　
1
,
5
0
2
t

枝
・
葉
・
草
資
源
化
処
理
に
係
る
施
設
搬
入
量

①
山
本
北
地
区
枝
・
葉
・
草
資
源
化
ヤ
ー
ド
　
1
8
,
3
5
4
t

②
定
山
渓
の
堆
肥
化
施
設
　
1
,
6
5
9
t

枝
・
葉
・
草
資
源
化
処
理
に
係
る
施
設
搬
入
量

①
山
本
北
地
区
枝
・
葉
・
草
資
源
化
ヤ
ー
ド
　
1
6
,
6
7
6
t

②
定
山
渓
の
堆
肥
化
施
設
　
1
,
6
0
1
t
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【
事
業
の
概
要
】

№
3
7

事
業
名

発
寒
清
掃
工
場
運
営
管
理
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
１

資
源
循
環
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

廃
棄
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

5
-
4
-
(
2
)

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
7
2
0
,
5
7
9

千
円

内
(
7
2
0
,
5
7
9
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
8
0
6
,
7
0
3

千
円

内
(
8
0
6
,
7
0
3
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
8
1
6
,
8
4
2

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
8
1
6
,
8
4
2
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
8
8
1
,
5
0
6

千
円

内
(
8
8
1
,
5
0
6
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

市
域
内
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
（
可
燃
ご
み
）
及
び
告
示
で
定
め
る
可
燃
性
産
業
廃
棄
物
を
焼
却
処
理

す
る
施
設
で
あ
り
、
当
該
事
業
は
関
係
法
令
等
に
基
づ
き
適
正
に
運
営
管
理
す
る
事
業
で
あ
る
。
最
新
の
清

掃
工
場
と
し
て
設
備
の
自
動
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
信
頼
性
・
安
定
性
の
あ
る
焼
却
、
効
率
の
良
い
運

営
管
理
を
目
指
し
て
い
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
市
域
内
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
（
可
燃
ご
み
）
及
び
告
示
で
定
め
る
可
燃
性
産
業
廃
棄
物
を
関
係
法
令

に
基
づ
き
適
正
に
処
理
す
る
た
め
、
設
備
の
維
持
管
理
、
保
守
点
検
、
修
繕
を
行
う
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

・
廃
棄
物
の
燃
焼
に
伴
う
排
ガ
ス
等
に
つ
い
て
は
排
出
基
準
値
内
で
適
切
に
処
理
を
し
た
。

・
安
定
的
に
廃
棄
物
の
処
理
を
実
施
し
た
。

　
年
間
焼
却
量
　
R
3
:
1
2
8
,
4
7
8
t
、
R
4
:
1
3
6
,
2
1
9
t
、
R
5
:
1
3
2
,
3
6
8
t
、
R
6
:
1
3
3
,
3
8
6
t

※
R
6
は
暫
定
数
値

・
廃
棄
物
焼
却
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
で
発
電
し
て
工
場
の
運
転
に
使
用
す
る
と

と
も
に
、
余
剰
電
力
を
売
却
し
た
。

　
年
間
発
電
量
　
R
3
:
2
8
,
5
3
2
M
W
h
、
R
4
:
2
9
,
1
1
0
M
W
h
、
R
5
:
2
9
,
9
3
1
M
W
h
、
R
6
:
2
8
,
8
4
4
M
W
h

　
余
剰
電
力
量
　
R
3
:
1
4
,
1
0
0
M
W
h
、
R
4
:
1
4
,
6
0
2
M
W
h
、
R
5
:
1
5
,
0
0
1
M
W
h
、
R
6
:
1
4
,
8
1
5
M
W
h

※
R
6
は
暫
定
数
値

工
場
の
し
ゅ
ん
功
か
ら
約
3
0
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
機
器
が
増
加
し
て
き
て
い
る
。

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金

そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

安
定
的
な
廃
棄
物
の
処
理
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
点
検
整
備
や
保
守
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。

老
朽
化
し
て
き
て
い
る
機
器
に
つ
い
て
は
、
適
宜
更
新
を
実
施
し
て
い
く
。

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金

そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金

そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金

そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費
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【
事
業
の
概
要
】

№
3
8

事
業
名

駒
岡
清
掃
工
場
運
営
管
理
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
１

資
源
循
環
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

廃
棄
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

5
-
4
-
(
2
)

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
9
3
5
,
7
3
4

千
円

内
(
9
3
5
,
7
3
4
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
1
,
0
0
8
,
8
4
5

千
円

内
(
1,
00
8,
84
5)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
1
,
1
0
6
,
2
6
2

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
1,
10
6,
26
2)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
8
6
4
,
6
2
8

千
円

内
(
8
6
4
,
6
2
8
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

　
市
域
内
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
（
可
燃
ご
み
）
及
び
告
示
で
定
め
る
可
燃
性
産
業
廃
棄
物
を
焼
却
処

理
す
る
施
設
で
あ
り
、
当
該
事
業
は
関
係
法
令
等
に
基
づ
き
適
正
に
運
営
管
理
す
る
事
業
で
あ
る
。
最
新
の

清
掃
工
場
と
し
て
設
備
の
自
動
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
信
頼
性
・
安
定
性
の
あ
る
焼
却
、
効
率
の
良
い

運
営
管
理
を
目
指
し
て
い
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
　
市
域
内
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
（
可
燃
ご
み
）
及
び
告
示
で
定
め
る
可
燃
性
産
業
廃
棄
物
を
関
係
法

令
に
基
づ
き
適
正
に
処
理
す
る
た
め
、
設
備
の
維
持
管
理
、
保
守
点
検
、
修
繕
を
行
う
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

・
廃
棄
物
の
燃
焼
に
伴
う
排
ガ
ス
等
に
つ
い
て
は
排
出
基
準
値
内
で
適
切
に
処
理
を
し
た
。

・
安
定
的
に
廃
棄
物
の
処
理
を
実
施
し
た
。

　
年
間
焼
却
量
　
、
R
3
:
1
1
5
,
3
3
4
t
、
R
4
:
1
1
7
,
9
2
1
t
、
R
5
:
1
1
6
,
9
2
7
t
、
R
6
:
1
1
5
,
7
6
1
t

※
R
6
は
暫
定
数
値

・
廃
棄
物
焼
却
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
で
発
電
し
て
工
場
の
運
転
に
使
用
す
る
と

と
も
に
、
余
剰
電
力
を
売
却
し
た
。

　
年
間
発
電
量
　
R
3
:
2
2
,
1
3
6
M
W
h
、
R
4
:
2
1
,
1
4
5
M
W
h
、
R
5
:
2
1
,
2
4
8
M
W
h
、
R
6
:
2
2
,
0
0
7
M
W
h

　
余
剰
電
力
量
　
R
3
:
 
8
,
6
0
3
M
W
h
、
R
4
:
 
7
,
7
8
6
M
W
h
、
R
5
:
 
8
,
0
2
6
M
W
h
、
R
6
:
 
8
,
7
1
5
M
W
h

※
R
6
は
暫
定
数
値

老
朽
化
に
よ
り
駒
岡
清
掃
工
場
の
更
新
が
行
わ
れ
た
。
旧
工
場
は
令
和
７
年
３
月
で
受
入
を
停
止
し
、
新

工
場
は
令
和
７
年
４
月
か
ら
試
運
転
開
始
、
８
月
に
供
用
開
始
と
な
る
。

更
新
後
も
引
き
続
き
安
定
し
た
ご
み
処
理
体
制
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
運
転
委
託
費
用

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金
　
　
そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

安
定
的
な
廃
棄
物
の
処
理
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
運
転
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

く
。

・
運
転
委
託
費
用

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金
　
　
そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

・
運
転
委
託
費
用

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金
　
　
そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

・
運
転
委
託
費
用

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金
　
　
そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費
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【
事
業
の
概
要
】

№
3
9

事
業
名

白
石
清
掃
工
場
運
営
管
理
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
１

資
源
循
環
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

廃
棄
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

5
-
4
-
(
2
)

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
1
,
1
6
6
,
5
2
3

千
円

内
(
1,
16
6,
52
3)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
1
,
4
3
7
,
5
1
2

千
円

内
(
1,
43
7,
51
2)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
1
,
4
4
7
,
9
7
7

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
1,
44
7,
97
7)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
1
,
4
9
0
,
4
5
5

千
円

内
(
1,
49
0,
45
5)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

市
域
内
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
（
可
燃
ご
み
）
及
び
告
示
で
定
め
る
可
燃
性
産
業
廃
棄
物
を
焼
却
処
理

す
る
施
設
で
あ
り
、
当
該
事
業
は
関
係
法
令
等
に
基
づ
き
適
正
に
運
営
管
理
す
る
事
業
で
あ
る
。
最
新
の
清

掃
工
場
と
し
て
設
備
の
自
動
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
信
頼
性
・
安
定
性
の
あ
る
焼
却
、
効
率
の
良
い
運

営
管
理
を
目
指
し
て
い
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
市
域
内
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
（
可
燃
ご
み
）
及
び
告
示
で
定
め
る
可
燃
性
産
業
廃
棄
物
を
関
係
法
令

に
基
づ
き
適
正
に
処
理
す
る
た
め
、
設
備
の
維
持
管
理
、
保
守
点
検
、
修
繕
を
行
う
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

・
廃
棄
物
の
燃
焼
に
伴
う
排
ガ
ス
等
に
つ
い
て
は
排
出
基
準
値
内
で
適
切
に
処
理
を
し
た
。

・
安
定
的
に
廃
棄
物
の
処
理
を
実
施
し
た
。

　
年
間
焼
却
量
　
R
3
:
1
8
9
,
4
4
8
t
、
R
4
:
1
8
1
,
4
7
5
t
、
R
5
:
1
8
8
,
0
0
0
t
、
R
6
:
1
9
2
,
2
4
2
t

※
R
6
は
暫
定
数
値

・
廃
棄
物
焼
却
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
で
発
電
し
て
工
場
の
運
転
に
使
用
す
る
と

と
も
に
、
余
剰
電
力
を
売
却
し
た
。

　
年
間
発
電
量
　
R
3
:
9
1
,
3
1
9
M
W
h
、
R
4
:
8
9
,
9
8
0
M
W
h
、
R
5
:
8
9
,
9
7
2
M
W
h
、
R
6
:
9
1
,
9
5
2
M
W
h

　
余
剰
電
力
量
　
R
3
:
6
4
,
3
7
9
M
W
h
、
R
4
:
6
3
,
9
6
7
M
W
h
、
R
5
:
6
2
,
6
5
7
M
W
h
、
R
6
:
6
4
,
5
5
4
M
W
h

※
R
6
は
暫
定
数
値

工
場
の
し
ゅ
ん
功
か
ら
約
2
0
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
機
器
が
増
加
し
て
き
て
い
る
。

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金

そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

安
定
的
な
廃
棄
物
の
処
理
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
点
検
整
備
や
保
守
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。

老
朽
化
し
て
き
て
い
る
機
器
に
つ
い
て
は
、
適
宜
更
新
を
実
施
し
て
い
く
。

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金

そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金

そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費

・
点
検
整
備
・
保
守
業
務

・
機
器
修
繕

・
部
品
費
用

・
薬
品
費
用

・
電
気
水
道
料
金

そ
の
他
運
転
に
必
要
な
経
費
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【
事
業
の
概
要
】

№
4
0

事
業
名

発
寒
清
掃
工
場
整
備
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

発
寒
清
掃
工
場
並
び
に
破
砕
工
場
の
処
理
能
力
を
維
持
す
る
た
め
の
整
備
を
行
う
。

事
業
の
目
的
・
目
標

発
寒
清
掃
工
場
並
び
に
破
砕
工
場
の
処
理
能
力
を
よ
り
一
層
効
果
的
・
効
率
的
に
維
持
す
る
。

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

施
設
整
備
課

関
係
課

発
寒
清
掃
工
場

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

埋
立
処
分
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

　
　

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
１

資
源
循
環
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
　
施
策
：
小

(
3
)

計
画
的
な
処
理
施
設
の
整
備
等
の
検
討

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
1
,
4
5
1
,
0
8
6

千
円

内
(
1,
45
1,
08
6)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
1
,
4
0
8
,
3
9
6

千
円

内
(
1,
40
8,
39
6)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
1
,
5
0
2
,
2
7
6

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
1,
50
2,
27
6)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
1
,
5
0
2
,
2
7
6

千
円

内
(
1,
50
2,
27
6)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己

評
価
】
　
※

R3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

ス
リ
ム

目
標
へ
の
貢

献
度

数
値

で
は
示
せ

な
い
が
、

本
事
業
に
よ

り
、
埋
立

処
分

量
の
減
量

に
一
定
の

効
果
が
あ
っ

た
と
考
え

て
い

る
。

事
業
の
指

標

事
業
の

実
施
結
果

（
目
的

・
目
標
の
達

成
状
況
な

ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
75
％
以
上
　
▲
：
50
％
以
上
　
×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

発
寒
清
掃
工
場
の
焼
却
処
理
及
び
破
砕
工
場
の
破
砕
処
理
に
よ
り
、
廃
棄
物
の
容
量
が
減
量
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
発
寒
清
掃
工
場
及
び
破
砕
工
場
の
安
定
し
た
運
転
が
維
持
で
き
る
計
画
的
な
整
備
を
実
施
し

た
。

計
画
的
な
整
備
に
よ
り
、
焼
却
処
理
及
び
破
砕
処
理
を
継
続
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
発
寒
清
掃
工
場

及
び
破
砕
工
場
の
効
果
的
な
整
備
が
行
え
た
と
考
え
る
。

発
寒
清
掃
工
場
並
び
に
破
砕
工
場
の
下
記
設
備
に
つ
い
て
更
新
及
び
整
備
を
実
施
。

・
電
気
設
備
　
　
　
・
建
築
設
備
　
　
・
燃
焼
ガ
ス
冷
却
設
備
　

・
排
ガ
ス
設
備
　
　
・
灰
出
し
設
備
　
・
ご
み
受
け
入
れ
設
備

・
破
砕
設
備
　
　
　
・
搬
出
設
備

今
後
の

事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や

事
業
目

標
の
設
置
）

引
き
続
き
、
発
寒
清
掃
工
場
及
び
破
砕
工
場
の
安
定
し
た
運
転
を
継
続
す
る
た
め
、
計
画
的
な
整
備
を

進
め
て
い
く
。

発
寒
清
掃
工
場
並
び
に
破
砕
工
場
の
下
記
設
備
に
つ
い
て
更
新
及
び
整
備
を
実
施
。

・
電
気
設
備
　
　
　
・
建
築
設
備
　
　
・
燃
焼
ガ
ス
冷
却
設
備
　

・
灰
出
し
設
備
　
　
・
破
砕
設
備

発
寒
清
掃
工
場
並
び
に
破
砕
工
場
の
下
記
設
備
に
つ
い
て
更
新
及
び
整
備
を
実
施
。

・
電
気
設
備
　
　
　
・
建
築
設
備
　
　
・
燃
焼
ガ
ス
冷
却
設
備
　

・
灰
出
し
設
備
　
　
・
破
砕
設
備
　
　
・
搬
送
設
備
　
　
　
　
・
空
調
設
備

・
選
別
設
備
　
　
　
　

発
寒
清
掃
工
場
並
び
に
破
砕
工
場
の
下
記
設
備
に
つ
い
て
更
新
及
び
整
備
を
実
施
。

・
電
気
設
備
　
　
　
・
建
築
設
備
　
　
・
燃
焼
ガ
ス
冷
却
設
備
　

・
灰
出
し
設
備
　
　
・
破
砕
設
備
　
　
・
昇
降
機
設
備

・
熱
回
収
設
備
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【
事
業
の
概
要
】

№
4
1

事
業
名

駒
岡
清
掃
工
場
整
備
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

駒
岡
清
掃
工
場
並
び
に
破
砕
工
場
の
処
理
能
力
を
維
持
す
る
た
め
の
整
備
を
行
う
。

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

施
設
整
備
課

関
係
課

駒
岡
清
掃
工
場

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

埋
立
処
分
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
１

資
源
循
環
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
　
施
策
：
小

(
3
)

計
画
的
な
処
理
施
設
の
整
備
等
の
検
討

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
－

千
円

内
－

千
円

令
和
元
年
度
で
事
業
終
了
。

Ｒ
４

事
業
費

全
－

千
円

内
－

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
－

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
－

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
－

千
円

内
－

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

数
値
で
は
示
せ
な
い
が
、
本
事
業
に
よ
り
、
埋
立

処
分
量
の
減
量
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

稼
働
停
止
ま
で
、
駒
岡
清
掃
工
場
並
び
に
破
砕
工
場
の
処
理
能
力
を
よ
り
一
層
効
果
的
・
効
率
的
に
維
持
す

る
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

駒
岡
清
掃
工
場
の
焼
却
処
理
及
び
破
砕
工
場
の
破
砕
処
理
に
よ
り
、
廃
棄
物
の
容
量
が
減
量
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
令
和
６
年
の
稼
働
停
止
ま
で
駒
岡
清
掃
工
場
及
び
破
砕
工
場
の
安
定
し
た
運
転
が
維
持
で
き
る
計

画
的
な
整
備
を
実
施
し
た
。

計
画
的
な
整
備
に
よ
り
、
焼
却
処
理
及
び
破
砕
処
理
を
継
続
で
き
て
い
る
が
、
全
体
的
な
設
備
の
老
朽
化

は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
事
業
終
了
後
、
設
備
保
全
の
た
め
の
予
算
確
保
が
課
題
と
考
え
る
。

(
令
和
元
年
で
事
業
終
了
)

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

(
令
和
元
年
で
事
業
終
了
)

(
令
和
元
年
で
事
業
終
了
)

(
令
和
元
年
で
事
業
終
了
)
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【
事
業
の
概
要
】

№
4
2

事
業
名

白
石
清
掃
工
場
整
備
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

白
石
清
掃
工
場
並
び
に
篠
路
破
砕
工
場
の
処
理
能
力
を
維
持
す
る
た
め
の
整
備
を
行
う
。

事
業
の
目
的
・
目
標

白
石
清
掃
工
場
並
び
に
篠
路
破
砕
工
場
の
処
理
能
力
を
よ
り
一
層
効
果
的
・
効
率
的
に
維
持
す
る
。

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

施
設
整
備
課

関
係
課

白
石
清
掃
工
場

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

埋
立
処
分
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
１

資
源
循
環
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
　
施
策
：
小

(
3
)

計
画
的
な
処
理
施
設
の
整
備
等
の
検
討

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
5
2
4
,
7
9
7

千
円

内
(
5
2
4
,
7
9
7
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
7
0
2
,
6
5
6

千
円

内
(
7
0
2
,
6
5
6
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
4
2
6
,
4
5
6

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
4
2
6
,
4
5
6
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
1
,
6
2
6
,
8
5
8

千
円

内
(
1,
62
6,
85
8)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

数
値
で
は
示
せ
な
い
が
、
本
事
業
に
よ
り
、
埋
立

処
分
量
の
減
量
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

白
石
清
掃
工
場
の
焼
却
処
理
及
び
篠
路
破
砕
工
場
の
破
砕
処
理
に
よ
り
、
廃
棄
物
の
容
量
が
減
量
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
白
石
清
掃
工
場
の
安
定
し
た
運
転
が
維
持
で
き
る
計
画
的
な
整
備
を
実
施
し
た
。

計
画
的
な
整
備
に
よ
り
、
焼
却
処
理
及
び
破
砕
処
理
を
継
続
で
き
て
い
る
が
、
白
石
清
掃
工
場
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
稼
働
か
ら

2
3
年
が
経
過
し
、
全
体
的
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
う
え
、
他
の
工
場
に
は
な
い

特
殊
設
備
が
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
備
更
新
の
た
め
の
更
な
る
予
算
の
確
保
が
必
要
と
考
え
る
。

白
石
清
掃
工
場
の
下
記
設
備
に
つ
い
て
更
新
及
び
整
備
を
実
施
。

・
燃
焼
設
備
　
　
　
　
　
・
ご
み
受
け
入
れ
却
設
備
　
・
建
築
設
備

・
計
量
設
備
　
　
　
　
　
・
空
調
設
備
　
　
　
　
　
　
・
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
設
備

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

白
石
清
掃
工
場
の
建
替
え
は
多
大
な
経
費
を
要
す
る
た
め
、
可
能
な
限
り
延
命
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

引
き
続
き
、
白
石
清
掃
工
場
の
安
定
し
た
運
転
の
継
続
と
延
命
化
の
た
め
、
特
殊
設
備
の
更
新
等
に
つ
い

て
、
計
画
的
な
整
備
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
篠
路
破
砕
工
場
は
令
和
２
年
度
で
事
業
終
了
。

白
石
清
掃
工
場
の
下
記
設
備
に
つ
い
て
更
新
及
び
整
備
を
実
施
。

・
灰
出
し
設
備
　
　
　
　
　
　
・
焼
却
設
備
　
　
　
　
　
　
・
空
調
設
備

・
ご
み
受
け
入
れ
設
備
　
　
　
・
建
築
設
備
　
　
　
　
　
　
・
土
木
設
備

・
ガ
ス
設
備

白
石
清
掃
工
場
の
下
記
設
備
に
つ
い
て
更
新
及
び
整
備
を
実
施
。

・
焼
却
設
備
　
　
　
　
　
　
・
搬
送
設
備
　
　
　
　
　
　
・
電
気
設
備

・
建
築
設
備
　
　
　
　
　
　
・
土
木
設
備

白
石
清
掃
工
場
の
下
記
設
備
に
つ
い
て
更
新
及
び
整
備
を
実
施
。

・
焼
却
設
備
　
　
　
　
　
　
・
搬
送
設
備
　
　
　
　
　
　
・
電
気
設
備

・
建
築
設
備
　
　
　
　
　
　
・
排
ガ
ス
処
理
設
備

83



【
事
業
の
概
要
】

№
4
3

事
業
名

仮
称
）
北
部
事
業
予
定
地
・
公
有
財
産
購
入
費
（
用
地
取
得
費
及
び
調
査
・
対
策
費
含
む
）

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

-
目
標

－

指
標
２

-
目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
２

埋
立
地
の
容
量
確
保

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

埋
立
地
の
容
量
確
保

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
1
2
1
,
9
2
1

千
円

内
(
1
2
1
,
9
2
1
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
4
1
1
,
8
3
7

千
円

内
(
4
1
1
,
8
3
7
)

千
円

Ｒ
５

用
地
の
所
属
替
・
所
管
換
を
計
画
的
に
実
施

事
業
費

全
4
0
9
,
9
3
2

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
4
0
9
,
9
3
2
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

用
地
の
所
属
替
・
所
管
換
を
計
画
的
に
実
施

事
業
費

全
4
1
7
,
5
6
1

千
円

内
(
4
1
7
,
5
6
1
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

①
基
金
地
の
所
管
替

②
水
道
局
所
管
地
の
所
属
替

③
建
設
局
所
管
地
の
所
管
換

④
環
境
保
全
措
置
等

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
仮
称
）
北
部
事
業
予
定
地
の
将
来
の
造
成
に
備
え
て
、
予
定
地
内
の
他
部
局
が
所
管
す
る
用
地
に
つ
い
て
所

属
替
・
所
管
換
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
環
境
影
響
評
価
書
の
結
果
に
基
づ
き
仮
称
）
北
部
事
業
予
定
地
に
お
け
る
環
境
保
全
措
置
方
法
の
検

討
を
進
め
、
最
終
処
分
場
の
造
成
を
進
め
る
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

仮
称
）
北
部
事
業
予
定
地
の
将
来
の
造
成
に
備
え
て
、
予
定
地
内
の
他
部
局
が
所
管
す
る
用
地
に
つ
い

て
、
所
属
替
・
所
管
換
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

埋
立
用
地
の
取
得
及
び
環
境
保
全
措
置
方
法
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
で
、
将
来
の
ご
み
埋
立
容
量
の
確
保

が
計
画
的
に
行
え
た
と
考
え
る
。
 

用
地
の
所
属
替
・
所
管
換
を
計
画
的
に
実
施

環
境
保
全
措
置
検
討
業
務
（
猛
禽
類
調
査
）
を
実
施

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

今
後
も
、
仮
称
）
北
部
事
業
予
定
地
の
用
地
の
取
得
を
計
画
的
に
進
め
、
ご
み
埋
立
用
地
の
確
保
に
努
め

る
。

用
地
の
所
属
替
・
所
管
換
を
計
画
的
に
実
施

環
境
保
全
措
置
検
討
業
務
（
猛
禽
類
調
査
）
を
実
施
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【
事
業
の
概
要
】

№
4
4

事
業
名

仮
称
）
北
部
事
業
予
定
地
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
造
成
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
維
持
す
る
た
め
埋
立
地
容
量
を
確
保
す
る
。

指
標
１

-
目
標

－

指
標
２

-
目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

環
境
保
全
措
置
検
討
業
務
（
猛
禽
類
調
査
）
を
実
施

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
２

埋
立
地
の
容
量
確
保

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

埋
立
地
の
容
量
確
保

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

－
事
業
費

全
千
円

内
千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
3
5
6
,
3
5
0

千
円

内
(
3
5
6
,
3
5
0
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
2
2
1
,
6
7
2

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
2
2
1
,
6
7
2
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
3
3
1
,
4
3
8

千
円

内
(
3
3
1
,
4
3
8
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

ご
み
貯
留
施
設
造
成
を
行
う
た
め
の
基
盤
整
備
、
載
荷
盛
土
、
動
態
観
測
を
実
施
す
る
。

①
基
盤
整
備
等
工
事

②
載
荷
盛
土
工
事

③
盛
土
動
態
観
測
業
務

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

仮
称
）
北
部
事
業
予
定
地
の
将
来
の
造
成
に
備
え
て
、
予
定
地
内
の
基
盤
整
備
等
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
 

今
後
盛
土
工
事
を
行
う
う
え
で
必
要
な
基
盤
整
備
及
び
搬
入
路
工
事
を
を
進
め
る
こ
と
で
、
将
来
の
ご
み

埋
立
容
量
の
確
保
が
計
画
的
に
行
え
た
と
考
え
る
。
 

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

今
後
も
、
仮
称
）
北
部
事
業
予
定
地
の
基
盤
整
備
等
工
事
を
計
画
的
に
進
め
、
ご
み
埋
立
用
地
の
確
保
に

努
め
る
。

①
基
盤
整
備
工
事

②
搬
入
道
路
整
備
工
事

③
環
境
保
全
措
置
検
討
業
務
（
猛
禽
類
調
査
）

①
基
盤
整
備
工
事

②
搬
入
道
路
整
備
工
事

③
環
境
保
全
措
置
検
討
業
務
（
猛
禽
類
調
査
）

①
載
荷
盛
土
工
事

②
環
境
保
全
措
置
検
討
業
務
（
猛
禽
類
調
査
）
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【
事
業
の
概
要
】

№
4
5

事
業
名

埋
立
用
地
管
理
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

造
成
に
着
手
す
る
ま
で
の
期
間
、
用
地
の
適
正
管
理
を
行
う
。

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

施
設
管
理
課

関
係
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
２

埋
立
地
の
容
量
確
保

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

埋
立
地
の
容
量
確
保

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

埋
立
用
地
の
適
正
な
管
理
の
た
め
草
刈
業
務
を
実
施

事
業
費

全
1
,
7
0
8

千
円

内
(
1
,
7
0
8
)

千
円

Ｒ
４

埋
立
用
地
の
適
正
な
管
理
の
た
め
草
刈
業
務
を
実
施

事
業
費

全
1
0
,
0
1
4

千
円

内
(
1
0
,
0
1
4
)

千
円

Ｒ
５

埋
立
用
地
の
適
正
な
管
理
の
た
め
草
刈
業
務
等
を
実
施

事
業
費

全
2
,
7
9
5

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
2
,
7
9
5
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

埋
立
用
地
の
適
正
な
管
理
の
た
め
草
刈
業
務
等
を
実
施

事
業
費

全
3
,
3
9
5

千
円

内
(
3
,
3
9
5
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

ご
み
埋
立
用
地
と
し
て
取
得
済
の
用
地
に
つ
い
て
、
将
来
造
成
に
着
手
す
る
ま
で
の
維
持
管
理
（
草
刈
り

等
）
を
行
う
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
7
5
％
以
上
　
▲
：
5
0
％
以
上
　
×
：
5
0
％
未
満
　
－
：
他

ご
み
埋
立
用
地
と
し
て
取
得
済
の
用
地
に
つ
い
て
、
将
来
造
成
に
着
手
す
る
ま
で
の
維
持
管
理
（
草
刈

り
）
を
行
っ
た
。

ご
み
埋
立
地
の
造
成
着
手
ま
で
の
期
間
、
用
地
の
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
で
円
滑
な
埋
立
地
造
成

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

今
後
も
、
埋
立
用
地
の
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
。
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【
事
業
の
概
要
】

№
4
6

事
業
名

事
業
者
の
脱
炭
素
活
動
推
進
費
　
※
旧
さ
っ
ぽ
ろ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ラ
イ
フ
推
進
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

－

所
管
課

環
境
政
策
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

ご
み
排
出
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
１

　
　
　
施
策
：
中

１
－
１

ご
み
発
生
・
排
出
抑
制
の
た
め
の
行
動
の
実
践

　
　
　
　
施
策
：
小

(
2
)

事
業
者
と
連
携
し
た
簡
易
包
装
等
の
推
進

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
4
,
4
9
7

千
円

内
(
1
5
3
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
4
,
5
2
9

千
円

内
(
2
0
6
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
3
,
9
3
6

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
2
0
0
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
6
4
,
9
7
4

千
円

内
(
1
1
2
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

環
境
に
配
慮
し
た
取
組
を
自
主
的
に
行
っ
て
い
る
事
業
所
を
本
市
独
自
の
基
準
に
よ
り
、
レ
ベ
ル
１
～
３

の
３
段
階
で
登
録
し
、
そ
の
取
組
内
容
を
広
く
市
民
等
に
市
H
P
な
ど
を
通
じ
て
紹
介
す
る
「
さ
っ
ぽ
ろ
エ

コ
メ
ン
バ
ー
登
録
制
度
」
を
実
施
し
て
い
る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

「
さ
っ
ぽ

ろ
エ
コ
メ

ン
バ
ー
」

に
登
録
す
る

こ
と

で
、
事
業

所
か
ら
の

ご
み
の
排

出
抑
制
等
の

取
組

が
進
む
な

ど
、
環
境

に
配
慮
し

た
取
組
へ
の

動
機

づ
け
と
な

り
、
「
ス

リ
ム
目
標

（
ご
み
排
出

量
の

減
量
等
）

」
に
一
定

程
度
寄
与

し
て
い
る
と

考
え

る
。

「
さ
っ
ぽ
ろ
エ
コ
メ
ン
バ
ー
」
の
登
録
及
び
そ
の
取
組
の
市
民
等
へ
の
周
知
に
よ
り
、
廃
棄
物
の
排
出
抑

制
等
、
事
業
者
の
環
境
に
配
慮
し
た
取
組
を
促
進
す
る
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：
75
％
以
上
　
▲
：
50
％
以
上
　
×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

登
録
件
数
は
年
に
よ
っ
て
増
減
が
あ
る
が
、
毎
年
2
,
0
0
0
件
程
度
（
R
1
～
R
6
登
録
事
業
所
数
平
均
：

2
,
0
0
6
件
）
で
推
移
し
て
い
る
。

R
1
年
度
:
 
2
,
1
8
2
件
（
レ
ベ
ル
1
：
9
7
9
件
、
レ
ベ
ル
2
：
6
9
4
件
、
レ
ベ
ル
3
：
5
0
9
件
）

R
2
年
度
:
 
1
,
8
2
4
件
（
レ
ベ
ル
1
：
8
1
6
件
、
レ
ベ
ル
2
：
5
4
2
件
、
レ
ベ
ル
3
：
4
6
6
件
）

R
3
年
度
:
 
1
,
9
3
6
件
（
レ
ベ
ル
1
：
7
6
9
件
、
レ
ベ
ル
2
：
7
0
3
件
、
レ
ベ
ル
3
：
4
6
4
件
）

R
4
年
度
:
 
2
,
0
7
4
件
（
レ
ベ
ル
1
：
7
6
7
件
、
レ
ベ
ル
2
：
7
3
0
件
、
レ
ベ
ル
3
：
5
7
7
件
）

R
5
年
度
:
 
2
,
0
1
9
件
（
レ
ベ
ル
1
：
7
6
5
件
、
レ
ベ
ル
2
：
7
2
5
件
、
レ
ベ
ル
3
：
5
2
9
件
）

R
6
年
度
:
 
2
,
0
0
1
件
（
レ
ベ
ル
1
：
7
5
5
件
、
レ
ベ
ル
2
：
7
2
1
件
、
レ
ベ
ル
3
：
5
2
5
件
）

２
R
を
推
進
す
る
た
め
の
し
く
み
づ
く
り

さ
っ
ぽ
ろ
エ
コ
メ
ン
バ
ー
に
は
３
年
間
の
登
録
有
効
期
限
が
あ
る
中
、
近
年
の
登
録
事
業
所
数
は
2
,
0
0
0

件
程
度
を
維
持
し
て
お
り
、
環
境
配
慮
に
係
る
取
組
が
一
定
程
度
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

・
「
さ
っ
ぽ
ろ
エ
コ
メ
ン
バ
ー
」
登
録
事
業
所
数
：
1
,
9
3
6
件
。

・
取
組
実
施
項
目
「
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
」
ま
た
は
「
廃
棄
物
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
」
を
選
択

し
た
登
録
事
業
所
数
：
1
,
1
2
0
件
。

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

事
業
を
継
続
し
、
未
登
録
事
業
者
へ
の
周
知
・
P
R
方
法
の
改
善
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、
環
境
に
配

慮
し
た
事
業
者
の
取
組
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
。

・
「
さ
っ
ぽ
ろ
エ
コ
メ
ン
バ
ー
」
登
録
事
業
所
数
：
2
,
0
7
4
件
。

・
取
組
実
施
項
目
「
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
」
ま
た
は
「
廃
棄
物
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
」
を
選
択

し
た
登
録
事
業
所
数
：
1
,
4
1
2
件
。

・
「
さ
っ
ぽ
ろ
エ
コ
メ
ン
バ
ー
」
登
録
事
業
所
数
：
2
,
0
1
9
件
。

・
取
組
実
施
項
目
「
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
」
ま
た
は
「
廃
棄
物
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
」
を
選
択

し
た
登
録
事
業
所
数
：
1
,
3
6
0
件
。

・
「
さ
っ
ぽ
ろ
エ
コ
メ
ン
バ
ー
」
登
録
事
業
所
数
：
2
,
0
0
1
件
。

・
取
組
実
施
項
目
「
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
」
ま
た
は
「
廃
棄
物
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
」
を
選
択

し
た
登
録
事
業
所
数
：
1
,
3
2
4
件
。
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【
事
業
の
概
要
】

№
4
7

事
業
名

市
有
施
設
の
省
エ
ネ
等
推
進
費

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

－
目
標

－

指
標
２

－
目
標

－
達
成
状
況

◎

所
管
課

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

－

（
最
大
２
つ
ま
で
）

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

－

対
応
施
策
：
大

施
策
１

　
　
　
施
策
：
中

１
－
１

ご
み
発
生
・
排
出
抑
制
の
た
め
の
行
動
の
実
践

　
　
　
　
施
策
：
小

(
4
)

環
境
配
慮
型
製
品
購
入
な
ど
の
促
進
に
向
け
た
取
組

事
業
の
評
価
・
課
題

今
後
も
継
続
し
て
取
組
に
努
め
る
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

－

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３
 

事
業
費

全
1
4
,
8
1
8

千
円

内
(
0
)

千
円

今
後
も
継
続
し
て
取
組
に
努
め
る
。

Ｒ
４

事
業
費

全
1
4
,
7
3
8

千
円

内
(
0
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
1
7
,
1
5
8

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
0
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
1
7
,
9
3
9

千
円

内
(
0
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

本
市
が
率
先
し
て
環
境
負
荷
の
低

減
に
資
す
る
物
品
及
び
役
務
の
優

先
的
な
調
達
を
推
進
す
る
た
め
「

札
幌
市
グ
リ
ー
ン
購
入
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
定
め
、
毎
年
度
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
一
部
の
対
象
品
目
に
つ
い

て
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
規
定
に
基
づ
き
前
年

度
の
調
達
率
の
実
績
を
収
集
す
る

。
ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
環
境
方
針
に
「
環
境
負
荷
の
少
な

い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
」
す

る
こ
と
を
掲
げ
、
本
市
に
お
け
る

物
品
お
よ
び
役
務
の
調
達
に
お
い
て

、
グ
リ
ー
ン
購
入
を
推
進
す
る

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

「
札
幌
市
グ
リ
ー
ン
購
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
対
象
品
目
、
判
断
基
準
等
の
見
直
し
を
毎
年
度
実
施
し
、

取
組
を
推
進
し
た
。

各
局
区
は
、
物
品
お
よ
び
役
務
の
調
達
時
の
仕
様
書
に
「
札
幌
市
グ
リ
ー
ン
購
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

記
載
を
入
れ
る
こ
と
で
、
グ
リ
ー
ン
物
品
の
調
達
を
実
施
し
て
い
る
。

２
R
を
推
進

す
る
た
め

の
し
く
み

づ
く
り

国
が
定
め
る
環
境
物
品
等
の
調
達

の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
の
改

定
内
容
を
参
考
に
、
「
札
幌
市
グ

リ
ー
ン
購
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
対

象
品
目
、
判
断
基
準
等
の
見
直
し

を
実
施
し
た
。

Ｅ
Ｍ
Ｓ
規
定
に
基
づ
く
調
達
率
の

集
計
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
に
伴
う
業
務
縮
小
の
一
環

と
し
て
中
止
し
た
。

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

国
が
定
め
る
環
境
物
品
等
の
調
達

の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
の
改

定
内
容
を
参
考
に
、
「
札
幌
市
グ

リ
ー
ン
購
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
対

象
品
目
、
判
断
基
準
等
の
見
直
し

を
実
施
し
た
。

Ｅ
Ｍ
Ｓ
規
定
に
基
づ
く
調
達
率
の

集
計
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
に
伴
う
業
務
縮
小
の
一
環

と
し
て
中
止
し
た
。

国
が
定
め
る
環
境
物
品
等
の
調
達

の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
の
改

定
内
容
を
参
考
に
、
「
札
幌
市
グ

リ
ー
ン
購
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
対

象
品
目
、
判
断
基
準
等
の
見
直
し

を
実
施
し
た
。

Ｅ
Ｍ
Ｓ
規
定
に
基
づ
く
調
達
率
の

集
計
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
に
伴
う
業
務
縮
小
の
一
環

と
し
て
中
止
し
た
。

国
が
定
め
る
環
境
物
品
等
の
調
達

の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
の
改

定
内
容
を
参
考
に
、
「
札
幌
市
グ

リ
ー
ン
購
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
対

象
品
目
、
判
断
基
準
等
の
見
直
し

を
実
施
し
た
。

一
部
の
対
象
品
目
に
つ
い
て
、
Ｅ

Ｍ
Ｓ
規
定
に
基
づ
き
前
年
度
の
調

達
率
を
集
計
し
た
。

（
前
年
度
（

20
2
3
年
度

）
調
達
率

集
計
値
：

9
4
.
6
％
）
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【
事
業
の
概
要
】

№
4
8

事
業
名

枝
・
葉
・
草
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
（
定
山
渓
地
域
）

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

枝
・
葉
・
草
搬
入
量

目
標

3
,
0
0
0
t

指
標
２

目
標

－
達
成
状
況

▲

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

施
設
管
理
課

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

リ
サ
イ
ク
ル
率

対
応
施
策
：
大

施
策
３

事
業
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
促
進

　
　
　
施
策
：
中

３
－
１

事
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
取
組
の
促
進

　
　
　
　
施
策
：
小

(
5
)

定
山
渓
地
区
に
お
け
る
地
域
内
循
環
の
取
組
促
進

事
業
の
評
価
・
課
題

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
1
8
0
,
4
8
0

千
円

内
(
3
2
,
3
0
7
)

千
円

Ｒ
４

事
業
費

全
1
9
9
,
3
7
6

千
円

内
(
3
3
,
0
5
2
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
2
1
3
,
9
2
7

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
3
6
,
4
9
6
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
2
3
2
,
0
6
0

千
円

内
(
3
5
,
2
4
3
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

定
山
渓
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

に
基
づ
き
、
主
に
定
山
渓
地
域
か

ら
排
出
さ
れ
た
枝
・
葉
・
草
を
同

地
域
内
で
堆
肥
と
し
て
資
源
化
し
、

バ
イ
オ
マ
ス
の
地
域
内
循
環
を
図

る
。

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度

搬
入
さ
れ
た
枝
・
葉
・
草
は
堆
肥
と
な
り
適
切
に
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
て
お
り
、
廃
棄
ご
み
の
減
量
に
貢
献
し
て
い
る
。

H2
8家

庭
系
　

2,
41
6.
9t
　
事
業
系
　
96
9.
6t

H2
9家

庭
系
　

1,
53
5.
9t
　
事
業
系
　
22
2.
9t

H3
0家

庭
系
　

1,
57
5.
5t
　
事
業
系
　
11
8.
1t

R0
1家

庭
系
　

1,
49
0.
4t
　
事
業
系
　
60
.2
t

R0
2家

庭
系
　

1,
47
3.
0t
　
事
業
系
　
67
.3
t

R0
3家

庭
系
　

1,
46
8.
5t
　
事
業
系
　
11
.7
t

R0
4家

庭
系
　

1,
50
2.
4t
　
事
業
系
　
11
.8
t

R0
5家

庭
系
　

1,
65
8.
9t
　
事
業
系
　
 6
.0
t

R0
6家

庭
系
　

1,
60
2.
0t
　
事
業
系
　
25
.5
t

市
域
内
一
般
家
庭
か
ら
発
生
す
る

枝
・
葉
・
草
を
原
料
と
し
て
、
た

い
肥
を
製
造
し
、
市
域
内
に
還
元

す
る
こ
と
に
よ
り
循
環
型
リ
サ
イ
ク

ル
を
推
進
す
る
。

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

搬
入
さ
れ
た
枝
・
葉
・
草
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
。

施
設
の
処
理
能
力
は
9
,
0
0
0
t
/
年
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
定
山
渓
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
基
づ
く
枝
・

葉
・
草
の
処
理
量
が
3
,
0
0
0
t
／
年
で
あ
る
が
、
悪
臭
へ
の
対
応
の
た
め
、
計
画
期
間
の
搬
入
量
は
半
分
程

度
に
留
ま
っ
て
い
る
。

枝
葉
草
と
し
て
の
排
出
は
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
堆

肥
は
札
幌
市
内
外
の
農
家
等
に
出
荷
さ
れ
て
お
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
循
環
に
寄
与
し
て
い
る
。
ま
た
、
事

業
系
生
ご
み
の
減
量
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

処
理
量
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
破
袋
機
で
枝
葉
草
の
破
袋
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ビ
ニ
ー
ル
残
渣
が
原

因
と
な
り
不
良
発
酵
に
よ
り
悪
臭
が
発
生
し
、
以
降
対
応
策
と
し
て
手
作
業
で
の
破
袋
を
行
っ
て
い
る
た

め
に
計
画
量
が
処
理
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

・
枝
・
葉
・
草
搬
入
量
　
家
庭
系

　
1,
4
68
.
5
t
　
事
業
系

　
11
.
7t

・
事
業
系
生
ご
み
搬
入
量
　
3
,
3
6
2
.
0
t

・
堆
肥
生
産
量
　
7
6
5
㎥

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

引
き
続
き
定
期
的
に
施
設
を
視
察
、
処
理
業
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
搬
入
量
増
加
に
向
け
た
対

応
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
断
続
的
に
発
生
し
て
い
る
悪
臭
問
題
に
対
し
て
、
処
理
業
者
と
連
携
の
上
、
対
策
を
検
討
す
る
。

・
枝
・
葉
・
草
搬
入
量
　
家
庭
系

　
1,
5
02
.
4
t
　
事
業
系

　
11
.
8t

・
事
業
系
生
ご
み
搬
入
量
　
3
,
3
1
1
.
0
t

・
堆
肥
生
産
量
　
1
,
3
7
3
㎥

・
枝
・
葉
・
草
搬
入
量
　
家
庭
系

　
1,
6
58
.
9
t
　
事
業
系

　
6.
0
t

・
事
業
系
生
ご
み
搬
入
量
　
2
,
8
9
2
.
4
t

・
堆
肥
生
産
量
　
1
,
1
6
6
㎥

・
枝
・
葉
・
草
搬
入
量
　
家
庭
系

　
1,
6
02
.
0
t
　
事
業
系

　
25
.
5t

・
事
業
系
生
ご
み
搬
入
量
　
3
,
0
8
3
.
6
t

・
堆
肥
生
産
量
　
1
,
2
8
7
㎥
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【
事
業
の
概
要
】

№
4
9

事
業
名

清
掃
計
画
費
　
（
未
利
用
資
源
の
活
用
・
災
害
処
理
・
広
域
処
理
の
検
討
）

定
量
的
評
価
（
数
値
あ
り
）

定
性
的
評
価
（
数
値
な
し
）

事
業
の
目
的
・
目
標

指
標
１

未
利
用
の
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

目
標

－

指
標
２

目
標

－
達
成
状
況

－

所
管
課

循
環
型
社
会
推
進
課

関
係
課

－

【
新
ス
リ
ム
計
画
と
の
関
わ
り
】

対
応
す
る
ス
リ
ム
目
標

廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

（
最
大
２
つ
ま
で
）

家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
目
標

対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
指
標

リ
サ
イ
ク
ル
率

対
応
施
策
：
大

施
策
５

持
続
可
能
な
収
集
・
処
理
体
制
の
確
立

　
　
　
施
策
：
中

５
－
３

未
利
用
資
源
の
活
用
の
検
討

　
　
　
　
施
策
：
小

(
1
)

廃
棄
物
の
資
源
化
等
に
向
け
た
調
査
・
研
究

事
業
の
評
価
・
課
題

ス
リ
ム
計
画
の
目
標
値
に
近
づ
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
新
た
な
廃
棄
物
の
資
源
化
の
検
討
も
必
要
。

他
の
施
策
（
番
号
の
み
）

【
各
年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
そ
の
実
績
】
　
数
値
で
示
せ
る
も
の
は
数
値
も
記
載
す
る
こ
と

Ｒ
３

事
業
費

全
2
5
,
6
6
8

千
円

内
(
0
)

千
円

廃
棄
物
の
資
源
化
等
や
廃
棄
物
の
活
用
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
継
続
す
る
。

Ｒ
４

事
業
費

全
2
9
,
9
7
8

千
円

内
(
0
)

千
円

Ｒ
５

事
業
費

全
2
4
,
4
2
6

千
円

【
懇
話
会
の
意
見
等
】
　
懇
話
会
で
意
見
が
あ
っ
た
場
合
の
み
記
載
す
る

内
(
0
)

千
円

意
見
・
提
案
等

Ｒ
６

事
業
費

全
2
4
,
1
5
5

千
円

内
(
0
)

千
円

※
事
業
費
　
上
段
：
小
事
業
全
体
　
　
下
段
：
実
際
の
事
業
費
　
　
小
事
業
内
に
関
係
の
な
い
予
算
が
あ
る
場
合
、
違
う
数
値
と
な
る

【
自
己
評
価
】
　
※
R
3
～
R
6
を
通
し
て

事
業
内
容

（
取
組
内
容
）

①
廃
棄
物
資
源
化
等

に
向
け
た
調
査
・
研
究

②
廃
棄
物
系
バ
イ
オ

マ
ス
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
活
用
の
検
討

③
民
間
施
設
を
活
用

し
た
ご
み
処
理
の
調
査
・
研
究

④
災
害
廃
棄
物
処
理

計
画
の
策
定

⑤
広
域
処
理
に
関
す

る
他
自
治
体
と
の
検
討

ス
リ
ム
目
標
へ
の
貢
献

度
廃
棄
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
る
新
た
な
資
源
化
手

法
の
導
入
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

・
廃
棄
物
の
新
た
な
資
源
化
に
よ

り
、
廃
棄
ご
み
量
の
減
量
に
繋
げ

る
・
災
害
廃
棄
物
の
処
理
を
適
正
、

迅
速
に
行
え
る
よ
う
計
画
を
策
定

す
る

・
広
域
処
理
の
検
討

事
業
の
指

標

事
業
の
実
施
結
果

（
目
的
・
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
）

（
◎
：
達
成
　
○
：

75
％
以
上
　
▲
：

50
％
以
上
　

×
：
50
％
未
満
　
－
：
他

・
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る

・
令
和
４
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」

に
伴
い
、
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
促
進
さ
れ
て
い
る
が
、
不
確
定
要
素
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
か
ら
の
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
（
①
廃
棄
物
資
源
化
等
に
向
け
た
調
査
・
研
究
）

・
可
燃
ご
み
の
広
域
処
理
へ
向
け
て
、
調
整
を
行
っ
て
い
る

5-
3
-
(
2
)
、
5
-3
-
(3
)
、
6
-
3
-
(
1
)
、
6
-
4
-
(
1
)

よ
り
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
、

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
見
直
し

を
行
う
（
計
画
の
改
訂
）

令
和
４
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循

環
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に

伴
い
、
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ

イ
ク
ル
が
促
進
さ
れ
て
い
る
が
、

不
確
定
要
素
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
の
動
向
を
見
て
い
る
（
①
廃
棄
物

資
源
化
等
に
向
け
た
調
査
・
研
究

）

今
後
の
事
業
方
針

（
課
題
へ
の
対
応
や
事
業
目

標
の
設
置
）

よ
り
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
、

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
見
直
し

を
行
う
（
計
画
の
改
訂
）

令
和
４
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循

環
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に

伴
い
、
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ

イ
ク
ル
が
促
進
さ
れ
て
い
る
が
、

不
確
定
要
素
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
の
動
向
を
見
て
い
る
（
①
廃
棄
物

資
源
化
等
に
向
け
た
調
査
・
研
究

）
石
狩
市
・
当
別
町
と
の
可
燃
ご
み

の
広
域
処
理
に
つ
い
て
、
受
入
れ

に
つ
い
て
今
後
協
議
し
て
い
く
趣

旨
の
覚
書
を
締
結

よ
り
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
、

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
見
直
し

を
行
う
（
計
画
の
改
訂
）

令
和
４
年
４
月
に
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

リ
サ
イ
ク
ル
が
促
進
さ
れ
て
い
る

が
、
不
確
定
要
素
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
の
動
向
を
見
て
い
る
（
①

廃
棄
物
資
源
化
等
に
向
け
た
調
査

・
研
究
）

石
狩
市
・
当
別
町
と
の
可
燃
ご
み

の
広
域
処
理
に
つ
い
て
、
受
入
れ

に
つ
い
て
の
協
議
を
実
施

よ
り
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
、

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
見
直
し

を
行
う
（
計
画
の
改
訂
）

令
和
４
年
４
月
に
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

リ
サ
イ
ク
ル
が
促
進
さ
れ
て
い
る

が
、
不
確
定
要
素
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
の
動
向
を
見
て
い
る
（
①

廃
棄
物
資
源
化
等
に
向
け
た
調
査

・
研
究
）

石
狩
市
・
当
別
町
と
の
可
燃
ご
み

の
広
域
処
理
に
つ
い
て
、
受
入
れ

に
つ
い
て
の
協
議
を
実
施
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